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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　一







　十一月頭に文化祭が行われる周辺他校と違ちがい、北高こと北きた見み栄さかえ高校の文化祭『栄光祭』は十一月の下げ旬じゆんにあるため、市内でも特に来客が多く賑にぎわうことで知られている。

　学内でも、生徒たちの栄光祭への入れ込みようといったら、他の行事とは比くらべものにならない。本来ならば時じ節せつ柄がら、受験生である三年生は文化祭に参さん加かしない学校も多いというのに、北高ではそんな軟なん弱じやくなことを言う三年生は一人もいない。栄光祭に時間をかけて不合格になるような微び妙みようなラインにいる生せい徒とはそもそもいない。確実に受かる生徒か確実に落ちる生徒しかいないのだ。

　だから、三年生は北高での集しゆう大たい成せいとして、最後の栄光祭にすべてを賭かける。学校側も地ち域いきでの親和度や知名度をあげるためならと、授じゆ業ぎようを準じゆん備びのために融ゆう通ずうしたり、特別予算を組んだりと、生徒たちへの支し援えんを惜おしまない。

　そしてこの三─Ｅでは、五時間目が担たん任にんの現国の時間だったのをいいことに、拝おがみ倒たおしてＬＨＲに変えてもらい、『第二回栄光祭への道』──ようは栄光祭の話し合いが始められていたのだが、二度目にして初しよっぱなから熱い空気をはらんでいた。

　教きよう壇だんに立っているのは、三─Ｅの栄光祭実行委員である岬みさき怜れい治じと若わか葉ば緑みどりで、二人は弁べん当とう持じ参さんで昼休みの実行委員会に出席してきたばかりだった。

「今年も屋や台たい・喫きつ茶さ関係の出店数は去年と同じで、屋台は各学年二つまで、喫茶は一つまでとなりました」

　緑の報ほう告こくにブーイングがあがりかけるが、岬は大おお仰ぎように手を振ふって皆みなを制せいすると、白く細長い紙を取り出した。片側の端はしは岬の手にしっかりと握にぎりこまれ、へにゃりと倒れた残りの部分を、岬が右へ左へと振ってみせる。

「そこで我わが三─Ｅも籤くじをひいてきたわけですが──じゃーん！」

　勢いきおいよく引き抜ぬいた端は真っ赤に染そまっている。その途と端たん、クラス中から歓かん声せいが上がり、拍はく手しゆに包つつまれた。

「三年目にして初めて、食べ物屋ゲットだよ！」

「屋台はあるけど、喫茶初めてだぁ！　嬉うれしいー！」

「これでベストグローリーも狙ねらえるぜ！　よくやった岬！」

　三─Ｅ中の称しよう賛さんを浴あびて、まんざらでもない様よう子すの岬に対し、緑は呆あきれた様子で肩かたをすくめた。

「まだ喫茶の権けん利りを得たっていうだけで、企き画かくも何にもできてないんだよ？　去年も一昨年おととしも、ベスグロは喫茶じゃなかったし」

「でも、上位三位には必ずどっか一個入るだろ？　金きん額がくは変わっちゃうけど、援えん助じよは三位まであるんだし、そこに入れりゃいいじゃん」

　後ろの方で既すでに受じゆ賞しようしたかのように皮かわ算ざん用ようを始めている男子の一いち群ぐんに、女子たちの冷ひややかな視し線せんが向けられた。

　ベストグローリー賞、略りやくしてベスグロは、生徒会主しゆ導どうで行われる企画で、全クラスの出し物を企画力や集しゆう客きやく率りつ、売上げなどといったデータや、学内のみならず学外からの来客の投とう票ひようなどで順位をつける。

　上位三位までには趣しゆ向こうを凝こらした景けい品ひんの他ほか、打ち上げ費ひ用ようの援助があるため、生徒たちのモチベーションも上がる。

　そのベスグロのシード権と言われるのが、喫茶だった。喫茶や屋台のクラスには集客や売上げの項こう目もくにハンデがつけられるが、それでもかなり有利である。ゆえに、その前ぜん哨しよう戦せんとも言うべき『喫茶・屋台権獲かく得とく籤引き大会』で、実行委員の真しん価かが問われる。

「と・に・か・く！　まずは企画をちゃんとしないと、せっかくの喫茶でもぐだぐだになっちゃうんだからね」

「そうそう、皆みなさん、俺の幸運ちゃんと活いかしてよ！　てなわけで、喫茶企画募ぼ集しゆうー！　意見ある人がんがん言って」

　岬に促うながされ、ちらほら手が上がり始める。

　窓まど際ぎわの席からぼんやりとそれを眺ながめていた市いち川かわ吉よし朗ろうは、いよいよ瞼まぶたが本格的に下がり始め、慌あわてて頰ほおを叩たたいた。

（……さすがに四時起おきはきつかったな……）

　いつの間にかすっかり朝型にされていた我わが身みを利用して、早起きして受験勉強に取り組んでいた吉朗だったが、今日はいつもよりも更さらに一時間早く起きて、昨日終わらせられなかった英語の長文読どつ解かいのノルマに取り組んでいた。

　しかし、そのツケは大きく、四時間目はほぼ爆ばく睡すい、やっと目覚めた昼休みにご飯を食べたものだから、五時間目の今、激はげしい睡すい魔まと戦う羽は目めになっていた。

（ちゃんと聞かないと、あとで岬に何言われるかわかんないしな……）

　それ以上に、やはり吉朗も北高の生徒だから、栄光祭には積極的に参加したい。それに今年は去年までの栄光祭と大きく違う点が一つある。

　佐さ倉くら麻ま琴ことの存在だ。

　いまだに口にするのもおこがましいが、付き合い始めて四か月になろうとする吉朗の《彼女》は、栄光祭の存在を知っていて、前から一度行ってみたかったのだと言っていた。今年は吉朗がいるから敷しき居いが低いのだとも言っていたから、当日足を運んでくれるのは間違いない。

　吉朗にとって追い風なのは、岬が喫茶を引き当てたということだ。外部の知り合いを招まねくのに、これほど好条件の出し物はない。しかも、そこで活かつ躍やくしていたりなんかした日には、麻琴にいいところを見せられる。

（まあちゃん……）

　麻琴の柔やわらかな笑え顔がおを思い出して、吉朗は思わずつられて笑みを浮うかべた。あの笑顔を守るためならなんだってできる。睡眠削けずって勉強しているのはもちろん自分の将来のためだが、そのやる気をくれたのは麻琴だ。

　すでに推すい薦せんで進学先が決まっている麻琴は、吉朗のために受験勉強のカリキュラムを組んでくれたり、放課後図書館で待ち合わせて勉強に付き合ってくれたり、あらん限りのバックアップをしてくれている。

　その麻琴の気持ちに応こたえるためにも、頑がん張ばらなくてはならない。

「頑張ってくれるよね、よーちゃん」

　そんな言葉に反はん射しや的てきに「はい！」と叫さけんで拳こぶしを突つき上あげた吉朗は、その瞬しゆん間かん沸わき起おこった拍手に慌あわてて周囲を見回した。

　今の今まで吉朗の周りには、いろんな格かつ好こうをした麻琴が立ち並ならんでいたと思ったが、気づかぬうちに睡魔との戦いに敗やぶれていたらしい。白はく昼ちゆう夢むは去さり、ＬＨＲの教室に戻もどっている。

　そして、さっきまで何も書かれていなかったはずの黒板には、ずらずらと文字が連つらなっており、その一番左端に、吉朗の名前が書き足たされていた。

「……企画班……？」

「一いつ緒しよに頑張ろうな、吉朗」

　笑顔で肩を叩くのは、吉朗の前の席に座すわっていた柏かしわ晴はる生きだ。そういえば、さっきの『よーちゃん』という呼びかけは麻琴の可愛かわいらしい声とは似ても似つかぬ男の声だった。寝ねぼけていたとはいえ、間違えた自分が情けない。

「……お前、はめただろ」

「いびきかいて寝るからだよ。俺おれ一人だけ居眠りの罰ばつを受けるのは納なつ得とくがいかないから」

「納得って……」

　見れば吉朗の前に晴生の名前も書いてある。

「お前も寝てたのかよ！　だからって俺を巻まき込こむなよ！」

「だって、お前以上に詳くわしい奴やついないし、結果的には適てき材ざい適てき所しよだと思うぜ？」

「適材適所……？　なんの話だよ」

「あれあれ」

　晴生が指差したのは、黒板の右側の方だ。

　歌声喫茶、和風喫茶、スプラッタ喫茶、アリスのティーパーティーなど、喫茶の企画と思おぼしきものの下に正の字が書かれている。しかし、いずれも正の字が一つできるかできないかくらいの少数派であったらしく、傍ぼう線せんが引かれて消されていた。

　唯ゆい一いつ、クラスの半数の票を獲得して生き残り、赤いチョークでぐるぐると囲まれ、黒板の中央に燦さん然ぜんと輝かがやいていたのは───

「……メイド喫茶!?」

「なんだよ今さら。お前だって、手上げてたぞ」

「寝てたのにそんなはず……」

　言いかけて吉朗は後ろを振り返った。そこにはにやにやと笑う男がいる。きっと、票ひようを稼かせぐために寝ている吉朗の腕うでを勝手に持ち上げたのだろう。

「和わ田だ、てめぇ…！」

「これは三─Ｅ男子の総意なんだから、ちゃんと男らしく参加しないと」

「総意……」

　改あらためて黒板に目をやれば、メイド喫茶の得票数はクラスの男子の人数とぴったり一いつ致ちしている。壇だん上じように立つ緑の冷たい視線から察さつしても、あれはすべて男子の票なのだろう。女子は総意をまとめることができずに諸しよ派はに分ぶん裂れつし、その結果大敗を喫きつしたようだ。

「ほらー、吉朗ちゃんだって稲いな毛げのメイド服姿見たいでしょー？　美み浜はまのあの声で『ご主人様ぁ』とか言ってもらいたいでしょーが」

　興こう奮ふんした様子で話す和田が異い常じようなのではなく、すでに三─Ｅの男たちの脳のう裏りには、粒つぶぞろいと評判の三─Ｅ女子の可か憐れんなメイド姿が渦うず巻まいているようで、ひそひそと言葉を交かわしながら、お目当ての女子を見やっている。

　当然、女子は憤ふん慨がいした様子で絶対零れい度どの視線を返してくるのみだが、ぞくりと震ふるえた吉朗の肩かたを、再ふたたび晴生が叩たたいた。

「そこで、お前の出番ってわけだよ」

「えっ!?」

（……なんでこいつ、メイドのことを……!?）

　かつて吉朗は、二か月ばかりメイドを職しよく業ぎようにしていた時期がある。もちろん、望のぞんで就職したわけではなく、成なり行ゆきというか事故のようなものだったが、それでもその間はメイドとしてみっちり働はたらいていた。

　しかし、あまりに特とく異いな状じよう況きよう下かでの体たい験けんゆえにおいそれと人に話せるものではなく、知っているのはたったの三人きり、その経験を共有した仲間だけだ。こればっかりはたとえ親友にも話せない。

　だから、晴生が知っているはずはないのだが、意味ありげな微笑ほほえみに緊きん張ちようが走る。ごくりと喉のどを鳴ならす吉朗の耳元に口を寄せ、晴生はささやくように言った。

「お前のコレクションの中にメイドものもあったよね？」

「コレ……クション……？」

　思いもかけない言葉に一瞬思し考こうが停止する。メイド修しゆ業ぎようの日々とコレクションと、一体何の関係があるのかと眉まゆを寄せていると、晴生が怪け訝げんそうに顔を覗のぞき込こんできた。

「……あれ？　あのゲーム借りたのってお前からだよな？　イギリスが舞ぶ台たいのお屋や敷しきのやつ。違ちがったっけ？」

「イギリス……ゲーム──ああ！　『淫いん──」

　言いかけて、慌あわてて口をつぐんだ。昼下がりの教室にはふさわしくないタイトルである。

（なんだ……ゲームかよ……）

　吉朗は内心でほっと息を吐ついた。

　確かに晴生はメイドだった吉朗を知らない。けれど、親友がどんな趣しゆ味みの男かはよく知っている。世間に公開するには誤ご解かいを招きかねない趣味なので、これまた知っている人間は限られている。

　その後ろめたいゲームを買った動どう機きが、年ねん齢れい制せい限げんがあることでもメイドが出てくることでもなく、そのメイドが着ている制服が好みだったということを、幸さいわいにも晴生は十二分に理解してくれていた。

　メイド喫きつ茶さという決定に対して、吉朗を企き画かく班に推おしたのもそのせいなのだろう。実際には制服マニアであって、メイド服への関心はあくまでその一角を占しめているにすぎないのだが、例のメイド体験を除のぞいても、吉朗以上にメイドに詳しい人間がこのクラスにいるとは思えない。

「あー、そういうことか」

「そういうこと。結局さ、集客率上げるには企画力も大きいし、みんなイメージ先行で実みがないから、ここは男心をくすぐるメイドってもんを市川先生から一つ」

「うーん……」

　メイド喫茶という時点で、麻琴を招しよう待たいするのは少しばかりためらわれるが、男子のドリーム満まん載さいの珍ちん妙みようなメイド喫茶よりも、吉朗が関かかわることで女性も入れるメイド喫茶に持っていければ、ベスグロの票もより稼かせげるかもしれないし、麻琴も認めてくれるだろう。

「わかった。その代わり、お前もちゃんとフォローしてくれよ」

　吉朗は、黒板の企画担当部門を顎あごで示す。そこには、吉朗と晴生以外にあと二人、男子の名前が記しるされている。その一人が、吉朗の後ろの席で今まさにドリームを繰くり広ひろげている和田だった。

　晴生もちらりと和田を見やり、片かた眉まゆを引き上げながらうなずいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　栄光祭までの一か月に、やることはいくらもあった。しかしいずれも、企画担当者がきちんとした青写真を提てい示じしなければ、食品や衣い服ふく、内ない装そうなどの他の担当者も動くに動けない。

　例の『第二回栄光祭への道』の翌よく々よく日じつの土曜、吉朗は晴生や和田、そして今一人の企画担当者である丸まる山やまの四人で、秋あき葉は原ばらの駅前に立っていた。

　まずは現げん物ぶつを見るのだと言い出した丸山は、インターネットを駆く使ししていくつかのメイド喫茶に当たりをつけてきていた。プリントアウトされた地図には、それらのメイド喫茶の場所以外にも、特とく徴ちようなどが走り書きされている。

　自信満々の丸山と興きよう味み津しん々しんの和田は、その地図に釘くぎ付づけになっている。フォローしてくれるはずの晴生は初めての秋葉原を興味深げに眺ながめやっており、吉朗は早くも激はげしい不安に襲おそわれていた。

（……いや、でもまずは奴やつらの出方を見るって決めたしな）

　吉朗が制服マニアなのは事実で、それをひた隠かくしにするつもりはなかったが、だからといって積極的にアピールするつもりもない。まずは和田や丸山など一いつ般ぱん男子代表の意見を聞いた上で、さりげなくサジェスチョンできればというのが、吉朗の希望だった。

　しかし──────

「こっちじゃねぇの？　ほら、あそこにラジオ会館ってのがあるじゃんか。だから、こっから見て左の……」

「お前趣しゆ味み出すなって！　そんなツンデレ喫茶とかあとあと。まずはキャフェキャフェだって」

「丸山こそ趣味だろ。ネットで見たぞ。キャフェキャフェって今日スク水デーのとこだ」

「えっ、や、ち、違うって！　和田が言ってるまるめぞんの方が、趣味丸出しだろ！　『あなただけのツンデレ妹がおもてなし』って、ツンデレならお前のリアル妹で我が慢まんしとけよ」

「俺の妹はただひたすらツンだけなんだよ！」

　和田と丸山は一番人だまりの多い駅前で、プリントアウトした地図を広げ、おのぼり丸出しで騒さわいでいる。一通り駅前とそこに集つどう人々を眺めやって満足したのか、身近なところに目を向けた晴生が、地図と二人とを見やってため息を吐ついた。

「まったく恥はずかしい奴らだぜ。もう少し落ち着けっての。ほら、お前ら吉朗見てみろよ。この落ち──」

「──────違うっ!!」

「え……？」

　もう我慢ができない。店に着くまでは黙だまっていようと思っていたが、ついに吉朗は耐たえ切きれずに口火を切った。

「キャフェキャフェ？　あんなコスプレ喫茶行ってどうすんだよ。スク水でメイドがわかるわけねぇだろ！　大体、キャフェキャフェ行くならスク水デーよりブルマデーが基本だってのにまったく。それに端はなからまるめぞんとかふざけんなよ。ツンデレに九割力が注そそがれてて、服装二の次だぞ、あそこ。真っ赤なフリルワンピってお前はシャアザクかって話だろ。とにかく、メイド喫茶の参考にするんならまずカフェリング、それからカナル！」

　丸山が持っている地図を貫つらぬく勢いで指ゆび差さすと、さっきまでわいわい騒いでいた一同はしんと静まり返った。

「メイドの服装ならここがオーソドックス。エプロンがピンクってのがちょっといただけないけど、フリルは多すぎず少なすぎず、下のワンピースもチラリズムが期待できる下品すぎない膝ひざ上うえ八センチという絶ぜつ妙みような長さで、何よりニーソックスじゃなくて黒タイツだ黒タイツ！　しかも昨日なら金曜だから、ガーターベルトの日だったんだよな。老舗しにせだけにひと味違うよ、カフェリングは」

「…………」

「カナルはワンピースの丈たけこそくるぶしが隠れる長さだが、深緑の落ち着いたベルベットがヘッドドレスのリボンとおそろいで、そんじょそこらのアキバ系雨う後ごの筍たけのこメイド喫茶とは一線を画かくす上品さだ。ここのポイントは編あみ上げた髪かみ、わかるか？　つまりうなじに後おくれ毛げが──」

　秘ひ孔こうをつくかのように地図をつつきながら話し続けていた吉朗は、反応のない連れにはっと我に返った。顔を上げれば、辺りには秋葉原の地に降り立ったばかりの男たちがこちらを遠とお巻まきにしており、じっと吉朗を見つめている。そして、誰だれからともなくおもむろに、吉朗に向かって乾かわいた拍はく手しゆを送った。

「やるな、あいつ……メイド喫茶をわかってる」

「初心者にカナルとカフェリングは、うん、正しい」

「大体、新しん参ざん者ものがまるめぞんとかありえないし」

　ぼそりと落とされる言葉が賞しよう賛さんだとわかるのは吉朗一人で、晴生たち三人は吉朗と男たちとを見比べて呆ぼう然ぜんとしている。

「え、ちょ、なにこれ？　なんで俺ら拍手されてんの？」

「ってか市川って何者？　お前、さては初めてじゃないだろ！」

　一歩ずつ後あと退じささった和田と丸山の姿に、吉朗の羞しゆう恥ち心しんが一気に爆ばく発はつする。

「いや俺はその別にメイドがどうとかそういうんじゃなくてあの」

　慌あわてて言葉を継つごうとするが、言葉は散ちっていくばかりでうまく出てこない。それをフォローしてくれたのは、唯ゆい一いつ吉朗のマニアぶり（の一いつ端たんに過ぎないが）を知っていた晴生だった。

「いいかお前ら。俺たちはここに最強の人材を得た！　ベスグロにまた一歩近づいたってことだ」

　調子のいい晴生のトークに、和田たちは気け圧おされたようにうなずく。

「お、おう」

「そうか……そうだよな。所しよ詮せん、俺らのイメージだけじゃいずれ限界がくるし」

　口にしてみればそれは、これ以上はなく確かなことのように思えたのか、和田も丸山も顔を見合わせてうなずいている。しかし吉朗は、それがフォローとわかってもなお羞恥心を拭ぬぐい去さることができなかった。
















「そんなとき、こういう男が役に立つんだよ。居い眠ねむりで選ばれただけじゃないんだぜ」

「居眠りで選ばれただけだよ！　ってか元は晴生が勝手に──」

「とにかく、先生オススメのとこ行こうぜ」

「先生、道案内よろしくな」

「えーっとアナ──」

「カ・ナ・ルだよ！」

　怒ど鳴なりつけてから、はっと息を吞のむが、今さらどうにも取とり繕つくろえない。吉朗は腹を決めて一歩踏ふみ出した。その途と端たん、まるでモーゼの「紅海の奇跡」の如ごとく開かれた道に、三人が感かん嘆たんの声を上げるが、吉朗はひたすら前を向いて進んでいった。







　カナルに着いた一行は、吉朗の説明と寸すん分ぶん違たがわないメイドたちの姿にすっかり見とれていて、満足にメニューも見ていない。

（まあ、ここはおとなしめの制服だけど、ルックスのレベルが高いからな）

　吉朗は丸山たちの反応にうなずくが、その横で一人険けわしい表情をしている晴生のつぶやきを耳にして、目を見開いた。

「Ｂ70……Ｄ７、いや、Ｄ65……!?　マジで!?　あー安心のＡ70だ」

　同じ見とれるでも丸山や和田と違ちがって、晴生の視線はピンポイントだ。

（……こんなとこは写うつし身みに似てなくてもいいのに……）

　吉朗はお下さげ髪のメイド仲間を思い出し、ため息を吐いた。同性なら嫉しつ妬とで済むが、異性がそれをやると明あきらかにセクハラだ。しかも、あれほど正確に算さん出しゆつできる男はもてない。

「あのー、そろそろ注文とかしたいんだけど……」

　おずおずと吉朗が切り出すと、ようやく三人は我に返ってメニューに目を落とした。

「なんだよ、ケーキセットとかばっかじゃん」

「ここは喫きつ茶さ店てんなんだよ！　それより、ちゃんとメニューも見ろよ。こういうとこも参さん考こうにしなきゃいけないんだからさ」

「あ、そっか。そういや、保ほ健けん所じよの届けとかもあるから、食品の方も早めに打ち合わせしなきゃなんねぇんだっけ」

「そうそう。家庭科部の元部長もいるし、お菓か子し関係は任まかせちゃって平気だと思うけどな。とにかく月曜にはアイディア出さないと」

　ようやくここへ来た本来の目的を思い出した一行が、栄光祭の打ち合わせを始めるのを見て、吉朗はほっとした。ここまで来て、メイドを見た想おもい出だけを胸むねに帰られたら、たまったものじゃない。週明けに各担当たちに責せめられること請うけ合あいだ。

（それにしても……）

　以前は最低でも月イチペースで来ていた秋葉原だったが、随ずい分ぶんと久ひさしぶりだ。最後に来たのは春頃ごろだったから、半年以上来ていないことになる。

　その間に吉朗は、ここではないどこかでお屋や敷しき勤づとめのメイドになっていて、秋葉原のことなんて思い出しもしなかった。こちらに戻もどってきてからは、すぐ手の届くところにある幸せに夢中で、やはり秋葉原のことなんて思い出しもしなかった。

　ポイントカードを持っていたこともあるくらい通ったカナルも、半年も間が空あくと妙みように新しん鮮せんに見える。他店とは違って清せい楚そなたたずまいのメイドたちに顔がほころびかけた吉朗だったが、その裾すそ捌さばきに眉まゆをひそめた。

（なんか随ずい分ぶん大おお股またじゃないか？）

　土曜ということもあり、八割方席は埋うまっていて、メイドたちも忙せわしなく動き回っているのだが、急いでいるせいか、スカートを少しからげるようにして小走りにしているメイドが目につく。あの長さでは仕方ないとはいえ、『くつろぎの時間をあなたに』というカナルのコンセプトには合わない。

「吉朗、お前何にする？」

「え……？　あ、ああ、カナルの散さん歩ぽ道みち」

「そんなんあるか……？　あ、このクッキー付きのやつね。おっけー。じゃあ注文するぞ」

　晴生の声に応こたえて現あらわれたのは、小こ柄がらで可愛かわいらしいメイドだった。初めて見る顔だったので、おそらくこの半年の間に入ったのだろう。マニュアル通りに注文を取って厨ちゆう房ぼうへ向かうが、皆みなが間近で見るメイドにぽうっとなっている間も、吉朗はただ一人、その立たち居い振ふる舞まいに注目していた。

（……カナルってこんなにおおざっぱな店だったっけ……？）

　笑え顔がおだけは昔のままだが、注文を取るときの腰こしの落とし方とか、メニューの受け取り方だとか、何かが引っかかる。何が引っかかっているのかはよくわからないのだが、どうにも落ち着かないのだ。

「ああいう長いスカートも、ちょっとアリな気もしてきたな」

　スク水デーにこだわっていた丸山も、初めてのメイド喫茶に随分と馴な染じんできたようで、さっきまでのように欲よく望ぼう丸出しでメイドを見ることもなく、一応三割くらいは栄光祭のことを考えているらしい。

　暴走する二人をフォローする立場にある晴生も、二人が落ち着いたことで企き画かく担当として仕事を開始したらしく、手元のメモ帳ちようを皆の方に差し出した。

「一応、スケッチしといたけど」

「すげーな柏！　お前意外な才さい能のう持ってんだな！　感じ出てるよ。でもさ、この襟えりは開あけたほうがよくないか？」

「でも……ほら、この長さなら襟はこう立ってたほうが、ストイックな感じがして俺は好き」

「お前、女教きよう師しものとか好きそうだもんな」

「誰がだよ！　おい、吉朗はどう思う？」

「え？　何が？」

「お前も参加しろよ、打ち合わせ。スカート丈たけとか」

「長いと結構厳きびしいかも。ほら、見ろよ」

　吉朗に促うながされ、三人はメイドの一人の足あし下もとを見やるが、吉朗が言わんとしていることがわからずに首をひねる。反応の鈍にぶい三人に吉朗がもう一度「ほら！」というが、肩かたをすくめるばかりだ。

「何が？」

「何がって、あの裾捌きはまずいだろ。スカートたくし上げちゃってんだぜ？　だったら長くする意味ないし、いっそ膝ひざ上まで上げちまえって話だろ」

「は、はあ……」

「うちの女子じゃロングスカート慣なれてなさそうだから、踏ふんで転ぶだろうな。やっぱ、短い路線がオススメだ」

「……承しよう知ちしました……」

　晴生はスケッチしたカナルの制服の横に大きな×を書き入れ、吉朗のコメントを書き込んでいる。

　そして静まりかえってしまったテーブルに、先さき程ほどのメイドが裾を蹴け飛とばすようにしながら注文の品を持って戻ってきた。

（うわ……蹴ったよ、あからさまに蹴ったよ）

　しかしそんなところを見られているとも知らず、メイドはテーブルにカップや皿を並べていく。カップの向きとかカトラリー類の並べ方は、一応研けん修しゆうをしているのか吉朗も心の中で合格点を与あたえたが、紅茶を注つぐためにポットを傾かたむけたとき、一気に飛び出した紅茶がソーサーに飛沫しぶきを散らすのを見て、目を剝むいてしまった。

（そんな一気に注いだら香かおりも何もあったもんじゃねぇ！　しかもまだ全然時間足りてないから色薄うすいし！　八や千ち代よさんにぶっとばされんぞ）

　実際、自分だってまともに紅茶を淹いれられるわけではないのだが、それでも給仕の心得くらいは最低限身に付いている。ソーサーに飛び散るほどの勢いで注いだら、客にかかってしまうかもしれないし、取っ手にかかった雫しずくが客の指を濡ぬらすことだって考えられる。

　普ふ通つうなら取り替かえるところだろうが、メイドはまったく慌あわてた風もなく、当たり前のように注ぎ終えて、砂さ糖とう壺つぼを開けている。

「お砂糖は何なん杯ばいですか？」

　聞かれた和田が真っ赤になりながら「に、二杯！」と答えると、メイドは言われた通りに砂糖を入れて、ティースプーンを手に取った。

「混まぜさせていただいてよろしいですか？」

「は、はい！　お願いします！」

　和田の勢いも気にせず、メイドはじゃぶじゃぶと紅茶をかき混ぜ、雫を切りながらソーサーにスプーンを戻す。吉朗は喉まででかかったものを抑おさえるのに必死で黙だまりこくっていたが、他の三人は初めて間近に見るメイドのおもてなしに歓かん声せいを上げ、普ふ段だんはブラックコーヒー派の晴生まで、砂糖をオーダーしていた。

　ついに吉朗の番が来て、メイドは砂糖壺の木さじを手に吉朗に微笑ほほえみかける。

「お客様、お砂糖はな──」

「結構！」

「え……あの」

「いりません」

　強い口調で言ってのけると、メイドはしらけた様子で席から離はなれていってしまう。それを見やっていた和田が、憤ふん慨がいしたように言った。

「市川、あれはないだろう？」

「なぁ？　うちでもあれやろうぜ。お砂糖かき混ぜサービス。結構いいじゃん」

「どこが!?　正直あれはないぜ。全然客のこと考えてないだろ。あんな紅茶の淹れ方してたら、どこの華か族ぞくも雇やとわねぇって」

「家族？　そりゃ、一いつ般ぱん庶しよ民みんはメイドなんて」

「そうじゃなくてお華族様だよ、おか──」

　怪け訝げんそうな三人に気づいて、吉朗は口をつぐんだ。

「……いや、なんでもない」

「おいおい、この店勧すすめたの先生だろー？　ダメ出ししてどうすんだよ。ったく、筋すじ金がね入りのメイドマニアだな」

「違ちがうって！」

「はいはい」

　いなされて、むきになって言い返す気にもなれず、吉朗は紅茶に口を付ける。予想通り、味も香りもせず、とても紅茶とは言いい難がたい。こんなもの、絶対に麻琴には飲ませられない。

（あ……そっか……）

　カナルが変わったんじゃない。吉朗が変わったのだ。厳しくしつけられたわけではないけれど、あちらでの日々の暮くらしと、何よりお仕つかえするご主人様の存在が、吉朗に自然におもてなしの心を芽め生ばえさせた。

　それが、カナルのメイドたちに違い和わ感かんを覚えさせたのだろう。彼女たちはウェイトレスであって、本来の意味でのメイドではない。

（でも……やっぱ、まあちゃんには見せらんないよな）

　麻琴もまた、吉朗以上に華族に仕えるメイドたちの給仕をよく知っている。そんな麻琴の前で、衣い装しようとコンセプトありきのメイド喫きつ茶さなど見せる気にはなれない。

　メイド役の女子たちには、せめて最低限のマナーだけでも身につけてもらいたいものだが、吉朗にはそれを教えられるだけの自信がない。無む論ろん、他の企画担当者にそれを求めるのは無理というものだ。

（誰か……）

　誰かと言いながらも、吉朗の脳のう裏りにははっきりとしたヴィジョンがある。幸さいわい、明日その人物と会うことになっている。

（頼たのんで、みるか）

　メイド喫茶という言葉に惑まどわされ、味のない紅茶にも気づかない三人は、はっきり言って当てにできない。

　ベスグロよりも何よりも、当日来てくれることになっている麻琴のために、吉朗は人じん事じを尽つくす決意をした。







　　二







　大学の門をくぐるのはこれが初めてのことだった。学校とはいっても、中学と高校以上に高校と大学は違っている。

　しかもそれが日本の最高学府ともなれば、無む駄だに緊きん張ちようしてしまう。すれ違う人目に入る人すべてがとんでもない天才に見えて、呼よび込こみの声にもびくびくしてしまう。それが伝わってしまったのか、隣となりに立っている人物はくつくつと喉のどを鳴らした。

「そんなに緊張しなくても」

「そりゃしますよ！　俺おれは千ち広ひろさんみたく頭良くないし」

　すねたような返しに、館たて山やま千広はもう一度くつくつと笑う。

「頭は関係ないよ。第一、こんなとこで緊張しているようじゃ、受験を乗り切れないと思うけど？」

「ここは受けないから平気です。それより──」

　吉よし朗ろうが話を切り出そうとしたとき、後ろからとたた、と小さな足音が聞こえた。

「よーちゃん！　よーちゃんとこの学園祭の賞ってなんだっけ？」

「え？　あ、ああ、ベストグローリー賞？」

「そうだった！　ありがとう、よーちゃん」

　麻ま琴ことはにっこり笑って、すぐさま数歩後ろへ引き返し、そこにいる女性に何か説明をしている。相手の女性も楽しそうに相あいづちを打ち、話ははずんでいるように見えた。馨かおると名乗ったその女性は千広のサークルの先せん輩ぱいだとかで、そのまま一いつ緒しよについてきたのだ。校舎に入る手前まで、吉朗は麻琴と手を繫つなぎ、千広は馨の肩かたを抱だいていたのだが、馨と麻琴がひょんなことから話が盛り上がり、気がつけば男同士女同士に分かれて歩いていた。

「馨さんって、気さくでいい感じですね」

「ああ。麻琴様とも気が合ってるみたいだね。あっちでもそうだったけど」

「え!?　そうなんですか」

「顧こ問もん弁べん護ご士しの四よつ街かい道どう氏の息子むすこさんで、真琴様とも幼おさななじみ」

「ああ、四街道様……」

　あちらの世界にいるとき、佐さ倉くら家の顧問弁護士である四街道聡さとしとは何度か顔を合わせているし、お茶を出したこともある。息子が一人いるらしいというのは、真ま琴こととの会話から察さつせられていたが、その息子の写し身というのが、後ろにいる馨なのだろう。

「やっぱり、そういう縁えんってあるんですね」

　こちらではただの幼なじみだった吉朗と麻琴が、メイドとご主人様という関係で繫がっていたり、親友の晴生とはあちらでも親友だったりと、まるで違う世界のようでいて、人の絆きずなは奇き妙みように似通っていた。

「ああ。皮ひ肉にくにもね」

「皮肉……？」

「いや、なんでも。それより、さっき言いかけてたのって、何？」

「ああ、実は」

　吉朗はもう一度ちらりと後ろを見やる。麻琴は馨と話に花を咲さかせていて、こちらには気づいていない。話すなら、今がチャンスだ。

「これ、絶対にまあちゃんには内緒にしてほしいんですけど」

「いいね、ご主人様に内緒の話」

「千広さん！」

「はいはい。で？」

「今度の学園祭で、うちのクラス、メイド喫茶をやることになったんです」

　声を潜ひそめてそう言った途と端たん、千広の足がぴたりと止まった。

「……千広、さん？」

　訝いぶかしんで顔を覗のぞき込むと、千広はいつも通りあまり感情を見せない表情のまま、ただ停止している。何かあったんだろうかと周囲を見み渡わたした途端、隣で弾はじけたような笑い声がした。

「ち、千広さん!?」

　身体からだを半分に折って、声を上げて笑っている。あちらでもこちらでも、こんな風に笑う千広を見たことがない。

　あまりのことに呆ぼう然ぜんと見やっていた吉朗だったが、次し第だいに千広の表情が歪ゆがみ、手は胸の辺あたりに当てられ、笑うその隙すきに洩もれる息がひどく苦しげなのに気づいて顔色を変えた。

　二週間ほど前、千広はある石段から転がり落ちて、あばら骨ぼねにヒビが入ってしまった。固こ定ていすれば退院してもよいということで、何事もなかったようにこうして学園祭に顔を出しているが、そのあばら骨はまだ完全にはくっついていない。

「どうしたの、千広君？」

　急に笑い出した挙あげ句くに咳せき込んでいる千広を見て、後ろで笑い合っていた馨と麻琴も駆かけ寄ってくる。ヒビのことを話そうとした吉朗だったが、千広の目線に気がついて口をつぐむ。そこへ、更さらに後ろにいた千広の今一人の連れが、吉朗と千広の間に割り込んできた。

「どうしたんだ、千広！　何があった!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ、諒りよう悟ご君。笑いすぎてむせてるだけみたい」

　馨の説明に、諒悟は怪訝そうに眉まゆをひそめていたが、千広がひらひらと上下に手を振ふると、ほっとしたように息を吐ついた。

「なんだよ、おどかすなよ……」

「お前の勢いの方が驚おどろくよ。吉朗、大丈夫か？」

　諒悟にしてみれば、ただ千広の横にポジショニングしただけなのだろうが、見るからに体育会系の諒悟に小こ柄がらな吉朗が勝てるはずもなく、吉朗は見事に尻しり餅もちをついてしまった。千広の差し出す手を反はん射しや的てきに取ろうとした吉朗だったが、ヒビのことと、それ以上にこちらを睨にらむように見つめている諒悟の視し線せんに気がついて、自力で立ち上がった。

「だ、大丈夫です」

「……突つき飛とばしちゃって、悪かったね」

　笑いながら謝あやまってはいるが、その目が笑っていない。吉朗は、校門前でのやりとりを思い出し、引きつりながら笑って返した。

「ほら、諒悟君もそんな目で見ないの。吉朗君には麻琴ちゃんっていうこんな可愛かわいい彼女がいるんだから」

「お、俺は別に何も──」

　諒悟は顔を真っ赤にしてうつむいた。

（……本当にこの人、千広さんの恋こい人びとなのかな……）

　そんなことを諒悟がさりげなく口にしていたような気がするが、千広の方では諒悟についてはなにも説明してくれていない。馨とは仲がいいように見えても恋人同士ではなさそうだし、やはり複雑な関係故ゆえに、あえて言わないだけなのだろうか。

「吉朗、多分それ、違ちがうから」

「え!?」

「よーちゃん、私も違うと思う」

　考えがすっかり顔に出ていたのだろう、千広と麻琴、両方から小声で注意されてしまう。

「……すみません」

「いや、いいんだけど。それより──」

　言いかけて、千広は言葉を止めた。麻琴が見ている前で、さっきの話を蒸むし返かえすわけにはいかないと思ったのだろう。ほっとする吉朗に軽く口の端はしを上げて見せ、

「──吉朗がトイレに行きたいっていうから、ちょっと案内してくる」

　言葉をうまく切きり替かえた千広に感謝しつつ、吉朗は千広とともにその場を離はなれた。ちらりと後ろを気にしつつ、千広の後をついていく吉朗に、千広が小さく笑う。

「僕たちのことは誤ご解かいされてないから大丈夫」

「誤解って──やっぱり俺、千広さんとそんな風に!?」

「ちょっとした勘かん違ちがいだよ。それより、さっきの話の続き。何か頼たのみがあるんだろ？」

「あ、ああ、はい。実は──」

　そう切り出しただけで吹ふき出だした千広を睨みつけ、吉朗は続けた。

「さっきも言った通り、そういう事情で喫きつ茶さ店てんをやるんですけど」

「喫茶店、ね。よりにもよって」

「そのよりにもよってな喫茶店で、少しでもらしくみせるために、千広さんにスーパーバイザーになってもらえないかと思って」

「スーパーバイザー？」

　笑いをこらえていた千広が、ふと真顔になる。やっとまともに話を聞いてもらえるかと、吉朗は言葉を継ついだ。

「紅茶の淹いれ方とか、給きゆう仕じするときの振ふる舞まい方とか、そういう最低限のマナーみたいなものを、メイド役の子たちに教えてもらえないかなって」

「なるほど……それは吉朗には難むずかしいからね」

「…………」

　言い返したくても返す言葉がない。吉朗がなんとかあちらでメイドをこなせたのは、すべて目の前にいる千広の指し導どうのたまものなのだから。

「わかった。いつがいい？」

「え？……本当にいいんですか？」

「受験生よりは暇ひまだよ。今年は卒業しないつもりだから」

　その言葉に、吉朗ははっと息を吞のんだ。

　吉朗があちらの世界に行っていたのは、たったの二か月ほど。それでも、戻もどってきてからその二か月の空白を埋うめるのにそれなりに苦く労ろうした。

　しかし、千広は三年以上こちらを離れていたのだ。しかも、大学生ではなくメイドとして、その三年を過ごした。写し身がどれだけ完かん璧ぺきに館山千広の生活をこなしていたとしても、その記き憶おくがそのまま千広に受け継がれるわけではない。千広はその分を取り戻すために、大学に残る決心をしたのではないか。

　そんな吉朗の推すい理りはまた顔に出てしまっていたのか、千広は目を細めて吉朗の頭をぽん、と叩たたいた。

「いろいろやりたいこともあるから。たとえば──そう、来年の駒こま場ば祭さいでメイド喫茶とか」

　言いながら千広はまた笑いだし、すぐにむせてしまう。

「千広さん！　そんなにウケなくてもいいでしょう!?」

　笑いに変えてくれた千広に感謝しながら、吉朗も一いつ緒しよに笑う。

　あちらとこちらの人間関係は、奇妙に似通っている。

　大学生の千広と高校生の吉朗には、あちらの世界に行くまで何の接せつ点てんもなかった。その絆はいずれ何かしらの形で縁えんを結むすんでくれたのかもしれないが、石段を落ちることでそのいずれは早まった。あちらの生活は大変なことも──それこそ命に関かかわるようなことまであったけれど、千広と出会わせてくれたことには、素す直なおに感謝したい。

　千広もそんな風に思ってくれていたらいいけど、と思いながら、吉朗は千広の差し出した拳こぶしに軽く手を当てた。
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　吉朗推すい薦せんのメイド喫茶をはしごすることによって、吉朗以外の企き画かく担当者たちも、メイド喫茶というものに明確なヴィジョンを抱いだいてくれたようで、週明けの月曜には荒あら削けずりながら企画書が誕たん生じようしていた。

『第三回栄光祭への道』は明日のＬＨＲだが、それを前に企画班の四人と衣い装しよう班の代表である若わか葉ば緑みどり、食品班代表の稲いな毛げ玖く実み、それに内装担当の山やま田だ幸こう太たを交まじえて簡単な打ち合わせをすることとなった。

　他にもいくつか班はあったが、予算を分け合うのは主にこの三班となる。企画班にも譲ゆずれないことがあるから、会計に予算案を回す前に、各班の代表から了りよう解かいを取っておきたかったのである。

「いくらなんでもこれは偏かたよりすぎじゃねぇ？　内装その他が十パーって少なすぎだろ」

　内装班代表の山田の異い議ぎに、玖実もうなずく。

「喫茶だから、食品に割さくならわかるけど、食品が四十で衣装が五十って」

「いや、かかるって」

「でも、メイドは交代制だし、サイズのこと考えても最低六人分あれば足りるし、ギャルソンはエプロンつけるだけだよ。もう少し、内装に回した方がいいと思うけど」

「だよね。他にもポスターとかメニューとかオーダー票とか、内装以外にかかることって多いよ？　衣装なんてちょっとくらい手抜ぬいたって……」

　衣装班の代表である緑自みずから異いを唱となえるが、現物を見てきた企画班の男たちは譲らなかった。

「メイド喫茶でメイドに手を抜いてどうすんだよ。メイドに金かけてなんぼだろ？　内装に凝こったって机つくえや椅い子すはいつものこれなんだからさ、中ちゆう途と半はん端ぱに金使うよりいいじゃん」

「それはそうかもしれないけど……」

「ほら、柏かしわのこのスケッチ見てみなって。ちょっと凝ってみたくなるだろ？」

　丸まる山やまは、晴はる生きが描えがき上げたメイド服のデザイン画を差し出した。

　黒いワンピースはパフスリーブで、スカート丈たけは膝上、エプロンは控ひかえめなフリルを施ほどこした胸当てのあるタイプとなっている。胸むな元もとのリボンとヘッドドレスに付けるレースは派手すぎない赤で、モノトーンの制服の中の唯ゆい一いつの彩いろどりとなっていた。

「可愛かわいいー！　これ、柏君が描いたんだ？　すごいね！」

「この袖そでがいいよね。スカートもちょっとふくらませて」

「お……すげぇな、柏！　確かに、これなら金かけてもいいかも……」

　そのデザイン画に、女子のみならず、山田までもが歓かん声せいを上げた。その反応に、丸山と和わ田だがほくそ笑えむのに、吉朗は一昨日おとといのやりとりを思い返して内心でため息を吐ついた。

（そんなに甘あまくないって。まだ肝かん心じんなこと話してないだろうが）

　デザイン画には細こまかいことは描いていないが、スカートは膝上十五センチ、少し前まえ屈かがみになれば中が見えなくもない長さだ。いくら何でもそんなあからさまな長さに女子が賛さん成せいするわけもないと、吉朗は反対したのだが、制服のスカートとそんなに変わらないと押おし切られてしまった。制服のスカートはあのワンピースほどふくらんでいないから、あの長さでも許ゆるされるのだ。

　それにエプロンも有名なケーキ屋のそれを模もした、胸を強調するタイプになっている。フリルが控ひかえめなのもそのせいだ。

　そして何より問題なのは、三時間の激げき論ろんの果はてに決定した足回りだった。実じつ利りも考えた上で黒タイツを提案した吉朗を、丸山と和田、そして晴生までもが一いつ笑しように付ふした。「膝上十五センチにした意味がない」と。

「柏君、これってニーソックス？　膝上まであるみたいだけど」

「いや、ニーソックスじゃなくて黒のストッキング」

「でも、この長さじゃずり落ちちゃわない？」

　玖実のツッコミに、丸山がにやりと笑いながら答えた。

「ガーターベルトつければいいじゃん。そしたら落ちないよ」

「……ガーターベルト……？」

　一いつ瞬しゆん女子たちの眉み間けんに浮うかんだ皺しわを、吉朗は見み逃のがさなかった。しかし、それには気づかなかったのか、和田がすかさず畳たたみかける。

「これもレースにしたら絶対可愛いって。実際、こないだ行ったメイド喫きつ茶さで見てさ、メイドさんにも感想とか聞いたけど、いいって言ってたし」

　実際には、ガーターベルト着用のメイド喫茶には行っておらず、帰りに寄った書店でメイド写真集を見た丸山と和田と晴生が、ガーターベルトに異い様ようなまでに食くいついて、譲らなかったのだ。

　吉朗も、ガーターベルトはけして嫌きらいではない。ただ、それがどんなものか、身につける側の身になって考えると賛さん成せいはできない。

（……慣れないと気になるし、動きづらいんだよな、あれ……）

　それに、ガーターベルトと膝上十五センチの組み合わせが何を意味しているのか、誰だれにだってすぐわかる。そもそもがメイド喫茶に乗り気でなかった女子が、デザイン画をそのまま受け入れるとは思えなかった。

　しかし、緑と玖実はちらりと目を見み交かわしたものの、あの眉間の皺はすぐに消え、にっこり笑ってうなずいた。

「うん。いいと思う。このベルトもリボンのレースと同じ赤にしたら、引き立つかもね」

「ああ、ありかも。みんなも気に入るよ、絶対」

「そうだね、気に入るね、みんな」

　緑たちはくすくすと楽しげに笑った。

（……あれ？）

　最難関と思われていたガーターベルトがあっさりと受け入れられ、挙あげ句くに皆も気に入るというコメントまで飛び出し、吉朗は肩かたすかしを食らった気分になる。麻琴のことも考えて、なるべく女子が不ふ快かいにならないような衣装にとあんなに粘ねばったのに、案外女の子もメイド衣装への憧あこがれのようなものがあるのだろうか。

「な、言ったろ。大だい丈じよう夫ぶだって」

　拍ひよう子し抜けしている吉朗の脇わき腹ばらを、晴生がつつく。曖あい昧まいにうなずきながらも、吉朗はさっき一瞬二人が見せた眉間の皺が、気になっていた。

「じゃあ、やっぱり衣装に五割もらおうかな」

「これはかかりそうだね。食品の方は各人の持ち寄り分もあるし、もう少し内装に回せるかもしれないけど」

「そうしてくれると俺も助かる。まあ、なるべくケチってみるけどさ」

「じゃあ、それぞれ経けい費ひ算さん出しゆつして、会計班に回すってことで。あとは……なんかあったっけ？」

「吉朗、お前一昨日言ってたあれ、どうなった？」

　晴生に促うながされて、吉朗ははっと我に返った。

「そうだ。あの、俺の知り合いに紅茶の淹いれ方とかカップの出し方とかに詳くわしい人がいるんだけど、簡単な講こう習しゆう会かいみたいなのしたらどうかなって」

「講習会？」

「メイドってだけじゃ、他の喫茶と差さ別べつ化か図はかれないからさ。せっかくメイドの格かつ好こうしてるんだし、ちゃんとした紅茶淹れて給仕したら、好感度も上がると思うんだ」

　あちらへ行く以前の自分も含ふくめて、メイドというのはメイド服を着た少女の代名詞でしかないと思っている人間は多い。けれど、それを職業として仕事に誇ほこりを持っているメイドたちの存在を知ってしまった今、そのイメージを助じよ長ちようさせるだけのメイド喫茶で終わらせたくはない。

　吉朗の提案に、やっぱり顔を見合わせていた女子二人だったが、納なつ得とくしたようにうなずく。

「それって、女子だけじゃないでしょ？」

「え？」

「だって、男子もギャルソンで立ってもらうんだしさ、せっかくだからみんなで教えてもらおうよ」

「えー！」

「女子だけにやらせる気？　お客さんは男の子だけじゃないんだよ」

　緑の言葉に、面めん倒どうくさそうな表情をしていた丸山と和田が、にやり笑いを取り戻もどす。

「それもそっか……よし。じゃあ、その講習会っての、やろうぜ」

　あまりに現金な様子に玖実が呆あきれたように肩をすくめるが、とにかく講習会が形になってくれただけで吉朗にはありがたい。

　千広の指導が入れば、麻琴も納得してくれるようなメイドぶりを見せられるだろう。そして、エロ重視のメイド喫茶に終わらせなかった吉朗の手しゆ腕わんに、惜おしみない称しよう賛さんの拍はく手しゆを贈おくってくれるに違ちがいない。

　栄光祭で過ごす二人きりの時間を夢みて、吉朗は顔を緩ゆるませた。
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　割わりと校則の緩ゆるい北きた見み栄さかえ高校でも、外部の人間を招き入れるのは簡かん単たんではない。しかし今回に限っては、学生証一枚で片かたが付いてしまった。

「……印いん籠ろうなみですね、それ」

「これで大学図書館以外にも入れるんだって、今日わかったよ」

　パスケースをしまいながら、千広はくつくつと喉のどを鳴ならした。さっきの学年主任の顔を思い出しているのだろう。担任の許可を取ってあるといくら吉朗が言っても聞いてくれなかった、あの意地の悪い学年主任が、千広の学生証を見た途と端たん、口をぱっかりと開けていた。教きよう師しというのはどこまでいっても、偏へん差さ値ちには弱いのだ。

「こんな遠くまで、わざわざすみませんでした」

「遠いっていっても、今日は車だからね」

「あ……あの人、本当に外に置いてきて良かったんですか？」

「あの駐ちゆう車しや場じようじゃ車どかす必要もあるだろうから、運うん転てん手しゆはいるだろ？　それに、少し車で仮か眠みん取ってくれたほうが、帰りも安心だから」

「はぁ……」

　吉朗は、来らい賓ひん用よう駐車場で千広をすがるように見つめていた諒悟の姿を思い返し、あいまいにうなずいた。

　そもそも、電車で来る千広を吉朗が駅まで迎むかえに行くことになっていたのだが、今日になって学校まで車で行くことになったと連れん絡らくが入った。正門に迎えに出てみれば、運転しているのはあの諒悟だった。

　いまだにその関係は明らかにされていないが、恋こい人びと同士でないにしても、何かあるのは確かだろう。

「いろいろね、あったんだと思う」

「え……？」

「ついこの間まで、ここにいたのは僕ぼくではないから」

「あ……」

　千広の人間関係は、千広だけが作ってきたのではない。あの諒悟との関係が何やら複雑になってしまった背はい景けいには、写うつし身みが関かかわっているのかもしれない。写し身の魂たましいは、女の子なのだ。

「それで、今日の講習会は何人くらい？」

「全員じゃないんですけど、男女取り混まぜて二十人くらいです。道具は家庭科部のを借りてあります」

「吉朗がチェックしたんだ？」

「……メイド頭に叱しかられないよう、ちゃんとチェックしましたよ」

「よろしい」

　家庭科室へ近づくと、中からざわめきが聞こえてくる。吉朗はただ大学生とだけ話したのだが、晴生の口から大学名がばれてしまい、参加人数が一・五倍になってしまったのだ。

　しかし、もし写真が事前に出回っていたら、女子は全員出席していたかもしれない。扉とびらを開けた瞬しゆん間かんの女子たちの反応を見て、吉朗は思った。

（そういや、千広さんって結構美形だったんだよな……）

　初めて出会った場所が場所だっただけに考えもしなかったが、あの日千広から受けた下した着ぎ講こう座ざのことを鑑かんがみても、千広が女性の扱あつかいに慣なれていることは確かだ。その上あの肩かた書がきがあれば、寄ってくる女性は引きも切らないだろう。

　頰ほおを染そめる女子たちをものともせず、千広は吉朗の用意してくれた道具類を確かく認にんしながら、さりげなく自じ己こ紹しよう介かいまで済すませている。それ以上の追つい及きゆうを拒こばむように湯を沸わかしはじめた千広を、女子はうっとりと眺ながめていた。

「吉朗、随ずい分ぶんな人連れてきてくれちゃったな」

　低く背はい後ごから迫せまってくるのは丸山を筆ひつ頭とうとする男子たちだった。

「俺らが求めてたのは紅茶の淹いれ方教えてくれる人で、女子のハートの摑つかみ方見せてくれる人じゃないんだけど」

「いや、別にそういうつもりじゃ」

「どんなダサ男が来るのかと思ってたら、ひでぇよな」

「お前の方がひどいだろ！　せっかく来てくれたんだから、ちゃんと習えよな、お前らも」

「へいへい」

　すっかりやる気を失った男子たちも、だらだらとエプロンを付け始める。それを見やってため息を吐ついた吉朗の肩を、晴生が慰なぐさめるようにぽんぽんと叩たたいた。

「気にするなって。あれじゃ勝ち負け以前に同じ土ど俵ひように立ててないから」

「そういうの、考える人じゃないしね」

「だよな。普ふ段だんお前から聞いてる千広さん像ぞうって。あとで紹しよう介かいしてくれよな」
















　晴生もエプロンを付けながら、女子たちの輪の中に入っていく。それに気づいた千広は一瞬目を見開き、吉朗にちらりと視線を寄よ越こす。小さくうなずいて返すと、千広も微かすかにうなずいた。眼鏡めがねやお下げがなくても、晴生とその写し身はよく似ている。

「お湯は必ず沸ふつ騰とうさせる。茶葉と時間は必ず計はかる。使う前にカップとポットは温あたためる。この三つで、お茶の香かおりと味は変わる」

　千広が話し始めると、女子だけでなく反発していたはずの男子までもが黙だまって耳を傾かたむける。あの声に人に聞かせる力があるのか、こんなところはあの頃ころと変わっていない。

　一通り説明した後、千広は吉朗に目を当てた。

「それじゃあ、今までのところを彼にやってもらおう」

「えっ!?」

　思いも掛かけないご指名に、吉朗は泡あわを食くう。そもそも吉郎は、企き画かく班として立ち会っているだけで、講習を受けに来たわけではない。それは千広もわかっているはずなのに、その口の端はしに浮うかぶ笑えみを、吉朗はぎりりと睨にらみつけた。

「随ずい分ぶんと熱心に聞いていてくれたみたいだから」

　上の空だった吉朗にちゃんと気づいていたらしい。吉朗は必死に千広の話の断だん片ぺんを思い返しながらやかんに手を伸のばそうとするが、その手を千広が止めた。

「ほら、ちゃんとエプロンしないと」

　自分のつけていたギャルソンタイプのエプロンを外はずし、背後から手を回して吉朗の腰こしにつける。それを見ていた女子たちがきゃあと小さく歓かん声せいを上げながら、あとでやってもらおうとでも思ったのか、自分のエプロンを外しにかかった。

　その瞬間、男子の群から上がった殺気は、何な故ぜか吉朗に集中する。

（くそ……なんで俺ばっかこんな目に……！）

　千広の手から慌あわててエプロンの紐ひもを受け取った吉朗は、自分でそれを縛しばり、やかんに手を伸ばした。

　メイド生活でもお茶の類たぐいはほとんど料理人任せだった吉朗は、お茶を淹れるまでに何度もダメ出しを受けてしまう。皮肉なことに、そのおかげで講習は妙みように盛もり上あがり、ダメ出しの分生徒たちにも正しいやり方が身に付く。

　後半の給仕のパートは自信があるのに、ダメ出しのイメージが既すでに定着してしまったのか、吉朗のすばらしい給仕ぶりに感かん嘆たんの声が上がることはなかった。

（……今ならちょっと、さっきの丸山たちの気持ちがわかるかも、俺……）

　女子に呼ばれて個別指導中の千広を見やり、思わず毒どくづいた吉朗だったが、その気持ちは直後のノックの音に紛まぎれてすぐに消えてしまった。

「はい？」

　吉朗が出ると、そこには駐車場にいるはずの諒悟が立っている。

「あの……？」

「実はその……千広に用が」

「ああ……はい」

　さっきあんな話を聞いてしまった後だから、むげには断りにくい。吉朗が千広を呼びに行くと、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめながらも、千広は入り口のところへ駆かけていった。

「ねえ、市いち川かわ君。あの人誰？」

　女子の中でも一番千広にまとわりついていた美み浜はまが、ちらちらと二人を気にしながら問いかけてくる。

「千広さんの……えーっと、そう、同級生。ここまで車で送ってくれたんだけど」

「えー！　じゃあ一いつ緒しよに中に入ってくればよかったのに」

「あー、ほら、来賓用駐車場って狭せまいからさ、車の出し入れとか──」

　吉朗も二人を気にしつつ、興きよう味み津しん々しんの女子たちに説明をしていると、不意に顔色を変えた諒悟が吉朗を睨みつけた。

「俺よりあいつが大事ってことか!?」

　響ひびいた諒悟の声に、一瞬家庭科室が静まりかえった。

（マジかよ……！）

　よりにもよった台詞せりふに、吉朗もどうフォローすればいいのか見当もつかない。千広は吉朗を振ふり返って目配せし、そのまま家庭科室を出て行くが、残された三─Ｅの生徒たちは収おさまらなかった。

「ちょっと今のって……」

「……千広さんの彼かれ氏し、ってこと……？」

「しかも、市川君と三角関係……」

　さっきまで頰を染めて千広を見やっていた女子たちは、別の熱に浮うかされたように吉朗を見ている。

「そういえば、さっきのエプロンだって……ねぇ？」

「だよね？」

　一瞬でダメ出し以上のダメージに冒おかされてしまった吉朗は、救いを求めて晴生を捜さがすが、男子は男子で複雑な表情で吉朗を見つめている。

「いや、違ちがうから俺。っていうか千広さんもそういうんじゃないから！」

　しかし吉朗の叫さけびは空むなしく響くのみだ。

　そこへ戻もどってきた千広も、家庭科室の室温が変わったことには気づいたようだったが、何事もなかったようにポットを手に取った。

「どこまでやったかな？」

「あ、先生。今度は俺らにも教えて下さいよ！　女子ばっかじゃなくて」

「そうですよ。俺たちもギャルソンするんだし」

　うってかわったように明るくなった男子たちが、千広を手招きする。さっきまでまごうことなき敵てきだった千広は、一瞬で敵に値しない存在になったのだ。

（なんか俺、栄光祭のためにいろんな何かを失っていく気がする……）

　いまだ遠巻きにこちらを見ている女子の視線を感じながら、吉朗はそっと目を閉じた。







　　三







　一か月という時間は準備には十分だと思っていたのに、一週間前になると一日が十二時間しかないかのような錯さつ覚かくに陥おちいるほど、時間が足りなくなってくる。授業の真っ最中でも机の下でビラを折っていたり、教科書の陰かげでポスターの色いろ塗ぬりをしていたり、制服に見せかけて膝ひざの上に重ねた衣い装しようの裾すそをまつっていたりと、生徒たちも徐じよ々じよに大だい胆たんな行動に出るようになる。

　教師側でもそれがわかっているから厳きびしく注意するようなこともなく、人によってはまるまる一時間、準備に与あたえてくれる者もいたりする。それでも夜の戸と締じまりぎりぎりまで学校に残って作業して、家に持ち帰って更さらに作業して、半数の者が徹てつ夜やで当日を迎むかえるのが、栄光祭だった。

　企画班なら忙いそがしいのは最初だけだろうと思っていた吉よし朗ろうも、手の足りない内装班に呼び出され、食品班に菓か子し作りを手伝わされ、衣装班にストッキングの買い出しに行かされと、結局は雑用係として重ちよう宝ほうされてしまった。

　徹夜で仕上げたメニューを手に学校に向かうと、同じように目の下にクマをつくった生徒たちが派手に飾かざり付けられた正せい門もんをくぐっている。アーチの上の『栄光祭』の三文字を見ると、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの生徒たちの背もしゃっきりと伸のび、それを見ていた吉朗も小さく気合いを入れ直した。

　栄光祭は土日の二日間、平日がないので二日とも外部に開放されている。最終準備も兼かねた最初の一時間は学外の人間が入ることはできないが、開放時刻である十時になれば、この正門の下に麻ま琴ことがやってくることになっていた。

　千ち広ひろに来てもらった講習会以降、二度にわたり欠席者向けの講習会を自主的に行ったが、それなりの給仕は皆みな、できるようになった。あれなら麻琴もアキバ系色物な出し物だと思わず、吉朗の企き画かく力りよくを褒ほめてくれるに違いない。

　ただ一つ心配なのは、女子たちが身にまとうメイド服だ。制作が遅おくれに遅れ、今日までかかってしまったので、男子が楽しみにしていたお披ひ露ろ目め会も中止になってしまった。家庭科部員が何人かいるので仕上がりは心配していないが、なにぶん、ドリーム要素の強いデザインだっただけに、不安は残る。

　しかし、それさえクリアできれば、流は行やりというだけでないメイド喫きつ茶さに麻琴も満足してくれるだろうし、ベスグロだって狙ねらえるだろう。

『よーちゃんとこの学園祭の賞ってなんだっけ？』

　そんな麻琴の声が耳に甦よみがえってくる。

　二人で千広の学校を訪ねたあの日以来、吉朗が栄光祭の準備に土日を取られてしまったため、まともなデートをしていない。一か月ぶりに、麻琴とゆっくり過ごせるのだ。

　どこから回ろうかとにやにやしながら三─Ｅ教室に向かった吉朗は、教室内が妙みようにざわついているのに気がついた。

「おはよー」

「おはよーじゃないって、吉朗！　大変なことになった」

　のんきに飛び込んでいった吉朗の首根っこをひっつかんで隅すみに引き寄せたのは、晴はる生きだった。いつも明るい晴生の表情が激はげしく曇くもっている。

「な、なんだよ。あ！　まさか衣装が間に合わなかったとか」

「違う。間に合ったから問題なんだ」

「……………………は？」

　教室内は昨日の帰り際ぎわ、メイド喫茶仕様に模も様よう替がえされ、妙にファンシーな空間に変へん貌ぼうしている。しかしそのファンシーさにそぐわぬ緊きん張ちよう状態が、教きよう壇だんの前に生まれていた。

　一番大きなテーブルを挟はさみ、男子と女子が左右に分かれて睨にらみ合っている。右側に立つ女子の中の数人は制服を着ていなかったが、メイド服でもない。ワイシャツと黒いパンツに黒いエプロンを合わせたギャルソンスタイルだ。あれは男子の衣装のはずなのに、何な故ぜそんなものを着ているのだろうと、吉朗は首をひねった。

「どういうことだよ、若わか葉ばさん！」

「どうもこうも、言われた通りのメイド服をご用意したまでよ。ほら、柏かしわ君のデザインそっくりでしょ？」

「そっくりでもでかすぎんだろ！」

「だって、Ｓじゃ男子は着れないじゃない。市いち川かわ君とか柏君ならＭでも行けるけど、丸まる山やま君たちはＬはないと」

　丸山がぶら下げているのは、晴生の描えがいた通りの黒いパフスリーブワンピースだった。しかし、緑の説明する通り、女子が着るにしては随ずい分ぶんとサイズが大きい。

「……晴生。今、若葉さん『男子が』って言った？」

「それでもめてんだよ。あそこにある六人分のメイド服、全部男仕様」

「えっ!?」

「それで今までできてないって隠かくしてたらしいよ。言えば作り直しさせられるからな。考えたよ、若葉さんたちも」

　吉朗の脳のう裏りに、初めてデザイン画を見せたときの緑みどりと玖く実みの顔がよぎる。あのとき浮うかんだ眉み間けんの皺しわは、やはり見み間ま違ちがいではなかった。男が喜ぶという観かん点てんでしか作られていなかったデザインに対し、緑たちはちゃんとしっぺ返しを考えていたのだ。

『みんなも気に入るよ、絶対』

　そんな風に笑い合っていた緑と玖実。注文通りの仕上がりを男子は気に入るだろうし、それを身にまとうのが誰だれかを知れば、女子も溜りゆう飲いんが下がる。

「全員ギャルソンで出るしかねえぞ、これ」

「メイド喫茶なのに？　看かん板ばんだってポスターだって、メイド喫茶って入ってるけど？」

「それは……」

　メイドを期待してやってきた客は騙だまされたと思うだろうし、それが広まれば客が来なくなることだって考えられる。ベスグロ賞を狙うどころか、喫茶に対して設もうけられている売上げのハンデ──すなわち生徒会へのキャッシュバックだって、客が来なければ自じ腹ばらを切らねばならなくなる。

　そして北高生にとって、更に恐おそろしい事じ態たいだって考えられるのだ。

「大体、こんな衣装着られるわけないじゃない。何考えてるか丸わかり。そんなに好きなら自分で着なさいよ」

　玖実の言葉に、ギャルソン姿の女子たちがエプロンをひらひらさせる。

「ギャルソンは私たちが勤つとめるわ。その代わり、メイドはそっちに任せるから」

「じゃあ、着き替がえの邪じや魔まになるし、私たちは家庭科室行って準じゆん備び始めるね」

　してやったりの笑えみを見せて、女子たちは教室を出て行ってしまう。

　残されたのは白いテーブルクロスの上の六着のメイド服と、むくつけき男たちだ。

「くそっ……」

「どうするよ……これ」

「どうするも何も、メイド用意しないわけにいかないだろ」

「お前着られるのかよ！　ありえねぇだろ」

「ありえなくても、ワーストの看板もらうよりよくねぇか？」

　ワーストの一言に、騒さわいでいた男子たちの頭がクールダウンした。

　栄光祭のベストグローリー賞には、それに呼こ応おうする対照的な賞がもう一つ存在した。それが、ワーストことワーストグローリー賞だ。

　これをもらったクラスは年度末までの四か月間、クラスプレートの代わりにワーストグローリーと書かれた真っ黒な札ふだを貼はられることになる。

　一、二年なら四か月の我が慢まんで済すむ。しかし、吉朗たち三年生はまた事情が違った。三年でワーストを取ると、卒業アルバムのクラス写真のコーナーの背景がワースト色、つまり真っ黒に塗ぬられてしまうのだ。

「何で誰も気づかなかったんだよ！」

「そう……あ！　市川、お前ストッキング買いに行かされてたよな。サイズは!?」

「え？　あ、引き取りに行っただけだから、そこまでは──」

　慌あわててメイド服の脇わきに置かれていた袋ふくろからストッキングを引っ張り出してみると、見事なまでにＳがない。

「気づけよ！」

「無理言うなよ！　大体、俺はデザインの段階で言っただろ、あれじゃ女子の反感買うって」

「だって男の夢だろ！」

「じゃあ着ろよ！」

　吉朗の返しに、和わ田だは黙だまり込んでしまった。その沈ちん黙もくに、実行委員の岬みさきが割って入る。

「まあまあ、ここで言い争ってても仕方ないだろ。とにかく、時間はないし、女子はコレを着られない。俺らにできるのはこれを着るか、あきらめてワーストの汚お名めいを着るかだ」

「うまいこと言ってる場合じゃねぇぞ、岬！」

「うまいことじゃなくてさ、現実の話。でも、俺らのせいで黒くろ縁ぶち写真にされたら、十年先の同窓会まで、女子は根に持つだろうねぇ」

　岬はそう言って、メイド服を一着取り上げた。

「実行委員としても汚名着るよりはこっち選ぶよ。もう時間もないしね。で、みんなはどうする？」

　岬の問いかけに、男子の半数があきらめたように肩かたを落とした。中には岬のようにメイド服を取り上げ、ためつすがめつしている者もいる。

（どうしよう……）

　企画班の一員としては、ここは責任を取らざるを得ない。けれど、あと一時間もすれば麻琴が来てしまう。麻琴の前でこの服を着るのは論外だし、麻琴の前にメイド服を着た男たちを出すのも論外だ。

　心を決めかねて黙りこくっていると、同じように黙ったまま立ちつくしていた男子たちの中から飛び出した一人が、突とつ如じよ机の上に手を突ついて頭を下げた。

「き、着ないとは言わない。でも、今日は彼女来るんだよ！　その分、明日倍着るから、今日だけは勘かん弁べんしてくれ！」

「へぇ、野の田だの彼女って学外なんだ。俺の彼女、隣となりのクラスなんだけど」

　野田を見る岬の目は笑っていなかった。他にメイド服を手にしていた男たちも、岬に似た笑みを浮うかべている。

（……なんかまずい流れになってないか……？）

　はらはらと流れを見守っていた吉朗は、すぐ隣に立っている晴生と目が合った。晴生はただ、野田と状じよう況きようのよく似た吉朗を気にして目をやっただけなのだろうが、その視線を、目ざとい岬は見み逃のがさなかった。

「どうせみんな一度は着なきゃならないんだから、トップバッターはこの際、フルーツバスケットで決めようか」

「……フルーツバスケット？」

「彼女いない人ー！　いるけど学内の人ー！」

　男子はその声に応こたえて、岬の側に寄っていく。それを遠巻きに眺ながめるかのごとく取り残された男たちは六人、共通するのは学外に彼女がいる男子だった。

「あ、ちょうど六人か。良かったね」

　はい、と言って岬は、一番近くにいた野田にメイド服を手て渡わたした。そして吉朗の手にも、いつの間にかメイド服一式が載のせられている。

「今日彼女来ない人は優先的に当番交代できるけど、どうする？　もし来たらその時点で生着替えしてもらうことになるけどな」

　噓うそも封ふうじられ、彼女がいることで彼女のいない男子を敵に回してしまった今、吉朗たち学外彼女持ちにできるのはただ一つ。

（……まあちゃん）

　女装する彼氏という汚名を、彼女に着せることだけだった。







　赤いレースに縁ふち取どられたガーターベルトを見つめながら、吉朗は大きなため息を吐ついた。

（こんなもの、もう二度と身につけることはないと思ってたのに……）

　しかもご丁てい寧ねいに、Ｌサイズのアンダースコートまで用意されている。吉朗は腹を決め、アンダースコートの中にトランクスを収めると、その内側にガーターベルトを通した。

「吉朗、お前何やってんだよ。パンツの中にそのレースの隠かくしたら怒おこられんじゃねぇか」

「え？」

　声をかけてきた野田を見れば、アンダースコートの上にガーターベルトが載っている。同じように短いスカートを景けい気きよくまくり上げている残りの四人も、当たり前のようにガーターベルトを載せていた。

「これはこういう風に下に通すもんなんだよ。じゃねぇと、トイレ行くとき困るだろ」

　吉朗の言葉にそのままアンダースコートを脱ぬごうとした男子が、おお、と声を上げる。

「ほんとだ、脱げねぇ！」

「だから、こうやって下に通して、それでストッキングを留とめんだよ──そうそう。ほら、ちゃんとパニエも広げて！」

「パニエって？」

「スカート広げてるこれ！　あーもうリボン曲がってるぞ、野田」

　吉朗が胸のリボンを結び、ヘッドドレスを整えてやると、野田は怪け訝げんそうな顔で吉朗を見やっている。

「なに？」

「……お前、何でそんな詳くわしいの？」

　野田の言葉に、吉朗はしまったと唇くちびるを嚙かんだ。メイド喫きつ茶さのときも同じ失敗をしてしまったが、あれはまだ男として言い抜ぬけられる状況だった。ガーターベルトもうまくすれば、彼女持ちだからで説明できなくもないだろう。

　しかし、そのガーターベルトの後ろ側を振ふり向きもせずにストッキングに留めたり、鏡かがみも見ずにヘッドドレスをピンで留とめたりするのは、けして彼女持ちだからでは説明できることではない。

　初めてじゃないだろうという空気が残り五人の中に広がっていくのを感じ、吉朗は天を仰あおいだ。吉朗は大切な何かを、また一つ失ったのだ。

　そのとき、外からノックの音が響ひびく。即そく座ざに湧わいた歓かん声せいから、女子の集団だと知れる。六人は毛を刈かられた羊のごとく身を寄せ合って、観念したように「はい」と答えた。

「着き心ごこ地ちは──うわっ！」

　悲鳴のような声を上げたのは緑で、メイド服姿の男たちをまじまじと見やっている。その後に続いて入ってきた女子たちも、きゃあきゃあと歓声を上げながら、まず見ることのない同級生男子の女装姿に目を丸くしていた。

「髪かみが短いのが難なんだけど……思ったよりは可愛かわいいね」

「嬉うれしくねぇよ！」

　野田が言い返すと、余計に女子は湧わき立った。

「本当、市川君とか普ふ通つうにいそうだよねぇ！」

　よく似た顔の女の子がこれに似た衣い装しようを身につけて働いているのだから、その感想は正しい。吉朗はそんなことを思いながら、がっくりと肩かたを落とす。

「ちょっとお辞じ儀ぎしてみてよ、パンツ見えるかどうか」

「お前らセクハラだぞ、それ」

「そんなセクハラ衣装着せようとした男子はどうなのよ」

「それより、三十分も開店遅おくらせたんだから、きりきり働いてよね」

「え!?　マジでもうそんな時間……!?」

　女装にしおれうなだれていた男子たちも、慌あわてて厨ちゆう房ぼう用に衝つい立たてで区切った奥おくへと駆かけ込こんでいく。既すでに学内の生徒たちは催もよおし物ものを開始し、他の出し物を見に校内をうろつき始めている。喫茶というだけでなく、メイド喫茶という冠かんむりから下げ馬ば評ひようの高い三─Ｅに客が殺さつ到とうするのは目に見えていた。

　しかし、男子の姑こ息そくな考えを、女子が許すはずもない。すぐさま客を招き入れると、颯さつ爽そうとしたギャルソン姿でどんどん注文を取っていく。

　事前の打ち合わせでは、オーダーはギャルソン、席まで運んでいくのはメイドの役目となっている。これも丸山の「メイドさんによる砂糖かき混まぜサービスを売りに！」という、今となっては余計な一言のおかげで、固こ定ていとなってしまった。

　意い図としていた性別は逆だけれど、役割から言えば、トレイを持って出て行かざるを得ない。注文の品の載ったトレイを差し出され、六人の羊たちはついに観念して衝立から飛び出していった。

（俺は吉よし香か、吉朗じゃなくて吉香、吉香だからメイド服でも変じゃない、変じゃないんだ！）

　吉朗が必死にかけ続けた自じ己こ暗あん示じは、よく知っている同級生や意地の悪い学年主任を目にした瞬しゆん間かん、もろくも消え去った。教室中にわき起こる拍はく手しゆと歓声に、涙なみだを堪こらえながら吉朗はにっこりと微笑ほほえんだ。
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　メイド喫茶という言葉に夢を抱いだいた男たちは、その教室で思いもかけないものを目にすることになる。粒つぶぞろいと評判の三─Ｅの女子が身につけているのは、白いシャツに黒いパンツのギャルソンスタイルで、メイド服ではない。

　それも案外悪くないなと思いつつも、怪訝な表情で注文を済ませた客の前に、待ちに待ったメイドが現れるのは、オーダーの品が揃そろったそのときだった。丈たけの短いメイド服とフリルのエプロンの下から、レースのパンツとガーターベルトがちらりと覗のぞき、男心を刺し激げきするが、残念ながらその中身は、元運動部の比率が非常に高い三─Ｅの男子たちだった。

　ただの女装メイドならば、出オチの色物として脚きやつ光こうを浴びることはなかっただろう。しかし、どこか一本突つき抜けたようなメイドたちは、実に丁てい寧ねいに給仕をやってのける。紙皿紙コップに小こ袋ぶくろ菓が子しを載せ、ペットボトルのお茶を注ついだだけの一年生の喫茶や、和風喫茶と言うだけあって食べ物には凝こっているけれど、峠とうげの茶ちや屋やなみに勢いきおいよく皿を置いていく二年生の喫茶とはひと味もふた味も違ちがう。

　一度その喫茶に足を踏ふみ入れた生徒が口コミで客を呼び、更さらには外部の人間を連れて再さい訪ほうし、朝の騒そう動どうが噓うそのように、三─Ｅのメイド喫茶は繁はん盛じようしていた。

「外まですごい行列できてるぞ」

「さっき、若葉さんが整理券作って配くばったって」

「マジで!?　そんなに来てんだ」

　休む間もなく厨房とフロアとを行き来していた女装メイドたちからは羞しゆう恥ち心しんの陰かげが消え、秋葉原のメイドアイドルにも負けない笑え顔がおを振りまけるほどになっている。それを人は自や棄けと呼ぶが、今はただ先のことなど考えず、ただひたすらにベスグロだけを目指して働くのみだ。

　しかし彼らが羞恥心と一いつ緒しよに大事な約束まで忘れ去っていたことに気づくのは、それからたった三十秒後のことだった。

　自分がまさかそのきっかけとなるとは思わずに、吉朗は新たなオーダーの載ったトレイを玖実から受け取っていた。

「何番テーブル？」

「五番。市川君ご指名だから」

「ったく、誰だよもう」

　既に今いる六人のメイドたちの素す性じようは学内の人間には知れ渡わたっていて、酔すい狂きようにもわざわざ指名してくるやつがいるのだ。

　それでもベスグロのため、吉朗は笑顔に切り替かえ、背せ筋すじを伸のばして衝立の陰かげから飛び出した。窓まど際ぎわにある五番テーブルには、女子が一人で座すわっている。こちらからだと後ろ姿しか見えないので、誰だろうと首をひねりながら、吉朗はテーブル脇わきで一礼し、顔を上げた。

「お待たせいた────ま、まあちゃん!?」

　ここにいるはずのない恋こい人びとの姿に、吉朗は取り落としそうになったトレイを必死に支えた。そんな慌あわてふためく吉朗とは対照的に、麻琴は落ち着いた様子で吉朗を見やってにっこりと笑う。

「あ、よーちゃんだ。良かった、やっぱりここで合ってたんだ」

「ここって、え!?　なんで!?　だってまだ学内──」

　慌てて壁かべの時計を見やれば、学外に開放されてから既に三十分が過ぎている。さっきまで学内の生徒しかいなかったから、そんなに時間が経たっているとは思ってもみなかったのだ。行列ができているというから、学外の人間が入れなかっただけなのだろう。

　うまくすれば次の当番にバトンタッチして、麻琴にはこの姿を見られずに済むのではないかと思っていたのに、その夢は露つゆと消え去った。

「よーちゃんが遅おくれるのって珍めずらしいから、忙いそがしいのかなって」

「あ、うん、それはそうなんだけど……まあちゃん、なんで驚おどろかないの？」

　さっきからまったく動じた風のない麻琴に、おそるおそる尋たずねると、麻琴は小さく吹ふき出して、吉朗をちょいちょいと手招いた。そして寄せた耳元に、ささやきかける。

「今更、よーちゃんのメイド姿に驚かないよ」

　それはあくまで吉香の姿であって、吉朗の女装ではないのだが、いつもどの姿でも吉朗という人間を見てくれた麻琴には、あまり意味のない区別だったのかもしれない。

「それよりお茶、もらってもいい？　喉のど渇かわいちゃって」

　さりげなく示された指が、かつてお屋や敷しきで見ていた主人の姿に重なって、吉朗は反射的にトレイからカップやポットを下ろして麻琴の前に音もなく並べていく。運ぶ前に十分蒸むらした紅茶は既すでに飲み頃ごろになっているから、カップにそっと注いで、麻琴のために角砂糖を一つ落とし、ピッチャーからミルクを注いだ。

　それを黙だまって見つめていた麻琴は、自らスプーンを手にとって紅茶をゆるくかきまぜ、香かおりを楽しんでから一口飲み込んだ。

「おいしい……。上手になったね、よーちゃん」

「まあちゃん……」
















　一度だけ手ずから淹いれたあの渋しぶい紅茶のことを、麻琴はよく覚えていて、こんな風に紅茶を飲むときに、あれが如い何かに酷ひどい代しろ物ものだったかを話した。それでも、麻琴にとっては大事な想おもい出なのだと、いつもそう締しめくくっていた。

　あちらの世界で二人が再会したあの日のことを思い出して、吉朗も自然に笑みが深くなる。おいしそうにカップを傾かたむける麻琴を見守るように、ただ脇わきに控ひかえて立っていた吉朗は、空からになったカップにもう一杯紅茶を注いだ後、頭を下げて振ふり返った。

「……え？」

　何な故ぜか、全席の客の目が、こちらに向けられている。そして、厨房からは他の女装メイドとギャルソン姿の女子が顔を覗かせ、吉朗を見つめていた。

「あれ、あのメイドの彼女だって」

「本当？　すごーい……なんか、ちょっといいよね」

　カップルで座っていたテーブルから、そんなささやき声が聞こえてくる。慌てて厨房に駆け戻もどると、そこにはさっきまで家庭科室で裏方に混じっていたはずの晴生がいた。

「……お前か！」

「いやだってさー、なんか雰ふん囲い気き違くねぇ？　ナンパかよ！　とか言ってるから、つい『あれが彼女だよ』って」

「ついじゃねえだろ！」

「でもほら、千広さんとの噂うわさ打ち消すのにもいいかなって」

　いまだに一部で根強く残る言いがかりに眉まゆをひそめたが、吉朗は再び険けわしい表情でフロアを指さして言った。

「それがどうして客席まで伝わってんだよ！」

「ごめん、それは私……」

　手を挙げたのは玖実だ。

「オーダー取りに行ったとき、あそこの人指名したいって言われて、つい『彼女さんだから、もうちょっと待ってくれますか』って」

「なんだよそれ……」

　がっくりと肩かたを落とす吉朗を、女装メイドたちが取り囲んだ。

「俺、さっきメールで『来るな』って送っちゃったけど、市川見てたら恥はずかしくなったよ」

「いや、俺は別に」

「こんな姿見られたら絶対終わると思ったけど、お前の彼女すげーな。俺も彼女の気持ち、知りたくなった」

「だから、その」

「市川……俺の彼女、今整理券持って外並んでるんだ。逃にげ出そうって思ってたけど、なんかアリって感じがしてきた」

　ふっきれたように笑ったのは、土ど下げ座ざせん勢いでメイド服を拒きよ否ひしようとしていた野田だった。

　ただ学外に彼女がいて、それが今日やってくるというだけで、女装のトップバッターを割り振られた男たちは、彼女の前でも怯ひるまず給仕してみせた吉朗の姿に何かを感じ、今一つになっていた。

　吉朗はただ、条件反射で給仕してしまっただけなのだが、それを説明できるはずもない。けれど、この栄光祭のために失ってきたたくさんのものの代わりに、『女装でも彼女に堂々と給仕できる強さ』という評価を得られたのなら、吉朗にとっては悪くないことかもしれない。

「ありがとう、みんな」

　吉朗の目指していた方向とはまったく違ってしまったが、さっきまでのように自や棄けではなく、皆がこんな風に割り切ってメイドをしてくれれば、ベスグロは狙ねらえるかもしれない。

　そう思った吉朗だったが、肩を叩たたきながら続けた野田の言葉に、耳を疑った。

「俺たち、お前みたいなメイドマニアでもないし、彼女の前で身も心もメイドになりきれるほどＭじゃないけど」

「…………え？」

「とりあえず今日は、力一いつ杯ぱい頑がん張ばるよ！」

　おー！　と声を上げ、トレイを手にしたメイドたちは衝つい立たてから飛び出していく。

「……何か俺、また一つ何かを失った気がするんだけど……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく吉朗に、晴生が焼きたてのマドレーヌが載のったトレイを差し出す。

「泣くのは当番の後にしような。六番テーブル、ご指名入ったぞ」

　反論もできずに反射的にトレイを受け取ってしまった吉朗は、滲にじんだ涙なみだを振り払はらって野田たちの後を追った。







　三─Ｅのクラスプレートが黒く覆おおわれるようなことはなく、後夜祭で三─Ｅは栄光祭最高の栄えい誉よを手にした。ベストグローリー賞の証あかしであるトロフィーを受け取りに壇だん上じように現れた、体格の良いメイドたちに、後夜祭はなお一いつ層そう盛もり上がり、長く『伝説の夜』として語り継つがれた。

　しかしその陰かげで、最大の功こう労ろう者しやの残り四か月の学生生活が、ワーストのプレートなみに黒く塗ぬり潰つぶされてしまったことは、あまり知られていない。
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　今日も木き更さら津づさんには会えなかったな……。あ～あ、真ま琴こと様が酒しゆ豪ごうだったらよかったのに。

　こんな忙いそがしい毎日、木更津さんの笑え顔がおがないと乗り切れないよ～。

　吉よし香かちゃんには悪いけど、正直なところ、復ふつ帰きしてくれてよかった。

　それにしても吉香ちゃんて、怪け我がする前より仕事の能のう率りつが上がってない？　一か月前はありえない失敗の連続だったのに、骨こつ折せつしてる今の方が仕事が早いなんて変なの。やっぱりあれかな。真琴様の結けつ婚こんが壊こわれたから、吉香ちゃん元気になったのかな……骨折してるけど。








　秋も終しゆう盤ばんになってくると、段々北風が冷たくなってきて、外に出るのが辛つらくなる。ストッキング二枚重ねとか毛糸のパンツに心が揺ゆれるけれど、それだけは絶対しないと柏かしわ春はる生きは心に決めている。

（それが乙女おとめってもんよね）

　乙女の気き概がいはかなり堪こたえる。それでも日々厚あつ着ぎもせずに庭仕事をこなしているのは、勤きん勉べんな者にはそれなりのご褒ほう美びがあるからだ。

　乾かん燥そうした葉っぱが鈍にぶい音を立てる。箒ほうきで掃はき寄よせるのではなく、重い物がにりにりと踏ふみしめていく音。

　春生はすぐにも振ふり返かえりたい気持ちを抑おさえて、箕ちりとりの縁ふちをぎゅっと握にぎりしめた。向かい合い、その箕に落ち葉を掃き込んでいた市いち川かわ吉香は、すとんと腰こしを下ろして春生の顔を覗のぞき込こんだ。

「春生ちゃん、いいの？」

「いいの！　いかにも待ってましたって感じじゃアレでしょ？」

「アレって──」

「こんにちはー、白しろ井い酒店です」

　西門から勝手口へと通じる小道から、少し低めの、でもよく響ひびく声がかかる。それを耳にした途と端たん、春生の心しん臓ぞうは跳はね上あがるが、それから二に拍はくの間我が慢まんしてから立ち上がった。

「あら！　気づかなくてごめんなさいね、木更津さん」

　プラスチックケースをいくつも積み上げた台だい車しやとともに現れたのは、『白井酒店』の名前入りキャップと名前入り前まえ掛かけを身につけた青年だった。いかにも「酒屋です！」という姿すがたなのに、木更津育いく巳みが身にまとうとどこか小こ粋いきに見えるから不ふ思し議ぎだ。

　二十七歳さいの伸のびやかな肢し体たいに適度に盛もり上あがる筋きん肉にく、そして何よりその整ととのった顔立ち──春生の鼓こ動どうは早まる一方だった。

「こんにちは、春生ちゃん。今日は冷えるね」

　この爽さわやかな笑顔が見られるのなら、どんなに冷え込む朝だって、庭掃そう除じは苦にならない。木更津の配達日にわざわざ勝手口近くで作業しているのも、そのためだった。

「本当。どんどん冬が近づいてるみたい」

　彼の笑顔を独ひとり占じめにできるこの瞬しゆん間かんを嚙かみしめて、春生は木更津に同行し、勝手口の扉とびらを開けた。

「八や千ち代よさん、白井酒店さんですよ」

　厨ちゆう房ぼうで洗い物をしていた山さん武ぶ八千代は、春生と木更津に気がついて、よっこいしょと上半身を起こした。

「おや、ご苦労さん。今日は荷に物もつが多くて大変だったろう」

「いえ、これくらい。もっと注文して下さって構かまわないですよ」

「とんだ商しよう売ばい上手だね」

　八千代は豪ごう快かいに笑って、木更津の差し出した受取にサインした。佐さ倉くら邸ていの胃い袋ぶくろを管かん理りしている料理人の八千代は、食材の仕入れに関する一いつ切さいの権けん限げんを当主である真琴から委ゆだねられている。長年付き合いのあった酒屋が店を閉しめた後、白井酒店を新たな仕入れ先として選んだのも八千代だった。

　配達係として木更津が出入りするようになってまだ二か月ほどだが、八千代から文句の一つも出ないところを見ると、白井酒店の商品の品質と仕事ぶりは彼女のお眼鏡めがねにかなったものらしい。

　酒さか瓶びんの詰つまった重いケースを持ち上げる、たくましい背中をうっとりと眺ながめていた春生は、八千代につつかれてはっと我われに返った。

「もう仕事に戻もどって構わないよ」

「──え？　あ、ああ、そうですね」

「ごめんね、仕事の邪じや魔ましちゃって」

　済まなそうな顔をする木更津にぶんぶんと首を振って、春生は置いてけぼりにしてきた吉香の下もとへと駆かけ戻っていった。

「ごめんね……って、吉香ちゃん、何やってんの！」

「何って……落ち葉捨てに行くところだけど」

　身体からだの前にこんもりと落ち葉の盛られた箕を抱かかえて、吉香はきょとんとした顔で答えた。

「そんな重い物持っちゃだめじゃない」

「もう平気だってば」

　吉香は笑いながら、箕をちょっとだけ持ち上げてみせる。しかしその左ひだり腕うでは、本来ならまだギプスをはめ、安あん静せいにしなければならないほどの怪け我がを負っている。骨折で全治六週間と診しん断だんされてから、まだやっと四週間が過ぎたばかりであった。

　一か月前、もとより人手不足だった佐倉邸からメイドが一人消えた。残ったのはメイド頭がしらの館たて山やま千ち尋ひろと当主付きの吉香、そして掃除洗せん濯たく担当の春生の三人だけとなったのだが、よりによって貴重な働き手である吉香が大怪我を負おってしまったのである。

　だからといって、すぐに新しいメイドを雇やとい入れることもできず、仕事は増えることはあっても減ることはない。結局は今いる人間が今まで以上に頑がん張ばる、という根こん性じよう論ろんで決けつ着ちやくした。

　しかし、佐倉家に仕つかえるメイドたちの根性は半はん端ぱではなかった。

「ほらね。全然大だい丈じよう夫ぶ」

　安静にするどころか、吉香は半分の日数で勝手にギプスを外してしまい、それから一週間経たった今では、当たり前のように以前の仕事に戻り、春生の手伝いまでしている。

　確かに最初の三週間、春生は目を回す暇ひまも惜おしいほど忙しかった。それでも、吉香に無む理りしてまで復ふつ帰きしてもらおうとは思っていなかったのに、たった一人働き手が増えただけで、こうも負ふ担たんが軽くなると、「休んでて」とは言えない自分もいる。

　せめて、無理だけはさせないように気をつけてはいるけれど。

「これはあくまで私の仕事なんだから」

　春生は吉香の手から箕を取ろうとするが、吉香もぐっと抱え込んで離はなそうとしない。

「春生ちゃんは、お洗濯ものの取り込みがあるでしょう？　これは私が持ってくから」

「いいってば。ほら、離して」

「大丈夫」

「だからっ!!」

「きゃあっ！」

　左腕の分、春生の力がわずかに勝まさり、落ち葉てんこ盛りの箕は吉香の手を離れる。しかし同時に、春生の手をも離れていく。

　二人の手を離れた箕は春生よりに舞まい上あがり、せっかく集めた落ち葉を舞い散らせながら落下した。

「だ、大丈夫、春生ちゃん!!」

　頭からすべての落ち葉をかぶる羽は目めになった春生は、はっとして勝手口を見やった。扉は閉まっているから、既すでに木更津は帰ってしまったのだろう。三日ぶりに会って二言しか交かわせなかったのは残念だが、この姿を見られるよりはマシだ。ほっと息を吐つくと、顔についていた落ち葉がふわりと地面に落ちた。

「ごめんね、春生ちゃん！　ごめんね」

「大丈夫だって。払はらえば落ちるから」

　二人して春生の身体から落ち葉を払い落としていると、背後から突とつ如じよ低く穏おだやかな声がささやきかけてきた。

「落ち葉は集めるものでまとうものではないでしょう？」

　その声に、春生の心臓が跳はね上がる。

（まただ……もう、なんで？）

　おそるおそる振ふり返ると、そこにはメイド頭の館山千尋が立っていた。

「すみません！」

「違ちがうんです、私が──」

　ぺこぺこと謝あやまる二人の前で軽く手を振り、千尋は厨房の方を指さした。

「いいから吉香は厨房に行って。今、八千代さんがコーヒーを淹いれてるから、書しよ斎さいの真琴様にお持ちして」

「はい！　春生ちゃん、またあとで手伝うからねー！」

　真琴の名を聞いた途と端たん、頰ほおを上気させ、吉香は一いち目もく散さんに勝手口めがけて駆けていく。その足元が少し危あぶなっかしいのは、未いまだ一月前の傷が癒いえていないからだ。

　それでも春生は、以前の楽しかった佐倉家に戻りつつあると感じていた。

　戻りつつあると、そう感じてはいたのだけれど。

「春生」

　名を呼ばれ、千尋を見上げた春生は、その蒼あおい瞳ひとみに一瞬どきりとさせられた。

（うー……やっぱり、気になる……）

　四つ年上の千尋は、約半年前に当主が代だい替がわりした際さい、メイド頭となった。こんなに若いメイド頭も珍めずらしいが、仕事は完かん璧ぺきだし、常に冷れい静せい沈ちん着ちやくでうろたえるということがない。

　一月前のあの事件のとき、メイドたちはとんでもないピンチに陥おちいった。館やかたの一室に監かん禁きんされ、風ふう俗ぞくに売り飛ばされかけたのだ。

　春生はパニックになって、ただおろおろとしていただけだったけれど、そんな危き機き的てき状じよう況きようにあっても、やはり千尋は冷静だった。うろたえる春生と吉香に脱だつ出しゆつ用ようロープを作るよう指し示じを出し、それで吉香を逃にがしたのである。そのおかげで春生たちも、無事に危機を脱することができた。

　あれ以来、千尋のことが妙みように気になって仕方がない。

　もともと冷静で頭の切れる人だとは思っていたけれど、あのときの千尋ほど頼たよりになると思ったことはない。

　二人を置いて逃げることをためらう吉香を諭さとしていた姿は、男らしくさえあった。

　あれ以来、千尋を見ると妙に鼓こ動どうが速くなってしまう自分がいる。

　まるで、木更津の声を聞いたり、その笑え顔がおを見たときのようなどきどきが、春生を襲おそうのだ。

（私が好きなのは木更津さんだけなのに！）

　つと、千尋の手が伸のびてくる。思わず身み構がまえてしまった春生の頭の上で、千尋の手は止まった。
















「…………？」

「落ち葉がからまってる。一度ほどいて梳すいた方が早いかな」

　千尋は指先にはさんだ落ち葉をくるくると回している。その指は白く細長く、しなやかな女性の手のようにも思えるが、少し筋すじ張ばっていて、華きや奢しやな男性の手に見えなくもない。

「春生？」

「え？　あ、そ、そうですね。えと、じゃあ、ここ片付けたら直します」

「先に行ってきなさい。ここはやっておくから」

「でも」

「メガネも汚よごれてるよ。それにほら」

　再び伸びてきた千尋の指が、今度は春生の襟えり首くびに差し込まれる。

「ひゃあっ!!」

　ひやりとした指が首筋を伝うその感かん触しよくに、思わず声を上げてしまうと、千尋はくっと喉のど奥おくで笑った。

「ここにも落ち葉。ちゃんと全部落としてきなさい」

「は、はいっ！」

　恥はずかしさに血が上のぼった顔を隠かくすようにして、春生は通用口の戸を目指す。あんなことを考えていたから、つい過か剰じように反応してしまった。

　通用口を抜ぬけ、一気に自分の部屋まで駆かけ抜けていく。後ろ手に扉とびらを閉めてから、春生は溜ためていた息を吐はき出した。

「……びっくりした～」

　首筋に、まだあの指の感触が残っている。

　メイドは女性の職業だから、メイドである以上絶対に女性であって、そのメイドたちを統とう括かつする地位にあるメイド頭の千尋が男であるはずがない。

「あるはずはない、けど……」

　だとしたら、この胸のどきどきは一体何なのだろう。

「男の人にしかときめかないはずなのに、どうして──っ!?」

　そう一人ごちて、春生ははっとする。

　今まで春生が好きになったのは、すべて男性だった。

　その春生が、女性にときめくはずがない。

「つまり、その私をどきどきさせるってことは──」

　──千尋は実は、男なのではないだろうか。

　背だって三人の中では一番高いし、男の人の中には千尋より背の低い人だっているだろう。女性にしてはスリムすぎる肢し体たいも、華奢な男性と言って言えないこともない。

「……千尋さんが、男」

　それは逆ぎやく説せつ的てきな発想で、突とつ拍ぴよう子しもないものだと思わなくもない。でも、『女の人にときめいてしまう自分』と比べれば、さほどおかしな考えでもない気がする。

「もし、本当にそうだったら……どうする？」

　三つ編みをほどきながら、春生は鏡の中の自分に向かって問いかけていた。







　　二




　変な夢だったなぁ……。

　木の上に置き去りにされた私を、王子様姿の木更津さんが助けに来てくれるんだけど、登のぼってきたのはなぜか王子様姿の千尋さんなの。びっくりして木の下を見たら、そこにはメイド服姿の千尋さんがいて、目の前の王子様はやっぱり木更津さん……っていうわけのわかんない夢。

　でも、千尋さんの男だん装そう、妙に似に合あってたな。ううん、メイド服よりも似合ってる感じ。むしろいつもが女装なんじゃない？

　そういえば、千尋さんてＡカップだって言ってるけど、あれは絶対ＡＡカップ！　そっか、下手にパットで嵩かさ上あげするより、貧ひん乳にゆうって言っちゃった方が、女装に無理がないもんね。さすが千尋さん、頭いい～。

　──じゃなくて！　もし千尋さんが男の人だったら、私のときめきが本物だって証しよう拠こじゃない？　木更津さんのことが好きなのに、千尋さんにもときめいちゃう私……どっちを選んだらいいの？








　これが吉香だったら、いくら男らしい態度をとっても女装した男性だなんて疑うたがいはしなかっただろう。同じ女である春生が憧あこがれるほどの、柔やわらかくて、でもしっかりと上を向いた形のいい巨きよ乳にゆうが偽にせ乳ちちだなんて思えない。

　それに吉香は、真琴様一筋の恋こいする乙女おとめなのだ。真琴といるときの吉香の表情は、やはり乙女にしかできないものだと思う。

　それに引ひき替かえ千尋は、まず第一に貧ひん乳にゆうである。同じ女である春生も同情してしまうほどの、果はてしなく平らな胸をしている。洗せん濯たく物ものを干ほすとき、なんとなく吉香の下着とは離はなしてしまったりするほど、千尋の下着はふくらみに欠かけている。

　もちろん、貧乳のすべてを女装した男性と疑っているわけではない。疑念を持つきっかけとなった、あの危き機き的てき状じよう況きよう下かでの冷静な対処がどうにも男を感じさせるのだ。

　そして何より問題なのは、何かの拍ひよう子しにときめいてしまう春生の心だった。

　春生は二階の客きやく間まの陰かげから首だけを伸のばすようにして、吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホールを遠目に見み下おろす。

　そこを通りかかった千尋は、階かい段だん脇わきに置かれた花か瓶びんに目を留とめた。今け朝さ方がた、春生が花を生いけたものだ。

　千尋は二十秒ほど花瓶を眺ながめていたかと思うと、二本だけ花を抜き取って、それぞれ別の場所に差し入れる。たった二本のことなのに、花はより立体感を増して、彩いろどりまで鮮あざやかになったように見えた。

「さすが……」

　手のひらサイズの手帳に、春生は『生け花◎』と書き込んでいく。

　一番上には赤く大きな文字で『ときめきの謎なぞ──女装メイドを暴あばけ！　千尋さん女性度チェック』とあるが、今朝から始めたばかりなので、まだチェック項こう目もくは少ない。この二つ以外には、髪かみ型がたと服ふく装そう、食事マナーの三項目があるのみだ。×は一つもなく、食事マナーに至いたっては花丸がついている。

　女性であってくれれば、木更津か千尋か、究きゆう極きよくの選せん択たくをしなくても済すむのだけれど、それだとときめく自分の心がわからない。

　こうやって調べていながら、春生自身にもいまだどちらがいいのかよくわかっていないのだ。

「もうちょっと、厳きびしい目で見た方がいいのかな」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、再び千尋に目をやると、千尋はメイド特有の忍しのび足でホールを横切っていった。まったく音を立てない完かん璧ぺきなステップ、そして、裾すそを跳はね上げることのないしとやかな足あし捌さばき──

「……私よりも女らしい、かも……厳しくしたくても、あれじゃ無理だよー！」

　手帳に『忍び足◎、足捌き◎』と書き足しながら、春生は自分の足を見やった。

　日ひ頃ごろから勢いを第一にかけずり回っている自分が、あそこまで美しい忍び足ができているとは到とう底てい思えない。

「ん……？　正しよう真しん正しよう銘めいの女の子である私ができないんだから、足捌きの美しさ＝女ってことにはならないよね、うん」

　胸の奥のどこかに鋭するどく突つき刺ささるものがあるが、春生は気づかないふりをして、千尋の向かった東とう翼よくの廊ろう下かへと目をやった。

「……あれ？」

　ホールを横切って、東翼へ向かうのを確かに見たと思ったのに、そこに千尋の姿はない。慌あわてて手すりに飛びつこうとして、春生はその高さに目を回した。

（なんのためにあんな遠くから見てたのよー！　私のバカー！）

　春生が館の中心にある玄関ホールへ下りる階段を使うことは滅めつ多たにない。どんなに遠回りでも、東西の端はしにある階段を使って上り下りしているのだ。

　玄関ホールを見下ろすこの回かい廊ろうの手すりは実に解かい放ほう感かん溢あふれる作りで、手すりと床ゆかを繫つなぐ紡ぼう錘すい状の木材は、赤ん坊ぼうならすり抜ぬけられるほどの間かん隔かくを空けて並んでいる。高所恐きよう怖ふ症しようにとって、これほど恐おそろしい手すりはない。

　見たくないと思えば思うほど目はホールの床に吸い寄せられていって、身体からだが前に傾かしいでいく。

（もうだめ！）

　絶望に目を見開いたとき、春生はぐいっと強く後ろに身体を引かれた。びっくりして視線を下に落とすと、白いエプロンの真ん中に漆しつ黒こくの袖そでが巻きついていた。

「ち、千尋さん……？」

　そうと気づいた途と端たん、春生の心臓が大きく音を立てた。千尋は春生を抱かかえたまま、百八十度転回する。自分自身と千尋の身体で手すりへの視界を遮さえぎられた春生は、ほうっと胸をなで下ろした。

「高所恐怖症の人間が、こんなところで何してるの」

「えっ!?」

「回廊にいる春生なんて珍めずらしいからね」

　そんな珍しいことをうっかりしてしまうくらい、あなたが怪あやしいんです──などと当然言えるわけがない。

「ええっと、そのー」

　脂あぶら汗あせを滲にじませながら、必死に言い訳を考えていると、千尋がつと視線をそらす。つられてそちらを見やると、回廊の壁かべ際ぎわに何かが落ちているのが見えた。

　四角くて手のひらサイズで、持ち歩くにはちょうどいい────

（────私の手帳……っ!!）

　目を回していたときか、千尋に身体を引かれたときか、どのタイミングでかはわからないけれど、いつの間にか落としていたようだ。

　あっという間もなく、壁際に寄より添そってしゃがみ込んだ千尋は、手帳を拾い上げて戻もどってきた。

「これ──」

「わ、わたっ、私のです！　そ、そう、これ、これを探して回廊に……っ!!」

　スリもかくやと思われる程ほどの早はや業わざで千尋の手から手帳を抜き取った春生は、手帳をすぐさま後ろ手に隠かくして一歩後あとじさった。

　千尋は空手となった自分の手をまじまじと見やっていたが、ほんの少しだけ口の端を上げ、春生を見下ろす。妙みように迫はく力りよくのあるその表情に、春生は更さらに半歩後じさった。

「春生の手帳だったんだ。見つかってよかった」

「ほ、本当に……！」

　チェック項目だけならまだしも、『ときめきの謎──女装メイドを暴け！　千尋さん女性度チェック』と何の申し開きもできないタイトルまでついているのだから、中を見られていたらと思うと汗が止まらない。

「どうしたの？　随ずい分ぶんと汗をかいてるようだけど」

「え!?　あ、あの、多分……ここにいる、せいだと」

「ああ、そうか」

　つぶやいて千尋は、ちらりと回廊を見やった。

「高所恐怖症だったね、春生は。手帳のために回廊に来ただけで」

「そそ、そうなんですよー！　これがなかったらこんなとこ、絶対来ませんもん!!」

「誰がこんなとこに落としたんだろうね」

「そうで────」

　汗が一いつ滴てき、たらりと滑すべり落ちていく。汗ばんだ顔の上で、メガネがずり落おちた。

　探していたのは落としたからなのだから、探すためだけにここに来たという言い訳は成立しなくなる。うっすらと笑えみを浮うかべている辺り、千尋はわざと春生からその答えを引き出したのだろう。

　もはや返す言葉が一言も浮かばずに、中ちゆう途と半はん端ぱに口を開けて千尋を見つめていると、千尋は春生に向かって両手を伸ばしてきた。

（えっ!?）

　伸ばした手の先が、春生の頰ほおを包つつみ込こむように軽く丸められている。一体何をされるのかと、制せい御ぎよできないほどの汗が大量に流れ落ち、心臓が破は裂れつしてしまうほど早はや鐘がねを打つ。耳元で鳴る自分の鼓こ動どうに耐たえきれなくなったとき、千尋の手がその耳元をかすめた。

「メガネがずれているよ」

　ゆっくりと眼鏡の蔓つるを持ち上げて、耳にかけ直す。焦しよう点てんのあったメガネの向こうで、千尋はまだ薄うすく笑んでいた。

　千尋はそのまま春生の脇をすり抜けるようにして、西せい翼よく端はしの階段を下りていく。

　春生は急に呪じゆ縛ばくが解とかれたようにすとん、と腰こしを落とし、その場に座すわり込んでしまった。

「こ……怖こわかった……」

　このやり方はうまくない。言い訳のできない状じよう況きように追い込まれるということが、今ありありとわかった。

　観かん察さつするなら後をつけたりせずに、気づかれないほど遠いところからさりげなくか、やり方を変えて真っ向から近づくか……。

「あ……！　これならいけるかも……」

　自分の思いつきににんまりして、春生は勢いよく駆かけだしていった。







　漆黒はメイド頭、濃のう紺こんは佐倉家のお世話係、深しん紅くは来客＆料理補ほ助じよ、そして濃のう緑りよく色しよくのメイド服は、掃そう除じ洗せん濯たく担当の印しるしだ。

　細こまやかな気き配くばりが要求されるお世話係は自分には無理だし、来客の案内は緊きん張ちようしてしまう。その点、完全に裏方である掃除洗濯は、大おお雑ざつ把ぱで勢いのある春生の性しように合っている。

　当主のものだけでなく、館やかたに住まう使用人すべての洗濯物を一手に引き受けている春生は、庭に干した洗濯物が乾かわくと、すべてを取り込んでリネン室へ向かう。

　リネン室には館中のシーツやタオルが詰つめ込まれている他ほか、洗濯し終えた衣い類るいも一時的に置かれている。春生が畳たたんだりアイロンを掛かけたりした後、分別して並べておいたものを、各人がリネン室に引き取りに来るのである。

　さきほど、リネン室でその作業を行ったとき、春生はうっかりして自分の下着を千尋の洗濯物に混ぜてしまった。

「《セクシー下着にドッキドキ作戦》の成果が、そろそろ出る頃ころだわ……」

　春生は髪かみにブラシをあてながら、にやりと笑った。

　女のたしなみとして、いつでもタイプの違ちがうものを三組は用意しておかねばならないと言われる勝負下着。その中から、春生は薄うすい水色の一見清せい純じゆんそうな一組を選び出した。

　千尋が好このんで青系の下着をつけていることから、紛まぎれ込こませても不自然じゃないというのが一番の理由だったが、清純そうな色とは裏うら腹はらに、実は結構セクシーな作りであるというのがポイントだった。透すけ率りつ、実に八十五パーセント。あからさまに勝負下着だ。

　女の子同士なら、ひとしきり下着談だん義ぎに花が咲さき、そこから恋れん愛あい話に発展していくというのが普ふ通つうだろう。

　しかしこれが千尋なら……というより、千尋が女装した男性であったなら。

　男性であればなおのこと、これが勝負下着であるのはわかるはず。わからなければ、勝負下着としての存そん在ざい意い義ぎが失われる。

　もとい。

　男性があの下着に反応しないわけはない。どんな風に返してくるかで、千尋の性別を判はん定ていすることができるはずだ。

「返してこなければ……それはそれで、やっぱり男よね」

　つぶやいたとき、ノックの音が響ひびいた。

「きたきた──はい？」

「遅おそくにごめん。洗濯物を返したいんだけど」

「え？　洗濯物？」

　少々棒ぼう読よみになってしまったのは仕方ない。春生は鍵かぎを開けたままにしておいた扉とびらを開いた。

「これなんだけど」

　差し出されたのは、八十五パーセント透けている、あの水色の下着である。しかしながら、春生が紛まぎれ込こませたときとは違う畳み方──それもワイヤーを傷いためないようにきれいにカップを整ととのえた上、レースにフックを引っかけないようにうまくまとめてあり、カップの内側にはお揃そろいのショーツがこれまた美しく畳まれて収しゆう納のうされているという、今後是ぜ非ひ参さん考こうにしたいような畳まれ方をしているので、一見して透けていることがわかりづらい。

「え？　千尋さんのじゃないの？　水色だから、てっきりそうだと……」

「ふーん……」

　千尋の口の端はしが、きゅっと上がる。

　ここから下着談義になるのか。恋愛話に発展するのか。それとも──

　春生はごくりとつばを飲み込んで、千尋の言葉を待つ。

　しかし千尋の口をついて出てきたのは、瞬しゆん時じに判断しかねる言葉だった。

「Ｃカップの下着をわざわざ紛れ込ませたのには、何か意味があるのかな、と思って期待したんだけど」

「……き、きたい……？」

（期待ってどういうこと……？）

　こちらの目もく論ろ見みがばれたというのなら、期待という言葉では受けないだろう。千尋の反応を読み取るどころか、その言葉の意味を図はかりかねて頭の中をぐるぐるさせていると、千尋が扉の隙すき間まから身体からだを滑すべり込こませてくる。

「千尋、さん……？」

「これをただ見せたかったのか、こうやって夜遅く、部屋に返しにやってくることを狙ねらっていたのか、どっちかな？」

「だ、だから、色で、ま、間違えて」

　千尋が一歩進むと、春生は一歩下がる。そうやって気づけばベッドの所まで押おされていき、春生はとん、と肩かたをつつかれてベッドに腰を下ろす形となった。その上から、千尋がゆっくりと覆おおい被かぶさるように近づいてくる。

（え？　なに？　これどういうこと!?）

　やっぱり千尋は男性で、セクシー下着に誘さそわれて来てしまったということなのか。

　男性だったと仮定して、『赤い顔をして困ったように突つき返かえす』を予想していた春生にとって、今自分が置かれている状況は、遥はるかに想像を超こえている。

（ど、どうしよう……完全に想そう定てい外がいだわ！　まだ木更津さんと千尋さん、どっちにするかも──って、そうじゃなくて！）

　パニックを起こす春生の上で、千尋が小さく吹ふき出だす。そして、ぽん、と水色の固かたまりを春生の膝ひざの上に落とした。

「何か面おも白しろいことでもあるのかなと思ったんだけど、ただの間違いか」

「そ、そう！　私、本当にドジで」

「そうだね。まだ一度も洗濯していない洗濯物を紛れ込ませるなんて、なかなかできることじゃない」

「…………！」

　うかつすぎる自分のミスを、春生は心の中で激しく罵ののしる。勝負下着だからと後ご生しよう大事に新品のまましまっておいたのだ。

　それでもなんとかかろうじて笑え顔がおを作り出すと、とっておきの下着をぎゅうっと握にぎりしめて、ベッドから立ち上がった。

「えーっと、あの、わざわざすみません」

「こちらこそ、明日も早いのに、こんな夜遅くにごめん。それから、誰か来るとわかっていても、鍵かぎは閉しめなさい」

　千尋は笑いをかみ殺したような表情で、春生の部屋を後にした。

　しばしの間、千尋とのやりとりを反はん芻すうしていた春生は、「ああっ!!」と大声を出してしまい、慌あわてて自分の口を塞ふさいだ。

「……やっぱり全部ばれてたんじゃない～」

　目的はばれてはいないだろうが、こちらが意図的に何かを千尋にしかけているのだとばれているのなら、反応を見ようとしても無む駄だなことだ。むしろ千尋の様子だと、春生の反応のほうを観かん察さつされている。

　相手は、どんなときでも冷静沈ちん着ちやくで頭が回る人間なのだ。下へ手たにひねった作戦で打って出ても、結局は今みたいにかわされてしまう。役者が一枚上なのだから、敵かなうはずがない。

「それとも、やっぱり女装なんてこと、ないのかな」

　だからこそ、あんな風に笑ってかわしてしまうんじゃないだろうか。

　考えてみれば千尋は、春生の倍、もう六年もこの佐倉邸ていに住み込んで働いてきたのである。今みたいな少人数態勢になったのはここ半年ばかりのことだし、それ以前はもっとたくさん使用人がいて、部屋だって個室じゃなく相あい部べ屋やだった。

　春生自身は千尋と同室になったことはない。でも、相手が誰であれ、さすがに狭せまい部屋の中で暮くらしていたら、女装かそうでないかはどんなに鈍にぶい人間でも気づくんじゃないだろうか。

　自分の胸のときめきから、つい女装説などひねり出してしまったけれど、六年という時間を考えると無理が生しようじてくる気がする。

　それに、もし女装が目的なのだとしたら、半年前に辞やめていたにちがいない。何しろ人の五倍は働かなきゃならないのに、お給金は自主的に返へん上じようしていたのだから。そんなところでわざわざ女装生活を貫つらぬく必要はないだろう。

「……明日、この畳たたみ方教えてもらおう……」

　手の中の下着をじっと見つめて、春生はため息を吐ついた。
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　結論：千尋さんは胸が控ひかえめな女の人




　──と言い切るには、まだ解決してない大きな問題があるのよねぇ。

　やっぱり私は木更津さんが好きで、女の人と……なんて全然考えられない（第一どうやったらいいのかだって全然わかんないし）。

　でも、千尋さんに名前を呼ばれてどきっとしたのも、本当。それも、木更津さんに感じるのとよく似たときめき……。

　もしあれが恋こいなら、女装疑ぎ惑わくはまだ消せないし、間ま違ちがいなく千尋さんが女性なら、あのときめきの正しよう体たいが知りたい。これって、今後の恋愛事情に大きな影えい響きようを及およぼすでしょう？

　ここでうやむやにしちゃっていいのかな……？








　三年という付き合いの長さを考えれば、あれが女装した男性というのはいかにも突とつ飛ぴな発想なのだということは、春生自身、理解してきている。

　庭にいた春生は食堂にいる千尋を窓まど越ごしに眺ながめて、小さく首を傾かしげた。

「考えすぎ、なんだよね？」

　今日もメイド服は皺しわ一つなくきっちりと着こなされているし、立たち居い振ふる舞まいもしとやかで、メイド頭としてどこへ出しても恥はずかしくない、立派な女性だ。

「どうかしたの、春生ちゃん？」

　振り返ると、吉香が心配そうな顔でこちらを覗のぞき込んでいた。

「ここのところ、ぼうっとしてることが多いけど、何かあった？」

「な、何って、その」

　吉香はまったく気がついていないんだろうか。

　あのとき、監かん禁きんされた部屋でてきぱきと指示を出す千尋を、吉香も見ている。春生は自分の疑ぎ念ねんを吉香に話したことはなかったけれど、あの場で説得されていた吉香の方が、より千尋に男性を感じていてもいいはずだ。

「……吉香ちゃん、あのときのこと……覚えてる？」

「あの、とき……？」

　吉香は不安そうに瞳ひとみを揺ゆらす。吉香は一か月前に大おお怪け我がを負ったとき、少し頭を打っていて、その前後の記き憶おくに曖あい昧まいな部分があった。それでも、あんな怖こわい思いをしたのだから、さすがに忘れてはいないだろう。

「ほら、黄金の部屋に閉じこめられて、ロープで脱だつ出しゆつするのは吉香ちゃんしかいないってなったときのこと。怖かったから、覚えてるよね？」

「あ、う、うん」

「あのときの千尋さんなんだけどね、なんていうかその……頼たよりがいがあるっていうか……こう、男らしい、って思わなかった？」

「男……らしい……？」

　言った途と端たん、吉香は驚おどろいたように目を見開いた。その瞬しゆん間かん、話を切り出したことを後こう悔かいしたが、今いま更さら口をつぐむわけにもいかない。

「ほら、吉香ちゃんが私たちのこと気にして、行くの渋しぶったときよ！　千尋さんがすごく真しん剣けんな顔で吉香ちゃんを説得して、その──」

「や、やだ、春生ちゃんたら！　そんな、お、男らしいだなんて、千広さんに失礼よ」

　春生の言葉を遮さえぎるように、吉香が高い声を上げる。

「え？」

「だって、メイド頭の千広さんが、そんな、男らしいなんて、そんなわけ」

「でも──」

「ぜ、絶対！　もう、間違いなく！　千広さんが男らしいなんてこと、ないから！　ほ、ほら、あの立ち居振る舞い見て？　わ、私よりよっぽど、女らしいじゃない」

　吉香は食堂でなにやら作業中の千尋を指さしている。確かにその所しよ作さの美しさは春生も認めるところだ。しかし眉まゆ根ねを寄せて見ている春生に気づいたのか、吉香は、ぽん、と大おお仰ぎように顔の前で手を打ち合わせた。

「あー！　そうだ、きっとそうよ！　春生ちゃん、怖かった、って言ったでしょ？　心臓がどきどきして、ここに頼りになる男の人がいればいいのに、って思わなかった？」

「心臓が……どき、どき……？」

「そうそう。そんなとき、千広さんがうまく立ち回ってくれたから、『ああ、男らしい人だな』『頼りになるな』って、思っちゃったのよ、きっと」

　吉香の説には、なるほど一いち理りあった。

　あのとき、心臓がばくばく言っていたのは本当だし、木更津さんが助けに来てくれればいいのにって思ったのも本当だ。

（……私、怖いって思うどきどきを、恋のどきどきと勘かん違ちがいしたの……？）

　それが今に至るまで、勘違いしたまま続いているのだろうか。

　考えられなくもないけれど、それを顔を真っ赤にして力説する吉香の落ち着きのなさは少し気になる。

（……なんか、怪あやしいのよねぇ）

「吉香ちゃん、何か隠かくしてる？」

「えっ!?　な、なにを？　私別に……あ！　ご、ごめんね、春生ちゃん。私、真琴様のコーヒーを淹いれに行かないといけないから！」

　吉香は訝いぶかる春生を置いて、脱だつ兎との如ごとく館やかたの中へ駆かけ込んでいってしまった。

「……どっちにしても、やっぱり確かめないと終われないわ！」

　春生はぐっと唇くちびるを引き結ぶと、自分に誓ちかうように大きくうなずいた。







　また見み破やぶられてしまうかもしれないけれど、この作戦ならば、確実に目的を遂とげることができる。

　仕事が終わり、部屋に引き上げた春生は、入にゆう浴よくに必要な道具をひとまとめにして、扉とびらの陰かげで待たい機きしていた。春生の部屋からは、千尋の部屋の扉が見える。念のために電気を消して、指二本くらいの幅はばだけ開いた扉から、春生は息を殺して千尋の部屋を窺うかがっていた。

　メイド頭である千尋は、一日の終わりにぐるりと館中を巡めぐり、最後に玄げん関かんホールの方から自分の部屋へと戻もどってくる。今日もその手順は変わらず、春生より三十分遅おくれて部屋まで戻ってきた。

　春生は暗くら闇やみの中、更さらに五分ほど辛しん抱ぼうして、そっと部屋を抜ぬけだすと、千尋の部屋の扉をノックした。

「……はい？」

「夜遅おそくにごめんなさい、春生です」

「少し、待ってくれる？」

　ややあって出てきた千尋は、春生の計算通りメイド服を脱ぬいでいた。下着の上にガウンを直接羽は織おっているのは、脱いだところに春生が押おしかけてしまったからだろう。

「あ、これからシャワーでした？」

「そうだけど……どうしたの？」

「実は、私の部屋のバスルーム、壊こわれちゃったみたいでお湯が出ないんです。それで、千尋さんの部屋のを借かりれたらな、と思って」

「わざわざ私が戻るのを待たなくても、吉香に借りればいいのに」

　ぎくり、としながらも、春生は軽く肩かたをすくめてみせた。

「寝ねちゃったみたいで、ノックしても返事がなかったから」

「そう。入る前でよかった。お先にどうぞ」

「えっ!?　あ、そんな、千尋さん、先に入って下さい！　そんな格かつ好こうじゃ落ち着かないでしょう？　私だったら大だい丈じよう夫ぶですから」

　千尋はちらりと自分の姿を眺ながめて、「それもそうか」とつぶやく。

（そうじゃないと困るのよ！）

「じゃあ……少し待ってて」

「いえ、ごゆっくり。ここで待たせてもらいますから」

　春生がすぐ側そばにあった椅い子すに腰こしを掛かけ、待つ意思を示すと、千尋はベッドの上に置いてあった衣い類るいを抱かかえてバスルームに入っていった。ややあって、水音が聞こえ出す。春生はほくそ笑えみながら、持ってきた入浴道具一式を床ゆかに置いて、忍しのび足でバスルームへと近づいていく。

（焦あせっちゃだめ……もう少し、もう少し待ってから）

　耳を澄すませて、水音を確かく認にんする。最初は規き則そく的てきだった音が、急に不規則にばらばらと散ちり出だす。シャワーから出るお湯を、身体からだに当てているのだ。

（今だ……！）

「千尋さん、背中流しますね！」

　飛び込んでいくと、思った通り千尋は壁かべに向かい、シャワーヘッドから溢あふれるお湯を身体に受けている。春生の声に驚おどろいて首だけ振ふり返るが、春生は扉を閉め、啞あ然ぜんとした様子の千尋の手から、スポンジを奪うばい取とった。

「春生──」

「はい、むこう向いて下さいね」

　肩をがしっと摑つかんで壁に向かせ、泡あわ立つスポンジを背中に押し当てる。色の白い千尋の背はシャワーのお湯でほんのりと色づいていて、春生は初めて千尋に色気を感じた。

（メイド服の下は、随ずい分ぶんと華きや奢しやよね。私一人持ち上げるくらいの力はあるのに）

　湯気で、メガネが徐じよ々じよに曇くもり始はじめる。それでもウェストのくびれや、華奢なりに張はったヒップのラインはぼんやりとながら見えている。滑なめらかな曲線を描えがくその後ろ姿は、やはり女性のものだった。

（……やっぱり女か）

　不思議なことに、春生はちょっとだけがっかりしてしまった自分に気がついた。しかし、すぐさま笑いがこみ上げてくる。

（そりゃそうだよね、女装してまでメイドになりたい男なんて、そうそういないよね）

　必死に笑いをかみ殺しながら、春生は背中を洗い終え、左ひだり腕うでに取りかかった。しかし、その動きが途と中ちゆうで止まってしまう。千尋の右手に、手首を取られたのだ。

「離はなしてくれないと、洗えませんよ」

「どこを？」

　言って千尋は、ゆっくりと春生の方へ向き直る。その顔には、うっすらと笑みが浮うかんでいた。その途と端たん、さーっと血の気が引いていった。

（うそ……っ！）

　この台詞せりふ、この表情、なんのために春生が今夜ここへ押しかけてきたのか、すっかりわかっているとしか思えない。

「前も流す？」

　そう言って、ぱっと手を離した千尋は、くつくつと喉のど奥おくで笑っている。その笑い声に誘さそい出されるように、春生の全身に散っていったはずの血液が、今度は一いつ斉せいに顔に向かって送り込まれてくる。

「い、いいえ！　あの、その────」

　春生はスポンジを取り落とし、慌あわててそれを拾おうとしゃがみ込む。その拍ひよう子しにシャワーのお湯に頭を突つっ込んでしまい、メガネもろともびしょ濡ぬれになってしまった。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……っ!!　は、はい！　あの、ほ、本当にごめんなさい！」

　スポンジを投げるように手て渡わたしてバスルームを飛び出した春生が、後ろ手に扉を閉めた途端、中から弾はじけるような笑い声が響ひびき渡った。こんな風にあけすけに笑う千尋は見たことがない。それほど、春生の行こう為いも、その動どう機きとなる疑いも、まるっきり見当はずれのおかしなものだったのだ。

　春生は床に放ほうり出した自分の入浴道具を拾い上げると、真っ赤になった顔を隠かくすようにそれを抱だきしめながら、自分の部屋に戻っていった。

　扉に背を預けると、そのまま脱だつ力りよくしてずるずると床に座すわり込んでしまう。

　濡れた頭からぽたりぽたりと雫しずくが垂れ、床に水みず溜たまりを作る。春生はその雫に合わせるように、やがてぽつりとつぶやいた。

「……なかった」

　お湯に濡れたメガネは、曇りを払はらってくっきりとした視界を取り戻していた。低い位置からうっかり見上げてしまったその裸ら身しんを、春生はしばらく──下手したら一生、忘れられないだろう。

「もうもうもう──────っ！　春生のバカバカバカバカバカ────っ!!」

　その場にうずくまって、春生はやりどころのない恥はずかしさを床に向かって懸けん命めいにぶつけ続けた。
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　結論：千尋さんはＡＡカップだったけど、立派な女の人でした。




　吉香ちゃんが言ってた勘かん違ちがい説が、やっぱり正しかったんだ。怖こわかったどきどきを、頼たよりになる千尋さんにときめいてるって勘違いしちゃってたんだわ、きっと。

　昨日のこと、吉香ちゃんには絶対秘密にしなきゃ。男らしいっていうのをあんなに一いつ生しよう懸けん命めい否定していた吉香ちゃんだもの、私があんなことしたって知ったら、きっとあきれられちゃう。

　でも、これではっきりしたわね。私が好きなのはやっぱり木更津さんただ一人だってことが！　こうやって名前を綴つづるだけで、どきどきしてくるもの。いつか育巳さん、って書けたらいいな……なーんてね。

　それより千尋さん、なかったことにして、今まで通りに振ふる舞まってくれるかな？　大丈夫……だよね？








　庭の落ち葉がなくなってしまったら、これから何を口実に木更津を待ち伏ぶせすればいいのだろう。

（こっちから誘ってみようかな？　あ、でもデートする時間なんてないもんね……）

　三日ぶりにあのにりにりと台車を押おす音が聞こえる。春生は箒ほうきを握にぎりしめる手にぎゅっと力を籠こめた。

「こんにちはー、白井酒店です」

（来た！）

　いつものように二拍はく数えて、スカートのラインが綺き麗れいに見えるように振り向いた。

「こ」

「いつもご苦労様です。どうぞ」

「毎度ありがとうございます、千尋さん」

　木更津の爽さわやかな笑え顔がおは春生ではなく、春生よりも勝手口により近かった千尋に向けられている。

（い……いつの間に！）

　木更津はこちらにいる春生に気づきもせず、千尋と雑ざつ談だんしながら勝手口へ向かっていく。その顔が気のせいかほんの少し赤らんでいる気がして、春生ははっと息を吞のんだ。

（……もしかして私たち、恋こい敵がたきになっちゃうんじゃ……！）

　木更津と千尋とどっちを選べば、だなんて、なんて吞のん気きなことを考えていたのだろう。

　じりじりしながら勝手口を見守っていると、一足先に出てきた千尋が春生に気づき、近づいてきた。

「どうかした？」

（……確かめてみた方がいいよね）

　もしその気がなければ何の問題もないのだから、確かく認にんしておくに越こしたことはない。

「木更津さんて、格好いいなって。私、挨あい拶さつするだけで、胸がどきどきしちゃって……千尋さんも、そう思いませんか？」

「私が？　まさか」

　間かん髪はつを入れずに返された答えに、春生は間の抜ぬけた声を上げてしまう。

「……へ？」

「私は、男の人には興味がないから」

　そう言って千尋は、立てた人差し指をそっと自分の唇くちびるに当てる。

　秘密を示し唆さするような、その指の動き。そして、『男の人には興味がない』という言葉の意味。

　笑みを含ふくんだ千尋の蒼あおい瞳ひとみを見つめたまま、たっぷり三十秒ほど考えて、ようやく春生は千尋の言わんとすることを飲み込んだ。

（え～～～～～～～～～～っ!!）

　この場をどう取り繕つくろったらいいのか、頭が真っ白になってしまってよくわからない。千尋が女装した男性かもしれないと考えてはいたけど、千尋が女の人が好きな女性かもしれないとは考えてもみなかったからだ。

（それって、それって）

　千尋の正体を暴あばくために、今まで自分がしてきたことが映画の予告編のようにダイジェストで再生されていく。人によってはそれを、『粉こなをかける』と言うのではないだろうか。

「あ、いたいた、春生ちゃーん!!」

　そのとき背後から、救世主が春生の名を呼んだ。それにすがるようにくるりと振り返り、手を挙げた春生だったが、一歩踏ふみ出す前に、その肩かたを軽く摑つかまれた。

　硬こう直ちよくする春生の耳元に唇を寄せた千尋は、こそっとささやいた。

「お風ふ呂ろが壊こわれたらいつでもどうぞ」

「な……っ」

　耳に吹ふき込まれた熱い息のくすぐったさと、その殺し文句に、思わず顔を赤らめて一歩飛とび退のく。

「春生ちゃん？　どうしたの？」

　小走りにやってきた吉香は、真っ赤な顔の春生を見て眉まゆを寄せている。

「ああ、吉香。実はね──」

「ななななんでもないよっ、吉香ちゃん！　な、何の用？　何を手伝ったらいいの？」

　一気に言い抜けて、春生は吉香の手を取るとそのまま通用口へと向かう。その後ろから、くつくつと押し殺した笑い声が追いかけてくるが、春生は構わずにずんずんと館やかたの中へと入っていった。

「どうしたの？　千広さん、笑ってるみたいだったけど」

「…………し、知らないっ！」




　──結論：千尋さんは立派だけど、油ゆ断だんのならない女の人です。
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　こんなにゆっくり日記が書けるのは、いつ以来だろう。少なくとも一か月前のページは、走り書きだったり半分寝ねながら書いたような字が混じってる。ちょうど新しい子たちが入ってきた頃ころで、手が増ふえるよりも手間が増えちゃってたっけ。

　でも、あの子たちも結けつ構こう一人で仕事見つけたりできるようになってきたし、私も人の使い方をやっとわかってきたし、これからはもうちょっと自由な時間が作れるかも。そうしたら、また前みたいに半休なんかももらえるようになるかな。

　そうしたら、まず一番に何をしよう。新しい服とか下した着ぎも買いに行きたいし、一年ほったらかしになってるキルトの布も買い足して、早いとこ、ベッドカバーを交こう換かんしたい。

　……でも、何か違ちがう気がするんだよね。何かが足りない気がする。年中無休で一日二十時間くらい働はたらいてた頃は、もっと心が躍おどるような何かをしたいっていっつも思ってたのに、あれは何だったんだっけ？

　──うわっ！　今その頃の日記読み返してびっくり！　噓うそみたい。私もう何か月も木き更さら津づさんの名前、日記に書いてないよ。っていうか木更津さんの存在をすっかり忘れ去ってた……。配達の人が替かわったってことは書いてあるのに、木更津さんには一行も触ふれてない。

　お休みが取れたらデートしたいって、そう思ってたのに、あの気持ちはどこ行っちゃったんだろう。ちゃんと恋こいしてたはずなのに。

　私もう、何か月も恋、してないんだ。








　佐さ倉くら公こう爵しやく家けの夜は遅おそい。

　仕事始めの時間が以前と比べて一時間遅くなったから──ではなく、新たにやってきた使用人四人の内三人が女の子だったからだ。

「──栗くり源もと伯はく爵しやくが吉よし香かちゃんの胸を鷲わし摑づかんだそのとき！」

　柏かしわ春はる生きは居並ぶ新人メイドたちに向かって左手を突つき出し、右手は背はい後ごの壁かべにバンと叩たたきつけた。

　使用人部屋といっても、お屋や敷しきの内の一部屋だから、春生如ごときの膂りよ力りよくで叩いてもびくともしない。ただ、そこに貼はられている紙がふぁさりとめくれ上がった。

　春生の背の半分ほどもあろうかというその白い紙は、縦じゆう横おうに線が引かれて、絵と文章が見み栄ばえよく並べられている。一番上には『佐倉邸てい早わかり新聞』なる文字が大書されており、第五号と横に添そえられていた。めくれあがった紙の下から覗のぞいているのは、バックナンバーと思われた。

「颯さつ爽そうと現れた真ま琴こと様が吉香ちゃんを救ったのでした」

　春生が手を置いたその場所には、鮮あざやかな色いろづかいの絵がある。描えがかれているのは春生の同どう僚りようである市いち川かわ吉香と、雇やとい主ぬしである佐倉真琴だ。涙なみだする吉香を背に庇かばう真琴という構こう図ずは、多分に乙女おとめ心ごころを刺し激げきするらしく、春生の前に行ぎよう儀ぎ良く並んで壁新聞を見上げているうら若き乙女たちは、目を輝かがやかせて春生の話に聞き入っていた。

「あのー」

　そのとき、一番右みぎ端はしの少女がおずおずと手を挙あげる。春生の配下たる掃そう除じ洗せん濯たく担当メイド、大おお原はら望のぞみだ。春生が指名すると、望は絵の左ひだり隅すみを指ゆびさして言った。

「その隅っこにいるのは誰だれですか？」

「隅っこ……？」

　壁新聞は取材から編集、発行まですべて春生一人で行っている。従したがって挿さし絵えも春生の手によるものだ。二人を引き立たせるために、デフォルメし尽つくした栗源伯爵を描いた記き憶おくはあるが、望が指しているのはそこではない。

　眉まゆを寄せ、あらためて挿絵を見やった春生は、その隅っこに抹まつ茶ちや色の髪かみのすらりとした青年が立っているのに気がついた。

（……あんなとこに人なんて描いたっけ……？）

　パーティーの出席者の中で青年と呼べるのは、当主である真琴一人だった。けれどその場にいた使用人の中に、青年がもう一人いた。

　今日の壁新聞で取り上げた昨年末のパーティーの少し前、佐倉邸にやってきた臨りん時じ雇やといの執しつ事じで、大事を前にぎっくり腰ごしを患わずらってしまった東とう金がね善ぜん一いちの甥おい・雅まさ成なりだ。当時はまだ執事養よう成せい機き関かんで学ぶ執事の卵だった。

　東金の快かい癒ゆに伴ともなって、一月もしない内に佐倉邸を去った雅成だったが、春を迎むかえて養成機関を無事卒業し、今度は臨時ではなく正式な執事見習いとして、ここへ戻もどってきた。あの絵の青年は、間違いなく雅成だろう。

「もしかして、雅成さんじゃない？」

　春生が言うより早くその正体を見み破やぶったのは、望と同じく掃除洗濯担当メイドの千ち倉くら光ひか里りだった。

「髪の色もだけど、すらっとしたあの感じ、いかにも鉄てつ骨こつ執事でしょ？」

「ああ、言われてみればそうかも……」

　光里の隣となりで目を凝こらしているのは、来客担当メイドの本もと埜の翼つばさだ。仕事のときは、直属上司の松まつ戸ど諒りよう子こも驚おどろくほど目め端はしが利きくのに、こうして同僚たちといるとどうしてもワンテンポ遅おくれてしまう。けれど、そんな翼でさえ気づいた雅成に、作者本人である春生が描いている時点で気がついていないというのは妙みような話だが、現場を再現しようとして、無意識のうちに描き込んでしまったのかもしれない。

「そ、そうそう、雅成さん。ここんとこの記事にも書いたけど、このパーティーでも大だい活かつ躍やくしたんだから」

「え!?　あの鉄骨執事が？」

「そう、あの鉄骨執事が。あのときは、今ほど固くなかったけどね」

　冗じよう談だんめかして言うと、少女たちはおかしそうにくすくすと笑う。

　執事も見習いもどちらも東金であるため、使用人たちは前者を東金さん、後者を雅成さんと呼び分けていたが、同期で入った少女たちは容よう赦しやなく雅成に陰かげのあだ名をつけた。それが鉄骨執事というもので、いついかなるときでも芯しんに鉄骨が入っているかのごとく、びしりと伸のばした背筋をからかったものだ。

　しかし、名は体を表すと言おうか、鉄骨執事と命名されてからの雅成は、まるで性格にまで鉄骨が入ってしまったようで、メイドたちと気さくに会話を交かわすこともない。去年の雅成は、特に吉香とは親しくしていたようだったのに、今ではそんな光景も見られなくなってしまった。

「春生さん？」

「え？　あ、ああ、ごめんごめん。ちょっとぼーっとしちゃった。それより、ちゃんとこの壁新聞も読んどくのよ。お客様情報も入ってるんだから」

「はーい」

　揃そろって答える二人に一歩遅れて声を上げた翼に、笑いが起きる。春生も笑いながら唇くちびるの前に指を立ててそれを諫いさめると、「おやすみなさい」とメイドたちの部屋を後にした。

　新人メイドがやってきて、早くも一か月が過ぎようとしていた。最初は失敗することも多かった新人たちも、徐じよ々じよにメイドらしく動けるようになってきている。

　彼女たちが一日も早くここに馴な染じめるようにと始めた壁新聞だったが、五号にして主だった佐倉邸の事件は出尽くしてしまった。だったらいっそ止やめてしまえばいいのだけど、メイドが増えたことで手に入った自由時間に、ああでもないこうでもないと壁新聞の構こう成せいを考え、記事を書き挿絵を描くその作業自体を、春生はすっかり気に入ってしまっていた。

「次は……やっぱり、このネタを仕上げるしかないか……」

　階段を下りながら、春生はポケットに忍しのばせていた手帳を取りだした。常に携けい帯たいしている、春生の愛用品だ。五枚の壁新聞も、この手帳片手に走り回って手に入れたネタを元に作られている。

　春生は赤いしおり紐ひもを挟はさんだページを開き、一番上に大書してある赤字を目で追った。

『ふくらみの謎なぞ──Ｅカップの噓うそを暴あばけ！　吉香ちゃんの胸を育てたものとは!?』

　それが、今春生が追っているヤマだった。

　三年前、この佐倉邸にメイドとして入って以来、先せん輩ぱいであり親友である吉香の胸を、すぐ側そばで春生は見つめ続けてきた。最初はＣだと言い張っていた胸はその時点で既すでに余よ裕ゆうのＤカップで、渋しぶ々しぶそれを認みとめる頃ころには、Ｅカップへの進化が始まっていた。

　そして現在、吉香はＥカップから増えていないと言っているが、春生の目はごまかせない。

「あれは絶対、Ｆの領りよう域いきに入ってるよね……」

　近頃新たにエプロンに刻きざまれるようになった縦たて皺じわ、メイド服に走る横皺、そして何より洗濯担当の春生の手元にやってくる吉香のブラジャーのホックのよれ──様々な証しよう拠こが、吉香のカップがなおも成長中であることを示しめしていた。

　過去の例からしても、そうした証拠の数々からしても、吉香がＦカップであることは疑う余地もない。だから、そんな事実を語っても、読者を惹ひきつけることはできないだろう。

　読者が気になるのは、吉香の今の胸のサイズではなく、どうやって今のサイズまで成長させたかということだ。中学を出たての少女たちにとって、これほど切実な話わ題だいはない。

　いや、十五歳さいの少女だけではない。十八歳の少女にとっても切実な話題だ。

　春生は見下ろした自分の胸に、ため息を落とした。

　三年もの間、春生はこの屋敷で、吉香とともに過ごしてきた。同じものを食べ、同じように働いていた。しかし、吉香の胸はＤからＦへと発はつ達たつし、春生の胸は頑かたくななまでに十五歳当時のサイズを維い持じしている。

　何がこの違ちがいを産うんだのだろうか。

　手帳には、思いつく限りの成長要よう素そが書き込まれている。



『　牛乳　　×↓

　　乳製品　×

　　お肉　　×

　　豆とう乳にゆう　　×

　　豆製品　×　』





　しかし、最初の方に書き連ねられた食べ物類には、軒のき並なみバツが付けられていた。すべて、かつて春生自身が胸にいいと聞いて、一時欠かさず食べてきたものだが、いまだその効こう果かは現れていない。

　念のため、吉香にも直ちよく撃げき取材を敢かん行こうし、これらの食べ物について尋たずねてみたが、特に欠かさず摂せつ取しゆしているというものはなく、豆乳に至いたっては飲んだことがないという。

　それで全部バツをつけてあるのだが、牛乳の下にだけ、小さく矢印が書かれている。これだけは何となく止めるきっかけが摑つかめず、今でも毎日必ず朝一番に飲んでいた。

「……もしかして、逆にこの牛乳が成長を妨さまたげてるとか……？」

　明日はいっそ飲むのを止めてみようかと心を揺ゆるがせながら、春生はその先を読み進めていく。

　入にゆう浴よく時じのマッサージと巨きよ乳にゆう体たい操そう、いずれも春生が日課としていることだ。胸に刺し激げきを与あたえることで大きくなるという、これも食べ物同様俗ぞく説せつの一種だったが、こちらにはバツでなく三角がつけられている。始めてからまだ日が浅く、物心ついてから飲み続けている牛乳ほどの年月を重ねていない。効果なしと言い切るには早そう急きゆうすぎると判断した。

「でも、どっちも吉香ちゃんはやってないんだよねぇ……バツよりの三角って感じ？」

　二つの三角の上を滑すべる指が辿たどり着ついたのは、メモ帳の中でもひときわ大きく、ひときわ目立っている項こう目もくだった。

　そこに書かれているのは『恋』の一文字。取り囲む何重もの円を指先でぐるぐると辿りながら、春生は唇くちびるを尖とがらせた。

「やっぱりこれが一番、って感じはするんだけどな……」

　物語の中では、恋人のいる女の子の胸は夜を過ごすたびに大きくなると言われている。確かにマッサージに負けず劣おとらず、恋も胸に刺激を一いつ杯ぱい与えているし、理にかなっていることだと春生は考えていた。

　誰かを想おもってときめくとき、恋する相手を見て高たか鳴なる瞬しゆん間かん、確実に胸には刺激が与えられている。想う相手と言葉を交わしたりした日には、全ぜん力りよく疾しつ走そうした後のように鼓こ動どうは速まり、胸が痛いくらいだ。

　豆乳や巨乳体操と違い、恋だけは吉香も春生と同じく経験している。唯ゆい一いつといってもいい共通項だけに、一番可能性の高い要素のように思えた。

　ただ、刺激の量が胸の成長速度と比例するとしたら、今頃春生の胸がＩカップくらいになっていてもおかしくない。たった一人の人を恋してきた吉香と違って、春生は恋多き乙女おとめだ。新しい恋は新しん鮮せんなときめきをもたらし、胸をふくらませる。

「あ……そっか……」

　ふくらむという言葉に、春生は大きなため息を吐ついた。同時に胸の辺りがへこむように、恋にふくらんだ胸は、その恋が破やぶれたときにしぼむものだ。恋多き乙女は同時に失しつ恋れんも多き乙女である。恋をした数だけふくらんでも、失恋の数だけしぼんでいては、プラスマイナスでゼロになってしまう。

　それが敗はい因いんだろうか……と肩かたを落としかけて、春生はぶるぶると首を振ふる。それなら、吉香とて同じと言ってもいい。去年、吉香が恋こい慕したう相手にはたくさんの婚こん約やく者しや候こう補ほが現れた。結果的に彼女たちはすべて去っていったけれど、だからといってその座ざに吉香が座すわることはありえない。ご主人様とメイドの恋なんて、物語の中ではいくつも語られてきたけれど、現実に成じよう就じゆすることはまずない。その現実を突つきつけられた吉香は、あの後ひどく落ち込んだようで、笑え顔がおを見せなくなっていた。

　明めい確かくな失恋というのとはちょっと違うかもしれないが、それに近いことが起こったのは確かだ。けれど、それでもなお、吉香の胸はふくらみ続けているのだから、失恋イコール胸の退化ということにはならないだろう。

「それとも……失恋する前に新しい恋をした、とか……？」

　吉香の恋のことは、春生が一番わかっているつもりだけれど、新しい恋、という言葉に春生の記き憶おくの扉とびらが開かれる。そこに、さっき望たちの部屋に貼はってきた壁かべ新聞の挿さし絵えがかぶった。

　年末のパーティーのためにやってきた雅成は、吉香と随ずい分ぶん親しくしていた。それは廊ろう下かで会って立ち話というレベルを超こえ、部屋を行き来するほどのものだ。春生も一度、吉香が雅成の部屋にいるのを見たことがある。

「……そういえばあのとき……！」

　吉香の全身はびしょ濡ぬれで、部屋の主である雅成はバスローブ姿でバスルームから出てくるところだった。何か口には出せないようなことが起こったとしか思えない状じよう況きようだったが、その後忙いそがしさに紛まぎれて、追つい及きゆうするのを忘れてしまっていた。

　あのとき既に、吉香と雅成ができあがってしまっていたとしたら。あのパーティーの後、吉香は以前のようによく笑うようになった。それが雅成との間に生まれた新しい恋のおかげなのだとしたら。雅成が正式に雇やとわれたことで、二人はずっと側にいられる。ときめき続ける吉香の胸は、急激に右肩上がりに成長した──十分にありそうな話だ。

　けして成就しない恋から、手の届くところでの新しい恋。これが、吉香の胸の謎を解く鍵かぎなのかもしれない。

「雅成さん……か」

　つぶやきと一いつ緒しよに下ろした足は、何な故ぜか階段を踏ふみしめず、何もない宙に振り下ろされ、バランスを崩くずした身体からだが景けい気きよく傾かたむいていった。

（……うそ！）

　手すりを求めて手を伸のばしたが、その手までもが空むなしく宙を搔かく。手すりの隙すき間まが怖こわくていつも階段のど真ん中を歩く癖くせが、こんなところで災わざわいするとは夢にも思わなかった。

　あと十段も下りれば何事もなく一階の床ゆかに辿り着けたのに、きっと明日の朝、変死体になって誰かに発見されるのだ。

（一番の早起きって……千ち尋ひろさん？──違う。最近は雅成さんだ）

　雅成は何があったのかと、死体の側そばに落ちていた手帳を拾い上げるに違いない。そして手がかりを探して読み上げるのだ。

『ふくらみの謎なぞ──Ｅカップの噓うそを暴あばけ！　吉香ちゃんの胸を育てたものとは!?』

（絶対いや──────────っ!!）

　雅成にそんなものを見られたら、死んでも死にきれない。なんとか手帳だけでも死し守しゆしなければと手を強く握にぎりしめたが、その手はただ拳こぶしを作るだけで、何も握ってはくれない。

　そういえばさっき、手すりを探して伸ばしたとき、既すでに手は空からになっていた気がする。一体どこに行ってしまったんだろうと後ろを振り返ろうとして、更さらに身体はバランスを崩してしまった。

「うへぁほぅ！」

　奇き妙みような声が漏もれ、これが断だん末まつ魔まというものかと頭の隅すみで考えながら、意識に幕まくを下ろしかけたそのとき、ぐん、と腹の辺りに強い力がかかって、急きゆう速そくに近づいていた床がこれまた急速に遠ざかった。

　何か確かなものを摑もうと、春生は自分の身体を支える腹のそれをぎゅっと両手で握りしめる。その瞬間、春生は思わず眉まゆをひそめた。

（……これって、腕うで……？）

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　耳元でささやくように言うのは、男の声だ。この屋や敷しきにいる男性は四人。

　当主の真琴は春生に敬語を使ったりしない。

　執しつ事じの東金はぎっくり腰という爆ばく弾だんを抱かかえていて、春生を支えることはできない。

　料理人見習いの花はな見み川がわ時とき矢やの声は、もっと高い。

（……わかってるくせに！）

　いちいち並べ上げなくても、この腕が誰のものか、とうにわかっている。まるで鉄骨が入っているかのように揺ゆらぐことのないこの腕の持ち主は──

「大丈夫です、雅成さん。あ、ありがとう……ございます」

　春生がやっとの思いでそう言うと、雅成はすぐさま腕を解き、春生から身を離はなした。

（……あれ？）

　今一いつ瞬しゆん、何かが春生の胸を横よこ切ぎっていったが、形を捉とらえる前に消えてしまう。何だったんだろうと首をひねった春生の視界に、しゃがみ込む雅成の姿が目に入った。

「この手帳は──」

「──あああああありがとうございますっ!!」

　雅成の手からひったくるようにして奪うばい返すと、春生はすぐさまポケットにその手帳をつっこむ。命が助かってもこれを見られたら元も子もない。

　雅成は一瞬、驚おどろいたように目を瞬しばたたかせたが、すっと立ち上がると、十五度かっきり身体を傾かたむけて会え釈しやくをした。

「足あし下もとには気をつけて。おやすみなさい」

「お、おやすみなさい……！」

　雅成はそのまま一階へと下り、ホールに続く廊下に姿を消す。遠くからドアの開閉する音が聞こえたのを確かく認にんしてから、春生はそろそろと、今度は慎しん重ちように階段を下りていった。

「……びっくりしたぁ……」

　思わずへたりそうになって、手すりの先せん端たんにとりすがる。まだ心臓がどくどく言っている。胸に手を当てて、深呼吸を幾いく度どか繰くり返してようやく鼓動は元の速さに戻もどったが、その手を雅成の腕の感かん触しよくの残るお腹にずらした途と端たん、不ふ規き則そくにどくんと鼓動が鳴った。

「な……なに!?」

　まだ変死体の恐きよう怖ふから抜ぬけ出しきれていないのだろうか。春生はぶるぶると首を振ると、静まりかえった深夜の廊下を、自分の部屋目指して駆かけ抜けていった。
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　吉よし香かちゃんの胸がＦカップになったのは、真ま琴こと様と何かあったからなのか、はたまた雅まさ成なりさんと新しい恋こいをしているからなのか……。

　去年のパーティーのときほど仲良くしているようには見えないけど、私の気づかないところでこっそり会ったりしてるのかな？

　──うーん、なんかこう、しっくりこないっていうか、胸がもやもやするっていうか、吉香ちゃんと雅成さんってどこかそぐわないっていうか──自分でも何書いてるのかよくわかんないけど、とにかく今の時点では付き合ってるとは絶対思えない。

　大体、あの鉄てつ骨こつ執しつ事じの雅成さんに、そんな器き用ような真ま似ねができるとも思えない。それに、いつも一番早くホールに現れるくせに、こないだの夜みたいにあんな遅おそくに館やかたの中うろうろしてるんだから、恋する時間なんてないんじゃない？

　雅成さんじゃなくて、花はな見み川がわさんって可能性もなくはないし……やっぱり地道に調べてくしかないか……。








　翌よく朝ちようのミーティングから、春はる生きの手帳は一枚めくられることとなった。前のページの『ふくらみの謎なぞ──Ｅカップの噓うそを暴あばけ！　吉香ちゃんの胸を育てたものとは!?』を解明するために、新たな謎解きに取り組むことにしたのだ。

　見出しは『もつれた糸──Ｆカップの元を辿たどれ！　胸ふくらます新恋人とは!?』としたが、その後ろに更さらに二つ、クエスチョンマークを追加してみる。新恋人はあくまで春生の立てた仮説でしかないからだ。

「東とう金がねさんはさすがにないとして、配はい達たつもオジサンばっかになっちゃったからなしだよね」

　手帳に吉香のお相手と思おぼしき人間の名前を書き出し、印しるしをつけていく。東金はバツ、配達はひとくくりでバツ、残ったのは花見川と雅成、そして一応列の最後尾に真琴の名前も足たしておいた。

「花見川さんとは厨ちゆう房ぼうでよく話してるよね。雅成さんとは……前よりも接せつ触しよくが減ってる。真琴様は──保ほ留りゆう、かな」

「応おう接せつ間まの灰皿を保留にしていたのは春生？」

「ひっ！」

　不意に肩かた越ごしに声をかけられて、春生は悲鳴を上げた。振ふり返ればメイド頭の館たて山やま千ち尋ひろが立っている。千尋の手にはすっかりきれいになった灰皿があり、それを見た春生は「あ」と口を開けた。

「すみません！」

「まだ次の来客まで間があったから。望のぞみと光ひか里りは？」

「えーっと望は客間の掃そう除じ、光里はアイロン掛けをやってもらってます」

「終わったら、一度私の所へ来るように言って。午後一番に、ちょっと頼たのんでおきたいことがあるから」

「はい」

　元気に答えて、さりげなく手帳をポケットにつっこみかけた春生だったが、何な故ぜかポケットに入っていかない。しかも重い。

（重い……？）

　そろそろとエプロンの下から左手を引き出すと、愛用の手帳はなく、大理石の灰皿が握にぎられている。応接間に置かれていた灰皿で、ついさっきまで千尋の手にあったものだ。

　慌あわてて千尋を見やれば、当たり前のように手帳を開き、最新の書き込みページを開いてふうんとつぶやいていた。

「い、いつの間に……！」

「『もつれた糸』ね。Ｆカップって吉香のこと？」

「それは、その……返して下さい！」

　春生は手帳に飛びつこうとするが、千尋は手帳を持った手を高く上げ、もう一方の手を春生の頭に載のせた。春生はなおも手帳を求めて床ゆかを蹴けったが、上うわ背ぜいのある千尋に抑おさえ込こまれては飛び上がることもできない。とりあえず必死に両手を伸のばして、千尋の腕うでにすがった。

「新恋人？　吉香に？」

「だからそれは──えいっ！」

「危ないって」

　春生の攻こう撃げきを避よけてのけぞった拍ひよう子しに、ぱらぱらと手帳がめくれる。それを見上げた千尋は、ゆっくりと目を細めた。

「ところで、この『ときめきの謎』っていうのは、解けたの？」

　その言葉に、春生はぎくりと身をすくめた。全身からいやな汗あせが噴ふき出していく。

　去年の秋頃ごろ、春生は一つの謎に取り組んでいた。対たい象しようは目の前に立つメイド頭で、その謎を解くために、最後はとんでもなく恐おそろしい目に遭あった。

　とりあえず謎の一いつ端たんが解かい消しようしたことで調査は打ち切りとなり、以後千尋には必要以上に近づかないことを己おのれに誓ちかったのだが、千尋の方ではまだ何か、含ふくむところがあるらしい。

「あー、えーっと、なんていうかそれは」

　しどろもどろになって必死に言葉を探していた春生だったが、ふっと頭にかかる力がなくなったのに気づいてそろそろと千尋を見上げた。千尋は今一度手帳を自分の手でめくっていたが、やがて、おとなしく様子を見守っていた春生の前に、すっと手帳を差し出した。

「……え？」

「仕事中は仕事に専せん念ねんしなさい。でないと馬に蹴られるよ」

「……はい？」

　千尋の言葉の意味がわからず、眉まゆを寄せて見上げると、千尋はああ、と小さくつぶやいて、口元をほころばせた。

「遠い国のことわざにね、あるんだ。『人の恋こい路じを邪じや魔まするヤツは、馬に蹴られて死んじまえ』ってね」

「えぇっ!?　う、馬に蹴られるんですか……!?」

「そういうこと。わかったらさっさと応接間の掃除。あと二十分もすれば蓮はす沼ぬま様がいらっしゃるから」

「もうそんな時間ですか!?　あの、えっと」

「口より手」

「はい！」

　ぺこりと会え釈しやくして、春生は応接間に駆かけ込こんでいく。左手に摑つかんだままの灰皿をテーブルの上に置いて、千尋から受け取ったばかりの手帳を広げた。

「……あれ？」

　吉香の新恋人候補として書き込んだ三人は、まだ無印だったはずなのに、印がつけられている。花見川には大きく二重にバツがつき、雅成の下にはレ点、そして最後の真琴の上に、大きな花丸が書き込まれていた。

「千尋さん、いつの間に……」

　手帳と灰皿をすり替かえた手しゆ腕わんといい、わずかの隙すきをついて書き込みまでするあたり、やはり千尋という女性は油ゆ断だんがならない。

「それにしても……真琴様が花丸……？」

　よくよく見れば、上の見出しの『新恋人』の『新』の部分も二重線が引かれている。これではまるで、吉香はいまだに真琴を想おもい続けているようにしか見えない。しかも、一方通行ではないかのようだ。

「そんな、まさか……」

　春生は夕べメイド部屋に貼はり出した壁かべ新聞の挿さし絵えを思い返した。パーティーの最中、ぬれぎぬを着せられ、とんでもない辱はずかしめを受けた吉香を全身で庇かばった真琴。あの場面で主人が使用人に対して取る態度としては、けして褒ほめられたものではない。それが真琴の気持ちの表れだとでもいうのだろうか。

「……ん？　そう言えば、夜の噴ふん水すい事じ件けんって、あのちょっと前だ……！」

　真冬の、しかも真夜中に、吉香が噴水に落ちたことがあった。あのとき、音に気づいた春生が駆けつけるよりも早く現場にいたのが、真琴だった。メイドたちの部屋から噴水のある前庭は、そう遠くはない。けれど、真琴の部屋では噴水に人が落ちた音など聞こえるはずがない。

「あれってやっぱり逢あい引びきだったのかな」

　色々あってそのことも追つい及きゆうしないままになっていたけれど、こうしてみると怪あやしい場面にいくつも遭そう遇ぐうしている。

　千尋の言う通り、本命は真琴なのか。

　それとも、バスルームで一いつ緒しよに濡ぬれていた雅成なのか。

「あー、もうどっちなの！」

　確かめられないもどかしさにどん、と足を踏ふみならした途と端たん、背後でごとりと何かが倒たおれる音がする。驚おどろいて振ふり返ると、サイドボードに飾かざられていた置物が一つ、倒れていた。慌あわてて駆け寄り、手に取った春生だったが、小さく悲鳴を上げて放ほうり出してしまう。

「う……馬……」

『人の恋路を邪魔するヤツは、馬に蹴られて死んじまえ』

　千尋の言葉が頭の中をぐるぐると回る。これもお蔵くら入いりにしなければならない謎なのだろうか。春生が背筋を震ふるわせながら、おそるおそる馬の置物に手を伸のばしたそのとき、応接間の扉とびらが開かれ、思わず悲鳴を上げてしまった。

「きゃあ！」

「……春生さん……？」

「え……？」

　入り口からこちらを怪け訝げんそうに窺うかがっているのは雅成だった。その顔にほっと息を吐つくが、跳はね上がった鼓こ動どうはなかなか元に戻もどらない。胸に手を当てて深呼吸を繰くり返す春生を、雅成が心配そうに見つめていた。

「どうかしましたか？」

「え、あの……馬が」

「馬？」

「馬に──蹴られるかと思って」

　つい思ったままを口にしてしまった春生だったが、雅成の眉み間けんの皺しわが深くなるのを見て、頰ほおを赤らめ、慌てて言葉を継ついだ。

「あ、あの違ちがうんです！　さっき、千尋さんに『人の恋路を邪魔するヤツは、馬に蹴られて死ぬ』って話を聞いたばっかりで、そうしたらこの馬が倒れて……あ！　私が倒したんじゃないんですけど、それはもう随ずい分ぶんと間が良かったもんだから」

（私、何言ってるんだろ！）

　言えば言うほどわけがわからなくなるのに、雅成はただ黙だまって春生の言葉を聞いている。そして春生の手元に視線をやると、得とく心しんしたようにうなずいた。

「これは元から少し欠かけていて、安定が悪くなっていたみたいです。今壊こわれたわけではなくてほら」

　歩み寄ってきた雅成は、倒れたままの馬の置物を取り上げ、その足を春生の方に向けた。雅成の言う通り、ひづめに欠けた部分がある。

「あ、あの……ごめんなさい」

「何な故ぜですか？　これは前から」

　不思議そうに問い返す雅成に、春生は思わず吹ふき出した。

「そうじゃなくて、さっきの悲鳴。驚かせちゃったんじゃないかって」

「いえ……何もなかったのなら、それで」

　そう言って雅成は、口の端はしに笑えみを浮うかべた。

（うわ……珍めずらしい……）

　それはごくごく小さなものだったけれど、確かに笑みだった。

　お客様に対しては控ひかえめながら笑顔を見せることもあった雅成は、同どう僚りようである使用人たちに笑いかけるようなことはほとんどない。臨りん時じ雇やといの頃ころは吉香と廊ろう下かの隅すみで笑い合ってる姿を目もく撃げきしたこともあったけれど、そんな明るい笑顔は正式採さい用よう後ご一度も見ていない。少し照れたようなその笑みは、かなり貴重なものだ。

「これは私が直しておきますから、もう蹴られたりはしないと思いますよ」

　そう言ったときにはもう笑みが消えてしまっていたから、それが冗談だと気づくのに一いつ拍ぱく遅おくれる。そうとわかって吹き出すと、またあの笑みが雅成の口元をよぎった。

「……あ」

　びっくりして乱れたままの心臓が、また一つ妙みような拍動を打つ。すっと胸に手を当て、小さく拳こぶしで叩たたいていると、雅成が怪け訝げんそうな表情でこちらを見やっていた。

「何か？」

「あ、あの、いえ、なんでも──あー、それを取りに、ここへ？」

「それもありますが、もうすぐ蓮沼様がいら──」

　その名前に、春生は目を見開いた。

「ああっ!!　そ、そうだった！　ご、ごめんなさい、すぐに」

「いえ、まだ時間はありますから。それでは、お願いします」

　きっかり十五度上半身を倒して、雅成は馬の置物を携たずさえて応接間から出て行った。その途端、すっと肩かたの力が抜ぬける。その拍ひよう子しに、春生は溜ためていた息をほうっと吐はき出した。

「……な、なんか……疲つかれた」

　千尋の言葉を体現するような馬の置物のせいか、あの珍しい雅成の笑みのせいか、短時間の間に振り回された春生の心臓は乱れきってしまった。

　何度か深呼吸を繰り返し、やっとのことで元の通りの鼓動を取り戻した春生だったが、サイドボードの時計が目に入って、うわぁと声を上げた。

「早く片付けないと！」

　馬よりも怖こわい蓮沼に、それこそめっためたに蹴られてしまう。

　春生はソファのクッションを取り上げ、形を整ととのえながら並べ直し始めた。
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　教きよう訓くん：人の恋こい路じを邪じや魔まするヤツは、馬に蹴けられて死ぬ（←千ち尋ひろさん談だん）




　……でもなんで馬なんだろう……？　牛とか虎とらとかでもいいのに。それとも、馬の足が一番殺さつ傷しよう能のう力りよくが高いとか？　なんにしても、ぞっとしない死に方だわ。

　でも、これって邪魔することになるのかな？　私はただ、吉よし香かちゃんの胸ばかり大きくなる理由を知りたいだけなのに……。恋することがその答えなら、そうだって確かく証しようが欲ほしい。私だって今までにいっぱい恋してきた。それなのに成長しない私の胸と吉香ちゃんのＦカップ、どこに違いがあるんだろう。

　……そりゃ、ここのところ忙いそがしくって、今はまともに恋なんかしてないけどさ。どきどきしたり顔がほてったり、そういう気持ちは誰だれよりもわかってる。でも、私の胸が勝てるのは千尋さんただ一人だし……。

　──やだ私、何考えてるんだろう。なんでこの場面で、あの人の顔が浮うかんでくるの!?　今はそんなことより、吉香ちゃんの胸のことに集中しなくちゃ。そろそろ第六号の制作にかからないと間に合わないし、ここは一つ、突とつ撃げき取しゆ材ざいを敢かん行こうするしかないのかな……。








　望のぞみと光ひか里りに邸てい内ないの掃そう除じを任まかせて、春はる生きは朝から庭に出ていた。秋ほどではないけれど、春は春で花が散るから、庭掃除はさぼれない。来月庭にわ師しが来る前に、少しでも見み栄ばえを良くしておかなくてはと、春生は大きな桜さくらの木の下で、竹たけ箒ぼうきを動かしていた。

　今け朝さ方がた少し雨があったから、落ちた花びらは湿しめって地面に張りついている。少し力を込めてざっざと箒で払はらっていると、少し遅おくれて追いかけるようにざっざという音が聞こえてきた。

「……吉香ちゃん？」

「ちょっと、時間空あいたから。随ずい分ぶん、桜落ちちゃったね」

「一昨日おととい、風が強かったからね。咲さいてるときはきれいなんだけど、こんな風に濡ぬれるとほんと、やっかいだよねぇ」

「そのあとは……アレ、だし」

　吉香が小さな声で言うのに、春生は吹き出してしまった。桜の花が咲き終わった後、招まねかれざる客が枝葉から降ってくるのだ。毎年のこととはいえ、地面を無数の毛虫が這はい回る光景に慣れる女の子はいない。

「でも、今年は男の人が何人かいるから、任せちゃおっか」

「花はな見み川がわさんは八や千ち代よさんが手放さないんじゃない？　雅まさ成なりさんはどうだろう……毛虫、大だい丈じよう夫ぶそうだよね」

　その名前が吉香の口から飛び出した途と端たん、春生の心臓がとくりと鳴なった。

「あの、さ、吉香ちゃん」

「なに？」

「その……雅成さんの、こと、なんだけど」

「雅成さん？」

「ほら、前に吉香ちゃん、雅成さんの部屋にいたこと、あったでしょ？」

「雅成さんの？　いつ？」

　花びらを掃はき寄よせながら、吉香は首を傾かしげている。

「いつって、あのときだよ。吉香ちゃんがびしょ濡れで出てきたとき」

「──ああ！　やだ、まさかまだ、なんかあったとか考えてないよね？」

　くすくすと笑いながら言う吉香に、なぜだか春生の胸はもやのようなものに包つつまれた。

「……だって、あの場面で何もないわけないでしょ」

「何かあるわけがないよ！　だってあのときは」

　言いかけて、吉香ははっとしたように口をつぐんだ。

「あのとき、は？」

「あ、あのときはなんていうか……そ、そう、雅成さん急な代理執しつ事じですごく大変で、それどころじゃなかったじゃない」

「それどころって？」

「だから、なんていうか……春生ちゃんの考えてるようなことは全然ないし、そ、そうだよ！　私たちだってものすごく忙いそがしかったじゃない」

「それはそうだけど……吉香ちゃんは結構、雅成さんと一いつ緒しよにいること多かったよね。なんか仲良さそうだったし、あの雅成さんが吉香ちゃん相手だと笑ってたりして」

「だってあれは雅成さんじゃ──」

　吉香はまたも途と中ちゆうで言葉を切り、今度はむにゃむにゃと曖あい昧まいに濁にごした。なんだか今日の吉香は、どうも歯切れの悪い話し方をする。

「吉香ちゃん、何か隠かくそうとしてるでしょ」

「えっ!?」

　その声が裏返っている。いよいよ怪あやしいと睨にらみ、春生はついに切り出した。

「私、わかってるんだよ。雅成さんのこと」

「え、ま、雅成さんのことって……？」

「怪しいと思ってたんだ」

　春生が言い切ると、吉香はぶんぶんと大おお仰ぎように首を横に振ふった。

「あ、怪しくなんかないってば！　だって、東とう金がねさんの甥おいっ子だよ？　全然怪しくなんかないじゃない」

「そういうこと言ってるんじゃないよ。吉香ちゃんのこと。私が気づかないとでも思った？」

　まっすぐに目を見つめると、吉香の瞳ひとみが落ち着かなげに揺ゆれる。絶対に何かある。春生はエプロンの上から、ポケットの中の手帳をぎゅっと握にぎりしめた。

「吉香ちゃん、雅成さんと……付き合ってるんでしょ？」

「…………………………はい？」

「わかってた。だって、最初っから、雅成さんって吉香ちゃんと一緒にいるときだけ、なんか雰ふん囲い気き違ちがったもん」

「えーっと、春生ちゃん……？」

「正式にここに勤つとめ始めてからは、きっと真ま琴こと様とのこととかいろいろ考えて、人前では目立たないようにしてるんだろうけど、多分、二人きりのときはあんな風に笑ったりとか、してるんだなって」

「あんな風って……あのーうしろ──」

「大だい丈じよう夫ぶ、誰だれにも言ったりしないから。本気の恋なら、邪魔したら馬に蹴られちゃうもん。本気なら、私……応おう援えんするよ。雅成さんと、吉香ちゃんのこと」

　胸の中のもやもやを振り払うように、春生はうなずいた。あとは吉香がうなずくのを待つだけだ。

　しかし、吉香は依い然ぜんとして落ち着かない様子で戸と惑まどったように首を傾かしげている。

「吉香ちゃん、本当に私、誰にも言わないから」

「そういうことじゃなくて、私、雅成さんとは何もないんだけど……」

「そんなはずないよ！」

「でも、本当に何もないし」

　吉香は上うわ目め遣づかいで春生を見やりながら、ちらりとその背はい後ごへ視し線せんを移す。一体何を気にしているのかと振り返った春生は、そこに立っていた人物を見て、ぱっかりと口を開けた。

「何をどう誤ご解かいしたのかわかりませんが、私と吉香さんの間には何もありませんので、応援は必要ありません。それから、千尋さんが探してましたので、前庭の方へお願いします」

　内容には激はげしく温度差のある前半と後半を、まったく一続きの文章として語った雅成は、きっかり十五度上半身を倒たおすと、館やかたの方へと引き返していった。

「い、いつから……」

「わりと最初の方から、かな。付き合ってるのかって聞いたときには、春生ちゃんの後ろにいたけど」

「だったら言ってくれればいいのに！」

「だって、私の言うこと聞いてなかったじゃない」

「それは…………そうだけど！」

「でも、これでわかってくれた？　雅成さんの言う通り、本当に何もないから安心して」

　にっこりと笑って、吉香は再び庭を掃き始めた。しかし春生は吉香の言葉の意味がわからず、眉まゆをひそめた。

「……安心？」

「春生ちゃんの邪魔はしないから。だって、馬に蹴られちゃうんでしょ？」

「馬？　え？　なんで私が……？」

「だって、雅成さんに彼女がいないかどうか、知りたかったんでしょ？」

「ち、違うよ！」

　叫さけぶように言ったものの、その瞬しゆん間かん、胸の中でもやもやしていたものが、何か形を為なそうとし始めたのがわかった。

（噓うそ……違うって、絶対！）

「多分、千尋さんや諒りよう子こさんも付き合ってないと思うし……あ、望ちゃんと光里ちゃんは魚屋さんがいいって言ってたよ、この間。わかんないのは翼つばさちゃんくらいかな。でも翼ちゃん、花見川さんと仲いいんだよねぇ。だから」

「……だから？」

「春生ちゃんが本気なら、私、応援するね」

「ほ、本気って、本気って何それ！　私別に雅成さんのこととか、そういうんじゃ」

「はいはい。続きは夜にでもお部屋でね。ほら、千尋さんに怒おこられちゃうよ。ここはやっておくから」

　春生の手から竹たけ箒ぼうきを取って、吉香はひらひらと手を振った。その拍ひよう子しに豊かな胸が揺れる。あの中に詰つまっているのは、雅成への想おもいではないのだ。

（だからって、私には……関係ないけど）

　言いながら、顔が勝手にほころんでしまう。それを吉香に気づかれたくなくて、春生は広い庭を館に向かって一気に駆かけ抜ぬけていった。
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　部屋のデスクに向かって、十分以上、真っ白なページを見つめていた春生は、ため息を吐ついて立ち上がった。

　せっかく日記を書くのに十分な時間ができたというのに、その肝かん心じんの日記が書き出せない。昼間、庭で吉香とやりとりした内容が、ちょっとした拍ひよう子しにぽっかりと浮うかんできて、くるくると頭の中を巡めぐっていく。

『雅成さんに彼女がいないかどうか、知りたかったんでしょ？』

　ただ、吉香のその胸をふくらませるものが何か、それが知りたかっただけなのに、吉香はそう解かい釈しやくしていた。

「……そんなんじゃ、ないのに」

　つぶやいた瞬間、恐おそろしいことに気がついた。

「もしかして雅成さんも、同じこと思ったりとかしてないよね!?」

　口に出して否定してはみたけれど、雅成の言葉を思い返せば、可能性は非常に高い。誤ご解かいとか応援の必要はないというあたりが、いかにもその質問に対する答えのように思える。

　春生はぶるぶると首を振って、バスルームへと向かった。吉香はまだ来ないようだし、先にお風ふ呂ろに入ってしまおう。気持ちを切り替かえるにもそれが一番だ。

　バスタブにお湯が溜たまり始めるのを確かく認にんしてから、春生は一いつ旦たん寝しん室しつへと引き返す。ヘッドドレスとそれを留めるピンは入り口脇わきのテーブルの上へ、エプロンとストッキングはひとまとめにしてとりあえずベッドの上へ。そしてワンピースは脱ぬいだらきちんとハンガーに掛かけ、開いたクローゼットの扉とびらに引っかけた。きちんとした手入れは入浴後に行うが、一通りブラシを掛けて埃ほこりを払はらっておく。

　スリップ一枚でガーターベルトをひらひらさせながら、部屋の中を右う往おう左さ往おうしている姿は、とてもじゃないが人には見せられない。一人部屋なればこそできる、大だい胆たんな行こう為いだ。

　ベッドの上に置いたエプロンとストッキングを持ってバスルームへ入り、まずはその二つを洗い籠かごへ、そして身につけていたガーターベルト、スリップ、パンツと重ね、外したブラジャーから、相あい棒ぼうであるレモン型のパットを取り出した。

　よく片方だけ行方ゆくえ不明になってしまうので、なくさないよう洗い籠の横の小さな箱に二つまとめて放ほうり込む。お下げを二本まとめてバレッタでアップにする頃ころには、ちょうどバスタブが泡あわで一いつ杯ぱいになっているという寸すん法ぽうだった。

　最後に眼鏡めがねを外はずして洗面台の上の棚たなに置いて、曖あい昧まいな視界の中、バスタブに歩み寄る。そうっと足先から入って、ゆっくりと身を沈しずめていくと、カモミールの香かおりが立ち上った。いつもはリラックスできるその香りも、今日はあまり効こう果かがないようだ。

「明日のミーティング、どうしよう……」

　今日はすれ違ちがいばかりでまともに顔を合わせなかったけれど、佐さ倉くら邸ていでは朝一番にミーティングがある。その場で春生は平常心を保たもてる自信がなかった。春生の気持ちは置いておくとして、その辺りはあとでちゃんと吉香に相談しておこう。

「よし！　悩なやむのは後々！　マッサージマッサージ！」

　ぱん、と軽く頰ほおを叩たたいて、春生は日課となっている胸のマッサージを開始した。明日の一センチのために、マッサージと巨きよ乳にゆう体たい操そうは一日たりとも欠かせない。

「大きくなぁれ、大きくなぁれ……」
















　呪じゆ文もんのようにつぶやいて、円を描えがくように胸のツボを刺し激げきしていく。せめてあと二カップ……いや、一カップでいいからサイズアップしたい。

　マッサージの後は、鉄アレイを手に巨乳体操へと移っていく。筋きん肉にく隆りゆう々りゆうになるほどの重さではないので、春生でもそれを手にしたまま腕うでを振ふり回すことができた。

「もう少し、負ふ荷か上げた方がいいかな……」

　お休みがもらえたら、もう一段上の鉄アレイを買ってみようか。そんなことを考えながら、左手から右手へと鉄アレイを持ち替え、腕全体で数字の八を描く体操を始めた、まさにその瞬間だった。

「えっ!?」

　一瞬で幕まくが下りたかのように、バスルームが暗くら闇やみに包まれた。外もすっかり日が落ちて、月も見えない夜だから、窓からの明かりも入っては来ない。

「……停電……？　ブレーカー？」

　どちらにせよ、確認せねばならない。おそらく既すでに誰かが地下に下りてチェックしているだろうが、その後館中を点検して回るのだ。人手がいる。

　春生は眼鏡を置いた洗面台の棚へと手を伸のばそうとするが、持っていた鉄アレイが邪じや魔まで棚の上を探さぐれない。とりあえずその棚に鉄アレイを置き、あらためて眼鏡を探そうとした春生は、かしゃん、と乾かわいた音がしたのに気がついた。

「やだ……眼鏡だ！」

　探すつもりで棚から払い落としてしまったらしい。ゆっくりとした動きで棚の上を隅すみ々ずみまで探るが、載のっているのは鉄アレイ一つきりで眼鏡はない。やはり先さき程ほどのあの音が、眼鏡が落ちた音だったのだ。

　春生はため息を吐ついて、鉄アレイを持ち上げ──ようとしたが濡ぬれた手は鉄アレイを摑つかみきれず、細い棚の上でバランスを崩くずした鉄アレイはそのまま落下していく。一いつ瞬しゆんのち、ずんと床ゆかを打つ重い響ひびきが春生の耳じ朶だを打ったが、同時に何かが潰つぶれたような鈍にぶい音も聞こえてきた。

「……噓うそでしょ……」

　同じ場所から同じように落っこちた物は、同じ辺りに落っこちるらしい。

　わずかな希望にすがって床に手を出しかけた春生だったが、割れていたら破片で指を切る可能性だってある。寝室へ戻もどれば予備の眼鏡もあるのだし、わざわざ危険を冒おかす必要はない。

　小さなため息を一つ、バスタブに落とした後で、今度はバスローブをかけた衝つい立たての方へ手を伸ばす。しかしそこに、柔やわらかなパイル地の感かん触しよくはなかった。

「あー！　しまった！」

　部屋に戻る前にリネン室から取ってこようと思っていたのに、すっかり忘れていた。しかも、吊つり戸と棚だなからバスタオルを下ろすのも忘れている。

　春生はあきらめて、バスタブから出た姿のまま、バスルームの扉へ向かってゆっくりと慎しん重ちように歩き始めた。

　徐じよ々じよに目は闇に慣なれ始めていたが、元の視力が悪ければ、慣れたところで何も見えない。それでもこの部屋で暮らして一年以上になるから、目をつむってたって、寝室へは辿たどり着ける。

「なかなか点つかないな……」

　点検に手間取っているのだろうか。暗闇の中、なんとかバスルームの脱だつ出しゆつに成功した春生は、次の目標を、予備の眼鏡を置いているチェストに変へん更こうした。扉の脇にあるから、これはすぐに見つかる。けれど、しばらく予備の眼鏡を出していなかったから、何段目の引き出しに入れていたかが思い出せない。手探りで一段ずつ引っ張り出し、端はしから中身を確認していくが、似たような小箱ばかりが入っていたりして、眼鏡はなかなか見つからない。

「おっかしいな……確かこの辺に……」

　三段目の引き出しの奥おくから細長い箱を引っ張り出した春生は、ほっと息を吐いた。間違いない。今度こそ、予備の眼鏡だ。

　そのとき、ノックの音が響いた。きっと約束をしていた吉香が、気にして寄ってくれたのだ。

　眼鏡の箱を手探りで開けながら、春生は「はい」と応答する。扉が開かれ、その隙すき間まから懐かい中ちゆう電でん灯とうの光が差し込んでくる。小さな光だけれど、この闇の中では安心感を与あたえてくれる。春生は眼鏡を摑み、そのほのかな灯あかりに向かって立ち上がった。

「うわっ！」

　ちょうど扉が開かれたその瞬間、何の前まえ触ぶれもなく、電気は復ふつ旧きゆうした。闇よりになっていた目が、すぐに対応できずに真っ白く弾はじける。何度か瞬まばたきを繰くり返し、眼鏡を掛かけた春生は、一体なんだったのかと吉香に尋たずねようとして、開きかけている扉を更に大きく開けようと手を掛けた。

「吉香ちゃん、今のって停電だったの？　眼鏡が──」

　それ以上は続けられなかった。そこに立っていたのは、吉香ではなかったからだ。

　しかも、よりにもよって対応策を吉香に相談するまでは顔を合わせたくないと願っていた雅成だった。懐中電灯を下げた雅成は、瞬きもせず春生を見つめている。それだけでも十分に様子がおかしかったが、更に雅成は顔中からだらだらと汗あせを流していた。

「あのぉ……」

　声をかけようとして、春生はやっとその脂あぶら汗あせの理由に思い至った。

　扉を開けた途と端たん、全身に感じたひやりとした空気。ぽたぽたと身体からだからしたたり落ちる雫しずくからは、カモミールの香りが立ち上っている。

　バスローブもバスタオルも用意し忘れた春生は、バスルームからここまで、バスタブにいたそのままの姿でやってきている。ただ一つ違っているのは、あそこでは外していた眼鏡を掛けているというその一点のみだが、今はむしろ、焦しよう点てんなんて合わせていたくはなかった。

「……っ」

　悲鳴を上げるために、たっぷり息を吸い込みたいのだが、うまく息が吸えない。それは目の前に立ちつくす雅成も同じようで、浅い呼吸を繰り返すと、雅成らしくもない小さく擦かすれた声で「復旧しました」とつぶやいて、くるりときびすを返した。

　呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を追ってしまった春生だったが、はっと我われに返って扉を閉める。しかし残っていた力はわずかに足りず、隙間を十センチほど残し、春生は裸はだかのままぺたりと扉の前に座すわり込んでしまった。

「みら……れ、た……」

　わずかに残った扉の隙間から、そのとき、どすんという鈍にぶい音が響いてきた。と同時に「雅成さん！」とか「しっかりして！」というメイドたちの声が聞こえてきたが、言葉はただ耳を素す通どおりして消えていく。

（……絶対ばれた……ＣじゃなくてＢだって絶対ばれた……！　寄せて上げて足してたって絶対ばれた……！）

　これですべてが終わってしまった。吉香は応おう援えんしてくれると言ったけれど、こればっかりはどうにもならない。

　自分でそうだと認めるより先に終わってしまった恋は初めてだ。

「恋……」

「春生ちゃん、雅成さんが……春生ちゃん!?」

　駆け込んできた吉香が、一いつ糸しまとわぬ春生の姿に素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ちょ、ちょっとどうしたの!?　なんでこんなとこで」

「……もういいの……」

「いいって何が！　雅成さんも倒たおれちゃったし、春生ちゃんまで──ってもしかして一いつ緒しよだった？」

　吉香は廊ろう下かと春生の間に忙せわしなく視線を走らせながら、表情を曇くもらせていく。それに合わせて揺ゆれる吉香の胸がおかしくて、春生は小さく笑った。

「……雅成さん絶対気づいたよ、Ｂだって」

「………………え？」

「パット使った偽にせ乳ちちだって……吉香ちゃんみたいな天然モノじゃないって」

「そこ!?　っていうかそんなピンポイントで捉とらえる話じゃない気がするんだけど！」

「いいよ、吉香ちゃん。慰なぐさめてくれなくて。私なんて所しよ詮せん、レモンパットがなければ生きていけない女の子だもん……」

「だからね、春生ちゃん……あー、その前に服、じゃなくてタオルタオル！」

　ぱたぱたとバスルームに駆け込む吉香を目で追っていた春生は、そのとき廊下を走り抜ぬけていく若いメイドの足音に、まったく気がついていなかった。
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　恋が胸をふくらませるのなら、世の中にレモンパッドなんて存在しない。恋するだけでふくらむくらいなら、巨きよ乳にゆう体たい操そうなんて考える人はいない。なんで恋れん愛あい小説の中の女の人は、デートするだけで胸が大きくなるんだろう……やっぱりそれって所詮作り事なのかな。

　壁かべ新聞、どうしようかなぁ……六号はこのネタで、って思ってたけど、結果はわからずじまいだし。正直それどころじゃないし。しばらくは恋も手帳も壁新聞も、馬にお預あずけするしかないかな……（泣）。








　春はる生きは重たい身体からだを引きずって、ミーティングの行われる玄げん関かんホールへとやってきた。結局朝までまんじりともせずに過ごしてしまったから、今日は一番乗りだ。はぁと大きなため息を落とすと、それにかぶさるように、玄関ホールに一番近い部屋の扉とびらが開かれた。

「おはようございます」

「……おはよう、ございます……雅まさ成なりさん」

　いつも通り冷れい静せいな声こわ音ねの雅成と違ちがって、どうしても言葉に詰つまってしまう。それでも、ちゃんと言っておかないとと意を決し、春生は雅成に近づいた。

「あの！」

「はい」

「昨日のことなんですけど」

「……はい」

　少し低まった声が怖こわくて春生はうつむき、目をつむったまま一気に言い放つ。

「私、騙だますつもりとか全然なくて、ていうか女の子の胸にはパットって標ひよう準じんん装そう備びされてて、あ、もちろん吉よし香かちゃんは天然だし、千ち尋ひろさんはそういうのは全然気にしないタイプだから、全部が全部ってわけじゃないんですけど、でも、誰だれかを騙すためじゃなくてあれはなんていうかその……あ、そ、そう！　女のたしなみっていうか……ち、違うな、そういうんじゃなくて、でもＣ……じゃなくて限りなくＣに近いＢとか、あ！　あの、Ｂだけの話じゃないんですよ？　あくまでこれは一例で、私がそうっていうことじゃなくて……雅成さんにはＢに見えたかもしれませんけど、あれはその、いえっ、そうっていえばそうかなーっていうか、ぎりぎりそうじゃないかなーみたいな」

　言えば言うほど言葉は散ちらばって支し離り滅めつ裂れつになってしまう。きっとこんな自分に、雅成は昨日以上に呆あきれているだろうと思うと、とてもじゃないが目を見れない。

「だから──」

　急に影かげが差したような気がして、なんだろうと目を開けた。しかし、顔を上げる前に何かに覆おおい被かぶさられて、たたらを踏ふんでしまう。

「ま、雅成さん……!?」

　上背のある雅成を春生一人で支えきれるはずもなく、春生は雅成を抱かかえたまま後ろへ倒れていく。ごつんと音を立てた頭が痛くて、そのまま動けずにいると、「きゃあ！」と賑にぎ々にぎしい声がして、ばたばたと忙しない足音が響ひびいた。

「翼つばさちゃんのあれ、本当だったんだね」

「え、でも『鉄てつ骨こつ執しつ事じを卒そつ倒とうさせたミラクルボディ』って服着てるのに!?」

「そこはほら、サイズじゃなくて形だから」

「ちょっとやだぁ、望のぞみちゃんったら。まだ朝だよ、朝！」

　春生と同じく深緑のメイド服を身にまとった望と光ひか里りが、ホールに下りる階段の途と中ちゆうできゃあきゃあとじゃれ合いながらこちらを見下ろしている。

（鉄骨執事を卒倒？　ミラクルボディ……？）

　寝ね転ころがったまま、首だけ起こしてその鉄骨執事を見下ろそうとした春生は、よりにもよってコンプレックスの塊かたまりの上に顔を載のせている雅成に気づいて、沸ふつ騰とうしそうになる。

「え!?　ちょっと、雅成さん!?」

　雅成は首筋まで朱に染めて、完全に気を失っている。さっきまでは普ふ通つうに挨あい拶さつもして、普通に受け答えしていたはずなのに、一体何があったのか。

「二人とも、見てないで手を貸して！」

「でも、お邪じや魔まだから……ねぇ？」

「お邪魔とかじゃないから！　雅成さん、しっかりして下さい！」

　その大声に呼ばれたのか、そもそもがミーティングの始まる時間だったからか、ホールには続々と使用人たちが集まってくる。その中央で、まるで雅成に押おし倒されているかのごとく倒れている春生に、皆が目を丸くしている。

「春生ちゃん!?　なにやってんの!?」

「吉香ちゃあん！」

　手を貸してくれたのは吉香と、後からやってきた千尋で、なんとか雅成の下から抜ぬけ出した春生は、いまだに真っ赤な顔で倒れている雅成を見て眉まゆを寄せた。

「雅成さん、どうしちゃったの……？」

「春生は知らないのか……昨日彼、停電のときに倒れたんだよ」

「停、電……」

　つぶやいて春生は、吉香と顔を見合わせた。

「今みたいに顔真っ赤にして脂あぶら汗あせだらだら流して。なんかお化ばけとか、すごいもの見たんじゃないかって言ってたんだけど」

「お化け……」

　今度のつぶやきは吉香で、一いつ拍ぱく置いた後ぷっと吹ふき出した。しかし、春生を気にしてすぐに口元を押さえ、笑いを必死に堪こらえている。

　雅成が見たのはお化けじゃない。一いつ糸しまとわぬ春生の姿だ。

（……ってもしかして私の裸はだか見て倒れたの!?　今倒れたのってまさか──）

　言い訳するのに夢中になって気がつかなかったが、随ずい分ぶんと赤せき裸ら々らに胸の話をしていたような気がする。それでゆうべの『すごいもの』を思い出して倒れてしまったんじゃないだろうか。

「鉄骨執事がぐにゃんぐにゃんですね、春生さん」

　ようやく階段から下りてきた望の言葉に、光里もにやにやしながら相づちを打つ。

「さすがミラクルボディ」

「……ねぇ光里、さっきもミラクルボディって言ってなかった？」

「え？」

「鉄骨執事を卒倒させたって。お化けとかじゃなくて、なんでミラクルボディなわけ？」

　眼鏡めがねの奥おくから睨にらみつけると、光里の笑いは引っ込み、首をすくめる。促うながすように睨み続けると、観かん念ねんしたように望と顔を見合わせた。

「六号の見出しです。そこに、そう書いてあったから」

「六号って……壁新聞？　私、作ってないけど」

「翼ちゃんが、昨日作ってくれたんですよ。絵は春生さんほど上手じようずじゃないけど、臨りん場じよう感かんがあって」

「臨場感？」

　春生が首をひねったところへ、西せい翼よくの廊ろう下かから翼が現れた。

「おはようございまーす。あれ？　ミーティング、まだでした？」

「翼……ミラクルボディって、なに？」

「え……っ」

「壁新聞って、なに？」

「え、あの……えっと」

　いつもはただのんびりとして、皆から一拍遅おくれる翼なのに、そのときの判断は早かった。すぐにくるりと向きを変えると、そのまま西翼奥の階段に走り込み、駆かけ上がっていく。逃にがすわけにはいかないと、春生はその後を追っかけていくが、数歩の差が埋うめられない。

「つーばーさぁ────！」

「ごめんなさぁーい!!」

　三階までノンストップで駆け上がった翼は、まっすぐメイド部屋に突とつ進しんする。ドアを閉めることも忘れ、壁にとりついている翼にようやく追いついて、春生は今にも破やぶり捨てられそうになっていた壁新聞を、翼の手から奪うばい取った。

「……なによこれ───────っ!!」

　光里の言うように、トップ記事は『鉄骨執事も卒倒のミラクルボディ』だ。タイトル以上のインパクトを与あたえているのは新聞の半分以上のスペースを占しめる挿さし絵えで、会え釈しやくの十五度に上半身を倒した雅成の前に、何な故ぜか得とく意い満まん面めんといった表情で素すっ裸ぱだかの春生が仁に王おう立だちしている光景が描えがかれていた。

「こんなことしてないわよ！」

「で、でも、裸は見せてたし」

「……あんた、他にこんな新聞作ってないわよね？」

「つ、作ってません！　それだけです！」

　春生は勢いきおいよく縦に二枚に割さくと、ついでにその下にあった春生お手製壁新聞五枚もはぎとった。

「今後は壁新聞禁止！　見つけたら馬の後ろに立たせるわよ！」

「……は？　は、はい」

　混乱した表情でとりあえずうなずいた翼をその場に残し、春生は西翼の階段を下りていく。何気なく手の中の六号をちらりと見やった春生は、さっきはまるで眼がん中ちゆうに入らなかった記事の一文に釘くぎ付づけとなった。

「『鉄骨執事も春生嬢じようにかかれば骨抜き！　確実に脈アリな話題のカップル、今後の展開も目を離はなせません』……確実に、脈アリ……？」

　始まる前に終わったと思っていたのに、それは早そう計けいに過ぎなかったのか。ミラクルボディは捏ねつ造ぞうにしても、春生を見て倒れたというのは、そこに何らかの鉱こう脈みやくが眠ねむっていると考えてもいいのだろうか。

「……もしかして、始めてもいいのかな……？」

　花は散り、若葉の頃ころ。冬の間眠っていた恋心が、双ふた葉ばと一いつ緒しよに芽め生ばえたのかもしれない。

　春生はミラクルボディの小さな胸に手を当てる。何がここをふくらませるのか、自分自身で検けん証しようしてみるっていうのも、悪くない。

　手の中の壁新聞をまとめてくるくると丸め、春生はうきうきと壁を叩たたきながら、玄関ホール目指して下りていく。




　そこでは、口止めを忘れたかしましい少女弁士が二人、お化けの正体について熱弁を振ふるっていることなど、知る由よしもなかった。
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　既すでに花はすっかり落ちきって名残なごりもなく、青々とした葉が木々に茂しげっている。その葉が地中から吸すい上げた水を放っているのか、空気は潤うるおって瑞みず々みずしい。

　市いち川かわ吉よし香かは胸一いつ杯ぱいに空気を吸って、思わず口元をほころばせた。

　こんな風に街まちに出るのはどれくらいぶりだろうか。知らない世界の知らない街を歩いたのを除のぞけば、一年以上になるかもしれない。

　新しくやってきたメイドたちも佐さ倉くら邸ていのやり方に慣なれてきて、いくつかの仕事は任まかせきりにすることもできるようになった。そうでなければこんな風に、私用の買い物をするなんて無理だったろう。

「あ、あれ？」

　たった今買い物を済すませたばかりだというのに、肝かん心じんの買った物を入れた袋ふくろがない。手に提さげているのは財さい布ふなどが入った小さな鞄かばんと、ここへ来る前に寄よった店の袋が一つ。真ま琴ことが修しゆう理りに出していた万まん年ねん筆ひつを受け取るというのが、今回の外出の目的だ。

　しかし真琴は、そのついでに半日の休みを取るようにと命じた。他のメイドたちが順じゆん繰ぐりに休みを取っても、吉香だけが頑がんとして取らないでいたのが、どうにも気に入らなかったらしい。吉香の性格をよく知っている真琴は、命令という形で休きゆう暇かを取らせたのだった。

　その真琴の心こころ遣づかいに感謝しながら、随ずい分ぶんと前から入り用になっていたけれど、忙いそがしさにかまけてなかなか買いに来られなかったものを、今し方買ったばかりなのだ。

「お客様ー！　お客様ー！」

　呆ぼう然ぜんとする吉香の背はい後ごから、息を切らせて駆かけ寄ってくる女性がいる。それが、さっきまで接せつ客きやくしてくれていた女性だと気づいて、吉香は頰ほおを赤らめた。

「す、すみません！　私、お店に──」

「ええ。お忘れになられたようですので」

　差し出された紙袋を受け取り、吉香は中を覗のぞき込む。中には水色の袋が三つばかり入っている。

「数は大だい丈じよう夫ぶですよね？」

「はい！　あの、本当にすみませんでした」

「いえいえ、こちらこそ。それより──」

　女性はちらちらと辺りを見回し、声を低めて続けた。

「いつまでも小さいサイズに詰つめ込こんでいると形が悪くなりますから、今度は早めにお越こし下さいませね」

「はい……ってそんな、ここここ今度はないですから！」

　吉香が顔を真っ赤にして首を横に振ると、女性は小さく笑い、頭を下げながら元来た方へと去っていった。

「……もう、私のばか……」

　つぶやいて、再び紙袋に目を落とした。水色の袋はふっくらとふくらんでいる。中に入っているのは、今までよりも一つサイズの上がったブラジャーだった。胸が大きくなったというよりは、瘦やせてアンダーが減へってしまったことによるサイズアップなのだけど、気づいたきっかけは春はる生きの猛もう攻こうだった。

　何な故ぜか人のブラサイズに異い様ように目ざとい春生から、「大きくなったよね？　ＥじゃなくてＦじゃないの？」と追つい及きゆうされ、そのたびにそんなことはないと返していたのだが、ある日ホックがかけにくいことに気がついた。

　それから既すでに半年以上経たっている。サイズはＦよりのＥから完全にＦへと進化して、ブラはすっかり合わなくなっていた。いずれ買いに出なくてはならないと思いながらも、休みを取るなんてことが考えられないまま、ここまで来てしまったのだ。

　さっきの女性にも試し着ちやく時じに軽く呆あきれられ、勧すすめられるままに三着も買ってしまったが、またぞろ春生の興きよう味みを引いてしまうことだろう。

「タグ、切っといたほうがいいかも……」

　吉香はため息混まじりにつぶやいて、顔を上げる。さっき見上げたばかりの青あお葉ばがさやさやと揺ゆれて、まるで吉香に笑いかけているかのようだ。他に考えるべきことはいくらもあるのに、友だちにカップのサイズを知られない方法に頭を悩なやませている自分が恥はずかしくなる。

　微笑ほほえんで歩き出そうとしたとき、その樹きの陰かげに人がいたことに初めて気がついた。

（あ……）

　年の頃ころは吉香よりも五つか六つ上だろうか。立っていればすぐに気づいたかもしれないが、その青年は車椅い子すに腰こしを下ろしていた。

　柔やわらかな紅茶色の髪かみをした青年はその状じよう態たいのまま、地面に手を伸のばしている。勢いきおいをつけるように身体からだを左右に揺らしながら手を伸ばすので、そのたびに車椅子がぐらついて見ている吉香の方がひやりとした。

　青年の視線の先を辿たどった吉香は、駆け寄ってその足あし下もとにしゃがみ込んだ。地面に落ちていた黒く平べったいものを拾い上げ、青年を見上げると、青年はびっくりしたように目を見開いて、吉香を見つめていた。

「あ、あの……これ、落とされましたか？」

　拾った物を差し出して声を掛かけると、青年は目を瞬しばたたかせ、ぎこちなくうなずく。その膝ひざの上に載のっていた物を見て、吉香は手の中のそれが何なのか、やっと気がついた。

「そのカメラのですか？」

「え……あ、はいそうです。うっかり落としてしまって……ありがとうございます」

　少し擦かすれた声でそう答えると、青年は吉香の手からカメラのキャップを受け取った。

「いえ。それでは」

　軽く会え釈しやくして立ち去る吉香の後ろから、小さな音が聞こえた気がした。シャッター音のようでまさかと思いながらも振り返ると、カメラは青年の膝の上に置かれたままだ。吉香に気づいた青年が頭を下げるのに、いささか気まずい思いを抱いだきつつ、吉香も頭を下げた。

（私を撮とるはずがないのに……失礼なこと考えちゃったわ）

　今度は振り返らずに、まっすぐ前を見て歩く。真琴の用事は済んだし、自分の用も終えた。あとはみんなへのお土産みやげに何か甘あまい物でも買ってまっすぐに帰ろう。

　お休みはまだ始まったばかりだけれど、吉香は既に持て余していた。吉香にとって佐倉邸以上に──真琴の側そば以上に、安らげる場所など他ほかにはなかった。
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　ベルを鳴らそうとして、佐倉真琴は手を止めた。押おせばすぐに、厨ちゆう房ぼうで香かおり高いコーヒーが淹いれられ、この書しよ斎さいまで運ばれてくることはわかっていたけれど、目的はコーヒーではない以上、今は無意味な行こう為いだ。

　いつもなら、押すまでもなく頃合を見計らって現れる真琴付きのメイドは、真琴自身が下した命によって、外出中だった。まだ出かけて二時間も経たっていないのに、早くも後こう悔かいし始めた自分に、苦い笑みが洩もれる。

　こんな自分だから、吉香は無休で働き続ける羽は目めになったのだ。両親が生きていた頃、まだ真琴が単なる嫡ちやく子しであって公こう爵しやくではなかった頃は、吉香も決められた休日には他のメイドと連れ立って買い物に出ることは当たり前のようにあった。人手が足りなかったついこの間までは仕方がないにしても、新しいメイドも入って新体制もできつつある今、休みを取っていないのは吉香一人きりだった。

『本当にお休みなんていらないんです』

　そう言った吉香の微笑みに噓うそはなかった。でも、そうさせてしまうのはやはり自分だ。

　真琴は公爵で、吉香はそれに仕えるメイドで、二人の関係を語るそれ以上の言葉はない。

　あの雪の日、真琴は気持ちを言葉にして、想おもいを熱を込めて吉香に伝えたけれど、男女の区別すらなく遊んでいた頃のような、ただの幼おさな馴な染じみにはどうしたって戻もどれない。それをわかっていながら己おのれの気持ちを口にしてしまったのは、傲ごう慢まんに過ぎなかったのかもしれない。

「吉香……」

　ベルにはこんなに簡単に手が伸ばせるのに。小さく笑って、真琴はやはり鳴らさずに手を引っ込める。そのとき、そのすぐ脇わきにある電話が鳴り出した。

　ちらりと時計を見やって眉まゆをひそめる。書斎の回線は最近仕事用に引き直したもので、他の部屋とは番号が違ちがっている。ここに直通でかかってくるのは仕事関係の電話ばかりだが、今日は特に予定には入っていない。

　訝いぶかりながらも真琴は、受話器を取り上げた。

「はい」

『真琴君かい？　一いち宮のみやだが……わかるかな』

「一宮……侯こう爵しやく？　ええもちろん！　いつもお世話になっております」

『いや、世話になっているのはこっちの方だ。書類では随ずい分ぶん親密にやりとりさせてもらっているが、こんな風に電話するのは久しぶりだね』

　一宮は電話の向こうで声を立てて笑った。

　仕事関係の電話を知る彼は、佐倉貿易の取引先の社長だ。父の代から付き合いがあり、大小様々な波に襲おそわれた佐倉貿易と、変わることなく取引を続けてくれた相手でもある。仕事以外でも家同士、長きにわたって親交があった。

　七年前、一宮侯爵は家族を連れて仕事と生活の拠きよ点てんを海外に移うつしてしまい、以来、直接顔を見る機会は随分と減へってしまったが、それでも真琴にとっては信しん頼らいできる同業者であり、親しい友人の一人でもあった。

「お元気でらっしゃいますか？　そちらはまだ、寒さむいのではないですか？」

『いや、随分といい日和ひよりだ。実は今、こちらに戻ってきているのだよ』

「そうだったんですか。お仕事で？」

『……そうではなくてね。そのことで一つ、君に折り入って相談があるんだ』

　不意に声の調子が変わった一宮に、真琴の表情も曇くもる。ここ一か月ばかり、一宮からこうして直接連れん絡らくが入ることがなくなっていた。会社同士は変わりなく何の滞とどこおりもなく業務が遂すい行こうされていたが、仕事以外のところで何かあったのではと心配していたのである。

『旭あさひを、覚えているかい？』

「ええ、もちろん。小さい頃はよく遊んでいただきましたし、旭さんの馬にも乗せていただいたことがあります。競きよう技ぎ会かいにも一度、旭さんのご厚こう意いで顔を出させていただいたことが」

　真琴はその日のことを思い返して微笑んだ。

　侯爵の嫡ちやく子しでありながら、家にいるより馬ば房ぼうにいることの方が多いとよく一宮が愚ぐ痴ちっていたほど、馬好きの青年だった。真琴より六つ年が上で、真琴が物心ついた頃にはもう、馬上にあった。

　馬術の競技会に出るようになったのはもちろんもっと後のことだが、その才さいに長たけ、何度も優ゆう勝しようを飾かざっていた。一度間近で見てみたいと言った真琴の要望を叶かなえ、コースに近いところで観戦させてもらったことがある。

　たしなむ程度にしか馬術をしない真琴が、初めて人馬一体という言葉を目の当たりにした日だ。人と馬とはあれほどまでに寄より添そって、同じ目標のために走れるのだと、感動させられた。

　侯爵同様海外に行ってしまってから、個人的なやりとりは特になかったが、一宮経由で旭の活かつ躍やくを聞くのが楽しみだった。

「あの頃、旭さんにいただいた馬の写真、今も書斎に飾らせていただいてます」

『そうか……馬の写真をね……』

「侯爵……？」

『実は一月前に、競技会でちょっとした事故があってね』

「事故？　旭さん、怪け我がをされたんですか!?」

『ああ……。それで、こちらの医者に旭を診みてもらおうと思ったのが、今回の帰国の理由なんだよ』

「そう……でしたか。存ぞんじ上あげず、失礼しました」

『気にしないでくれ。言わなかったのだから』

「それで、相談というのは？」

『申し訳ないが、しばらく君の家に逗とう留りゆうさせてはもらえないだろうか？　その医者というのが、一宮の屋や敷しきからは遠くてね。どうも何度か通わねばならなくなってしまって、それで──』

「侯爵。水くさいことをおっしゃらないで下さい。いつでもいらして下さいと、そう申し上げたはずですよ。今はどちらに？」

『空くう港こうからまっすぐ病院へ来て、今はその近くの店で休んでいるところだ』

「でしたらすぐにでも、家の者を向かわせます。旭さんとご一いつ緒しよに、いらして下さい』

『……ありがとう。助かるよ』

　いつもは快かい活かつな話し方をする一宮が、疲つかれ切きった声を出している。旭の怪我があまりよくないのかもしれない。

　真琴はつとめてさりげない口調で話を詰つめ、電話を切った。そしてさっきは躊躇ためらったベルを鳴らす。

　間を置かずに現れたメイド頭に詳しよう細さいを告つげ、手配を任まかせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　結局、お店を三軒けん回っただけで、半日ももたずに吉香は佐倉邸ていへと帰ってきてしまった。勝手口から入り、まっすぐ厨ちゆう房ぼうへ向かうと、山さん武ぶ八や千ち代よと見習いの花はな見み川がわ時とき矢やが、何やら慌あわただしく動き回っていた。

「八千代さん、ただいま」

　吉香が入って行くと、八千代は呆あきれたように肩かたをすくめた。

「なんだい、もう帰ってきちまったのかい？」

「買い物がちょっとあったくらいだから。あ、これお土産みやげ。あとでみんなで」

　お菓か子しの箱を厨房の片かた隅すみに置くと、八千代はカスタードクリームを濾こしながら、大おお仰ぎようにため息をついた。

「こんなときくらい、ここのことは忘れて、外でゆっくりしてくりゃいいのに」

「そうだよ、吉香ちゃん。僕ぼくみたいにこきつかわれちゃうよ」

　おどけて言う花見川の脇わき腹ばらに、八千代の肘ひじ鉄てつが打ち込まれる。ぎりぎりのところで避よけた時矢は、吉香にだけ見えるように「ほらね」と口をぱくぱくさせた。

「いいからあんたは生き地じをこねる！　ったく、時間がないんだから」

「どなたかお客様が？」

「ああ。急なんだけど、しばらく逗留することになったのさ。あんた、覚えてないかい？　一宮侯こう爵しやくと、その坊ぼつちゃん」

「一宮様……」

　吉香は記き憶おくを辿たどっていき、ああ、と手を打ち鳴らした。

「秀ひで清きよ様がいらした頃ころ、よくお泊とまりになってましたよね。確か、七年くらい前に海外に行かれるって」

「そうそう。それが坊ちゃんが怪我して、一時帰国してるんだってさ。ほら、いたろ？　馬好きのちょっと変わった」

「覚えてます。真琴様とご一緒に馬場に行かれたりして。そうですか、お怪我を……」

「詳くわしいことはわかんないけどね。もし、本当にお休み返上する気なら、みんなのとこに行ってやりな。なんせ、メイドの中で知ってんのはあんただけだ」

「はい」

　先々代がこの館やかたの主おも立だった使用人を連つれて別べつ荘そうへ行ってから、既すでに一年以上の月日が流れた。ここに残ったメイド三人も勤きん務む歴れきは七年に満たず、本当の意味で古ふる株かぶといえるのは執しつ事じの東とう金がねと料理人の八千代だけだ。

　一宮たちがよくここを訪れていた七年前、吉香はまだ真琴付きのメイドではなかった。ただ、吉香だけは親の代から佐倉公爵家に仕えていて、幼い頃からこの館で暮らしてきたから、その頃訪れていた客も見知っているのだ。

　部屋に戻ると買ってきた物を手早く片付け、一休みすることもなく、すぐさまメイド服に袖そでを通す。エプロンのリボンを結むすび、ヘッドドレスを載のせて初めて、吉香はほっと息を吐ついた。やっぱり、この姿が一番落ち着く。

　この一年余あまり、お休みを取ることもなく働き続けてきたが、そのことを辛つらいと思ったことは一度もない。その分、一分一秒長く、真琴の側そばにいられるのだから。

　でも、命令にそむいてこんな短時間で戻ってきたと知れたら、真琴もいい顔はしないだろう。しばらくは書しよ斎さいへ近づかないように仕事しようと心に決めて、吉香は西せい翼よくの階段から二階へと上がった。

　長期滞たい在ざいの客は、大たい概がいこの二階の客間に通す。侯爵と息子むすこと二人だというから、二間続きの黄金の部屋か白銀の部屋だろうとあたりをつけて向かったものの、どちらも鍵かぎがかかっている。念のために西翼の他の客間も回ってみるが、どこも閉まっていて、メイドたちの気配もなかった。

「まさか……下？」

　一階の客間前の廊ろう下かは人の出入りが多く、部屋自体、二階の客間と比くらべるとこぢんまりとしている。それがいいとここを指定して泊まる客もいないではないが、一宮侯爵らが使っていた記憶はない。

　訝いぶかりながらホールへと下りていくと、東翼に通じる廊下から春生が飛び出してくる。吉香の顔を見て驚おどろいたように声を上げ、すぐに駆かけ寄ってきた。

「吉香ちゃん帰って来ちゃったの!?　なんで？」

「なんでって……もう用事が済んだから」

「せっかくのお休みなのにもったいないなぁ。まあ、吉香ちゃんらしいって言えばらしいけど」

「それより、八千代さんに聞いたんだけど、お客様がいらっしゃるんでしょう？　お部屋は？」

「紫むらさきの部屋と桃ももの部屋。今、諒りよう子こさんたちが支し度たくしてる」

「なんで上じゃないの？　一宮様だったら、黄金の部屋の方がいいんじゃない？」

「それが──」

　春生が言いかけたところへ、同じく東翼の廊下から千ち尋ひろが現れた。春生ほど大げさではないが、吉香の顔を見て眉まゆをぴくりと動かす。

「吉香。もう帰ってきたの？」

「千尋さんで三人目ですよ。用事は済んだので、仕事させて下さい、お願いします！」

　ぺこりと頭を下げてみせると、千尋は小さく笑った。

「本当に、賭かけにもならない」

「賭け？」

「多分、半日もたないと思ってた」

　吉香は吹ふき出しながらうなずいて返した。

「自分でも、そう思ってました。でも、ちょうど良かったです。一宮侯爵がいらっしゃるって」

「もしかして、吉香は面めん識しきが？」

「前にいらしたのは私がメイドになる前なので、こちらが一方的に存じ上げているだけですけど。先代と親しくされていて、よくいらしてたんです。ご子し息そくは確か……そう、旭様とおっしゃって、乗馬をされる方でした」

「その乗馬で、怪け我がをされたらしい。それで一階にお部屋をと、真琴様から指示があった」

「ああ、それで……」

「今、諒子と翼つばさに部屋の模も様よう替がえをさせてる。あのままだと手て狭ぜまで動きづらいからね。紫の部屋は侯爵がお使いになって諒子が、桃の部屋の旭様は春生に担当させる」

　部屋付きの担当まで決めるということは、一宮親子は少なくとも三日以上滞たい在ざいすることになる。

「わかりました。それで、お二人はいつ頃こちらに？」

　千尋は玄げん関かんホールの時計を見上げ、眉をひそめる。

「もうそろそろ」

「え!?　そんなに早く!?　本当に急なんですね」

「吉香、諒子たちを呼んできてくれる？」

「わかりました」

　東翼の廊下を客間へと急ぎながら窓の外を見やると、正門の前に車が見える。東金の運転する佐倉家の車だ。吉香は更さらに足を速はやめて、開け放たれていた桃の部屋に飛び込んだ。

「あら？　吉香さんもう帰って──」

「そんなことより、もうお客様がお見えになりました。いま、正門に車が」

「わかりました。翼ちゃん、厨ちゆう房ぼうにお茶の用意を」

　指示に従って翼が飛び出していくと、諒子はぐるりと桃の部屋を見み渡わたした。つられて見やった吉香は、見慣れた桃の部屋が随ずい分ぶんとすっきりした印象に変わっているのに驚いた。

　桃の部屋は、木製のアンティーク家具が多く置かれた部屋だった。しかしそのいくつかは姿を消し、サイドテーブルとクローゼット、それにライティングデスクくらいしか残っていない。凝こった彫ほりのサイドボードや、何度か張り直しに出したソファセットまでもがすっかり片付けられて、まるで使用人部屋のように無む駄だのない空間に変へん貌ぼうしている。

（あれ……？　椅い子すがない……？）

　ライティングデスクにはセットとなる椅子があったはずだが、それまでもが片付けられてしまっている。あれでは立ったままデスクを使う羽目になる。諒子に尋たずねようかと振ふり返ると、既にそこに諒子の姿はなかった。

「……いいのかな……？」

　何か特別な指示が出ているのだろうか。吉香は首をひねりながら玄関ホールへと駆かけ戻もどる。そこには千尋を筆ひつ頭とうとするメイド衆しゆうが勢せい揃ぞろいしており、何な故ぜか花見川までもが雅まさ成なりの横に立っている。

（なんで花見川さんが……？）

　客の出で迎むかえに料理人が立ち会うことはまずない。その証しよう拠こに、八千代の姿はない。隣となりに立つ望のぞみに理由を聞こうかと口を開きかけたそのとき、雅成が扉とびらに手を掛かけた。外に出て行ったのは雅成と花見川、そして部屋付きとして荷に物もつを運ぶことになっている諒子と春生だ。残りは扉の両りよう脇わきに並び、頭を下げて客が入ってくるのを待っていた。

　玄げん関かん前で何かやりとりでもしているのか、いつもより少し時間がかかったが、扉に影かげが差す。まずは旭かそれとも一宮侯こう爵しやくかと伏ふせた視し界かいの端はしに目をやった吉香だったが、まっさきに飛び込んできたのは雅成と花見川の靴くつだった。人二人分ほどの幅はばを開け、横に並んでいる。

　訝しく思っていると、二人の間に鈍にぶく光る車輪が下ろされた。雅成と花見川、二人がかりで抱かかえ上げていたのは、車椅子に乗った青年だったのだ。

　怪我のこと、一階に用意された客間、それらは頭に入ってはいたけれど、元々一宮旭という人が馬術をよくする活動的な人間だったこともあり、自身で動けないようになっているとは、考えも及およばなかった。

　思わず息を吞のんでしまった吉香だったが、もう一度礼を取る間に息を整ととのえる。そして顔を上げ、その目に柔やわらかな紅茶色の髪かみが飛び込んできたとき、別の意味で吉香は、また息を吞んでしまったのだった。

　それは旭も同様だった。後ろから車椅子を押おそうとする雅成を制止し、吉香の前で止まる。

「君は……」

　少し擦かすれたその声が驚おどろきをはらんでいる。戸と惑まどった様子の旭は、すぐに笑え顔がおになって、膝ひざの上のカメラを持ち上げた。

「まさか、ここで会えるとは思わなかったよ。あのときはありがとう」

　それは昼間、吉香が街で出会った、あの車椅子の青年だった。

「いえ……一宮様とも知らず、失礼いたしました」

「助かったよ。君以外にもたくさん人はいたのに、駆け寄ってくれたのは君だけだったからね。あれ……？」

　不意に旭は真顔になり、吉香の顔をまじまじと見つめる。あまりにまっすぐなその視線が落ち着かず、瞬まばたきを繰くり返していると、やがて旭は「ああ！」と探し物を見つけた子どものような、あけすけな笑顔を見せた。

「君……市川さんの娘むすめさんだ！　そうだよね？」

「はい」

　思いもかけない言葉に面食らう。旭が佐倉邸ていを訪れていた頃ころ、両親はまだこの家で働いていた。車やボイラーなど、機械の整備をしていた父親と旭の接せつ点てんはないだろうから、ここでいう市川さんとは母親のことだろう。

　母は先代付きのメイドの一人だった。吉香と同じ濃のう紺こんのメイド服を着て、先代や真琴の側そばで働いていたから、彼らを訪れる客がその名を知っていてもおかしくはない。

「やっぱり！　昔、真琴君とよく庭で追いかけっこしてたよねぇ。そうそう、頭に花を飾かざったりして、可愛かわいい女の子だった。そっか……あのときの女の子が、こんな立りつ派ぱに……」

　こーんなに小さかったのに、と旭は膝の上で両手を広げた。赤ん坊ぼうほどの大きさに、思わず吹ふき出だしてしまった吉香だったが、相手が来客だということを思い出し、慌あわてて口をつぐんだ。

「し、失礼しました！」

　下げた頭のすぐ側で、弾はじけるような笑い声が響ひびく。驚いて顔を上げると、旭が目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐいながら、なんとか笑い収おさめようとしているところだった。

「君、名前は？　市川何？」

「市川……吉香、です」

「吉香ちゃんか。ここでしばらくお世せ話わになるから、よろしくね」

　そう言って差し出された手の意味がわからず、どうしたものかと見つめていると、そこに現れたいま一人の客、一宮侯爵が「旭……？」と戸惑いの声を上げた。

「お前、いつまでも玄関先で何をしている」

「ああ、すみません。玄関を占せん拠きよしてしまいましたね。お先にどうぞ」

　旭は車椅子を操あやつって吉香の方へと身を寄せる。しかし一宮はその脇をすり抜ぬけることはなく、怪け訝げんそうに息子を見やっている。

「お先にって、お前──」

「部屋なら彼女に案内してもらいますから。頼たのめるかな？」

　こちらを振り仰あおぐ旭に、吉香が当然のごとくうなずくと、旭はにっこりと笑った。

「客間は？」

「あ、あの……その奥おくに用意してございます」

　吉香が東とう翼よくの方を示すと、旭は車椅子の背にある取っ手のようなバーを指さした。

「そこまでお願いできるかな」

「はい」

　吉香がバーに手を掛けると、旭はそこに自分の手を重ね、ぽんぽんと叩たたく。客が使用人の手に触ふれるようなことはまずないので、驚いて手を離はなすと、一いつ瞬しゆんきょとんとした旭が、また弾けるように笑った。

「ご、ごめん……！　別に他意はないんだよ。触さわってみたかったとか、そういうんじゃないから安心して」

「いえ、そんな……あの、し、失礼しました！」

「あちらで暮くらしていると、つい気安くなってしまって。ごめんね」

　まだ少し肩かたを震ふるわせながら笑う旭を、一宮が口をぱっかり開けて見やっている。それに気づいた吉香が慌てて頭を下げると、一宮がこちらへ歩み寄ってくる気け配はいがあった。

「名前は？」
















「い、市川吉香と申します」

「ここのメイドかね？」

「はい」

　何か怒おこらせるようなことをしてしまったのだろうか。客がこんな風に使用人の名前を問いただすのは、当主にその振ふる舞まいを意見するためであることが多い。旭の場合は、話の流れからそうでないのはわかっていたから緊きん張ちようすることもなかったが、一宮の表情は硬かたい。さきほど旭の手を払はらいのけるようなことをしたのが、気に障さわったのかもしれない。

　だからといって、原因もわからぬ内から謝あやまれば、火に油を注そそぐこともある。黙だまって目を伏せていると、一宮は「執しつ事じは」と声を上げた。

「何か」

　すぐに声を上げたのは雅成だった。実際には執事見習いだが、執事はいまおそらく車を回していてここにはいない。若い執事に一瞬眉まゆをひそめた一宮だったが、咳せき払ばらいをすると東翼の方を見やった。

「佐倉侯爵はどちらかね？　ご挨あい拶さつしたいのだが」

「ただいま。そちらの応接間でお待ちいただけますでしょうか？」

　雅成は応接間の方を示しながら、吉香を目線で促うながす。真琴を呼びに行けということだろう。侯爵に礼を取り、東翼の方へ数歩進んだ吉香だったが、一宮に呼び止められてしまった。

「君には旭の世話を頼みたい。応接間へ」

「は、はい」

　求められるままに再び旭の後ろへ戻もどり、ちらりとホールを見み渡わたす。旭の部屋付きとなり、本来それをするはずの春生は、複ふく雑ざつな表情で吉香を見やっている。その前の旭とのやりとりなども、春生のことだから気になっているに違ちがいない。

　判断を求めてメイド頭を見やると、千尋はただ小さくうなずいている。そのまま東翼へ入っていったのは、吉香に代わり真琴を呼んでくるためだろう。

　とりあえずこの場は、一宮に従うしかない。吉香は旭の車椅い子すを押おして、応接間へと向かった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　いつもならこの時間、吉香はコーヒーを淹いれて真琴の書しよ斎さいへ向かっている。仕事に関しては特に休むということを知らない真琴は、そうでもしないと根こんを詰つめすぎてしまう。使用人の立場では正面切って意見するわけにもいかないから、コーヒーの香かおりに代だい弁べんしてもらう。真琴もこれには勝かてず、デスクの前から離はなれて、ソファに背を預あずけてくれるのだ。

（千尋さん、コーヒー運んでくれたかな……）

　サイドテーブルの上に茶器一式を並ならべながら、吉香はちらりと時計を見やった。その気配に気づいたのか、すぐ側そばでくすりと笑う声がする。

「ごめんね。何か他ほかに仕事があった？」

「い、いえ！　失礼しました」

　旭の希望で用意された紅茶は、ちょうど飲み頃になっている。旭の指がカップを示すのを待ってそれを注つぐと、部屋の中にオレンジの香りが立ち上った。

「久しぶりだな、こういうのは」

「こちらでよろしいですか？」

「うん、いい香りだ。あちらではコーヒーばかりでね、もちろん、紅茶もたまには飲むんだけど、文化として根付いてないようで、淹れ方がちょっとね」

　旭はカップを取り上げ、その湯気の側に鼻を寄せる。そうして香りをひととき楽しんでから、カップを傾かたむけた。

「こういう茶葉は他にも？」

「はい。十五種類ほど常に用意されておりますし、ご希望があればすぐに」

「十五種類か！　それはすごい。真琴君の趣しゆ味み？」

「いえ、そういうわけでは」

「彼はコーヒー党とう？」

「はい」

「じゃあ、毎日君がおいしいコーヒーを淹れて届けてたんだろうね。本当に、ごめん」

「え……？」

　さらりと告げられた謝罪の言葉に、吉香は目を瞬かせた。

「父は、最近言い出したら聞かないところがあってね。これと決めたら多少の無む茶ちやをしてでも押し通してしまうんだよ。真琴君付きのメイドである君を、僕の世話係なんかにしてしまって。世間話は父のいないところですべきだったね」

　自分の言葉に吹ふき出して、旭は喉のどを湿しめらせるようにゆっくりとカップを傾けた。それでも、紡つむぎ出される声は少し擦かすれている。

　ここまで車椅子を押してくるとき、吉香は旭の首筋に赤い傷きず跡あとがあるのに気がついた。襟えりから覗のぞいているのはほんの一部だったけれど、それが背の方へ下りていることを、真琴から聞かされている。

　一か月前、馬術の競技大会の際、旭は落馬して首から背にかけて大おお怪け我がを負おってしまった。その傷は縫ほう合ごうされ、皮ひ膚ふの上に赤い線を残すのみとなったが、皮膚の下、旭の身体からだの深いところに障害を残した。

　首へのダメージが、旭の下半身の自由を奪うばい、声せい帯たいを痺しびれさせてしまったのだ。以来旭は馬上から車椅子に身を移し、生活することとなった。

　今回帰国したのは、その障害を少しでも回復させるため、専門の医師に診しん断だんをあおぐのだと聞いている。その病院が佐倉邸ていからほど近いところにあるので、長ながの滞たい在ざいとなったのだ。

「いい味だ。きっとこの家では、コーヒーもおいしいんだろうね」

「え……あ、はい。メイドの中に詳くわしい者がいて、とてもおいしいコーヒーを淹れるんです。一度、お試ためしになりますか？」

「君のお薦すすめなら、午前のお茶の時間はコーヒーにしようかな。午後はその十五種類の紅茶を順繰ぐりにというのでどうだろう」

「承しよう知ちしました」

　空からになったトレイを手に、部屋を辞そうとした吉香だったが、旭に呼び止められる。

「他に何か？」

「そこのカメラを取ってもらえるかな」

　旭はデスクを指さしている。そこには、館やかたに入ってきたとき膝ひざの上に載のっていたあの大きなカメラと、レンズや工こう具ぐのようなものがまとめて置かれていた。

　おそるおそる持ち上げたカメラの重さに驚おどろきながら手渡すと、旭は愛いとおしそうにレンズをなでて、膝の上に下ろした。

「僕の、新しい恋人なんだ」

「……え？」

「このカメラ。付き合いは長いんだけど、僕には譲ゆずれない一番の恋こい人びとが他にいてね。彼女の良さに気づいたのがつい最近なんだ」

　そう言って旭は、カメラを吉香に向けて構かまえる。驚いた吉香が一歩横に飛とび退すさると、旭は目をぱちくりさせた後、笑い出した。

「そ、そんな勢いで逃にげなくても……！」

「あ、あの……も、申し訳ありません……！」

「ほら、ここここ」

　旭が指さしているのはカメラのレンズの先せん端たんだった。よくよく見やれば、しっかりとキャップがはめられている。からかわれたのだと知って、吉香も顔をほころばせた。

「君が拾ってくれたおかげで、レンズも傷きずつかずに済んだよ。ありがとう」

「いえ、そのことはもう」

「さっきも言ったけど、駆かけ寄ってくれたのは君だけだったんだ」

　旭はカメラを膝の上に戻し、車椅子の車輪をこつこつと指の先で叩たたいてみせる。

「この相棒は厄やつ介かいでね。ものすごく人目を引くのに、人を寄せつけないところがある。あのとき、遠巻きに僕のことを見ている人は他にもいたのに、気にせずに近づいてくれたのは吉香ちゃんだけだったよ」

　その顔に、ほんの一いつ瞬しゆん影かげが差さす。笑え顔がおの印いん象しようの方が濃こい旭には、似合わない表情だ。かつてここを訪れていたときの旭も快かい活かつなという印象が残っているから、余よ計けいにそう感じるのかもしれない。

「今度からキャップなんてつけるものか、なんて思ったりもしたけど、そうもいかないから」

「こちらに滞在されている間は、ご心配なさらないで下さい」

「ありがとう」

　微笑ほほえんだ旭の顔に、さっきまでの影はない。そのことにちょっとだけほっとして、吉香は桃の部屋を辞した。

　東とう翼よくの廊ろう下かに出ると、自然と視線がその奥おくに向いてしまう。その先は、真琴の書斎と寝しん室しつに通じている。しばらくの間、その先の通つう路ろは千尋に任せきりになってしまうだろう。

　ぼんやりと見やっていると、まさにその通路から千尋が顔を出した。

「吉香？」

　近づいてきた千尋のその手に空のトレイがあるのに気がついて、吉香は微笑んだ。

「真琴様にコーヒーを運んで下さったんですか？」

「お菓か子しもつけてね」

「え？」

「お気に入りを取られて落ち込んでらっしゃるから」

　落ち込む、という言葉だけを拾ひろって、思わず顔を曇くもらせた吉香だったが、千尋の口元に笑みが浮うかんでいるのに気づき、睨にらみつける。

「そうやって、すぐからかうんだから！」

「いや、半分くらいは本当だよ。私は吉香ほど真琴様のことを知らないから、行き届かないところもあるだろうし」

「そんなこと……」

　吉香が濁にごした語尾に葛かつ藤とうが滲にじんでいるのを、聡さとい千尋が気づかぬはずもない。ホールの方へ吉香を促うながしながら、話を切きり替かえた。

「旭様はどう？　寛くつろいでらっしゃった？」

「ええ。一階は少し狭せまいから、窮きゆう屈くつに感じられるんじゃないかと思っていたんですけど、家具を少し出したでしょう？　だから、あまり狭く感じなかったご様子で」

「そう。少し片付けすぎたかな、とも思っていたんだけど」

「ベッドとデスクとをご自分で行き来なさってましたけど、『ここなら家具を傷つけずに済みそうだ』って喜んでました」

「強い方だね」

「……はい。そう、思います」

　昔から馬に夢む中ちゆうだったという旭。ずっと馬とともにあった生活が、その馬によって断ち切られてしまった。その苦しみは想像するに余あまりある。

　──僕には譲れない一番の恋人が他にいてね

　それはきっと、馬のことだろう。車椅い子すのことを相棒と呼ぶ旭のことだ。馬は誰よりも大切な愛しい存在だったに違ちがいない。

　もし、自分が旭と同じ怪我を負おったら、あんな風に笑えるだろうか。足の自由が利きかなければ、お屋や敷しき勤づとめはできなくなる。この家でメイドを続けることはできなくなってしまう。

　この家以外の所にいる自分、この濃のう紺こんのメイド服以外の物を身に付けている自分を想像することができない。

　真琴の隣となりに誰かが立っていて、その後ろに控ひかえている、そんな光景はもう傷つかずに思い浮うかべることができるようになったのに、真琴のいない世界はどうしても描えがけない。

「検けん査さの結果が良いものだといいけれど」

「そうですね。馬は無理でも、ご自分で立って歩けるようになれれば」

「いや、そういうことじゃなくて」

　千尋はどこか厳きびしい表情で応接間の方を見やった。

「さっき、吉香も聞いていたでしょう？　応接間での侯こう爵しやくと真琴様のやりとり」

「はい。検査結果次し第だいで手術になるっていう」

「そう、検査結果次第。そうなんだけれど、侯爵の中ではもう決定しているかのような話し方だった。当然、旭様は治なおるんだとそう信じて……いや、信じ込んでいるような」

「でも、だからこそ帰国されたんじゃないですか？　旭様のために」

「……もし、だめだったら？」

「え……？」

「もし、検査結果が悪かったら、旭様は二度目の辛つらい宣せん告こくを受けなければいけない。そして侯爵は、三度目の宣告の可能性を否定して、すぐに次の医者を捜さがすだろう」

「それは──」

『父は、最近言い出したら聞かないところがあってね。これと決めたら多少の無茶をしてでも押おし通してしまうんだよ』

　旭はそんな風に言っていた。最近というのはきっと、事故後のことなのだろう。旭が何か言おうものなら──たとえこれと明確な希望を口に出さなくても、勝手に察さつして叶かなえてしまう。

　吉香が旭の部屋付きになったのは、侯爵が指名したからだ。息子むすこが数年ぶりに訪れた先でうち解けた様子で話すのを見て、旭が気に入っているようだからと、真琴に頼たのみ込んだ。

　気に入るも気に入らないも、あの中でたまたま吉香だけが面識があっただけのことだ。たまたま昼間街で出会っていたという、そんな奇き遇ぐうがあったから、話しかけてしまった。本当にそれだけのことなのに、一宮は強引に押し切ってしまった。

　今回の帰国についても、一宮自身の強い希望なのだというのは、真琴との会話から察せられた。旭は軽口のように「車椅子もいいものだ」などと言っていたが、侯爵はそれを強く否定して、手術のことを話していた。

「吉香？」

「きっと、いい結果が出ますよ。そう信じましょう」

「……そうだね」

　明後日には、今日の検査結果が出るという。それ以上ここに逗とう留りゆうするのか、あちらに戻もどって千尋の言うように別の医者を捜すのか、すべてはその結果次第だ。

　厨ちゆう房ぼうにトレイを戻し、千尋と別れようとした吉香は、「あ！」と大きな声を上げた。

「どうしたの？」

「すっかり忘れてました！　ちょっと、ここで待っていてもらえますか？」

　吉香は自室へ走り、デスクの上に置いてあった紺こん色いろの紙かみ袋ぶくろを取り上げると、ターンして厨房前に戻った。もともと今日の外出の目的は下着を買うことではなく、修しゆう理りの終わった真琴の万まん年ねん筆ひつを受け取りにいくというものだった。あとでコーヒーを運ぶときに一いつ緒しよに持って行こうと思っていたのに、そのまま担当が代わってしまったので、忘れていたのだ。

「これ、真琴様の万年筆です。あとでお渡わたしして──」

「悪いけど、この後やらなければならないことがあってね。もし時間があったら、吉香が届けておいてくれない？」

「私が、ですか」

「メイド頭にはいろいろと仕事があるから。頼んだよ」

　去さり際ぎわに見せた口元に、人を食ったような笑えみが浮かんでいる。千尋の気き遣づかいが嬉うれしくて、吉香は微笑ほほえむと、メイドらしからぬ速さで東翼に駆かけ込こんでいった。







　　二







　馬に乗るのは、呼こ吸きゆうするのと同じくらい自然なことだった。朝目が覚さめたら食事の前に馬ば房ぼうへ寄って、馬たちの様子を見る。馬は口を利きかないけれど、首の振ふり方やいななきで気持ちは十分に理り解かいできた。

　あの日、あの競きよう技ぎ会かいの朝、彼女がどこか落ち着かない様子でいることに気がつかなかったわけじゃない。けれど、競技会での栄えい誉よの方を優ゆう先せんしてしまったのは自分だ。

　三つ目の障しよう害がいの前で棹さお立だちになったその瞬しゆん間かん、「ああやっぱり」と思った。やっぱり彼女は調子が悪かったのだと。それを無視して競技に連れ出した自分への抗こう議ぎをしているのだと、そう思った。

　もしあの日の朝、棄き権けんするという選せん択たく肢しを選んでいたら、彼女は今も馬房にいて、甘あまえるように髪かみの毛を軽く嚙かんできたことだろう。乗ってくれとせがんで、鼻はな面づらを手にこすりつけてきたことだろう。

　でも、彼女はもういない。旭あさひの選択は、彼女の命までも奪うばうことになってしまった。

　旭は膝ひざの上に置いたカメラを見やった。古いカメラは望遠レンズを取りつけなくても、本体自体がとても重い。持ち上げればそれはよくわかったが、こうして膝の上に置いていると、そのことをつい忘れてしまう。目で見ていなければ、膝の上にこんな重い物が載のっていることは、旭にはわからないのだ。

『脊せき椎ずいの損傷が大きかったので……残念ながら、あちらの先生と同じことしか申し上げられません』

　ひどく恐きよう縮しゆくした様子で、医者はそう言っていた。見せられた写真も、告つげられた診しん断だん結果も、何一つ前の病院と変わることはない。旭の足はもう動くことはないし、喉のどの痺しびれも消えることはない。

　あの日のように、「ああやっぱり」という言葉が頭に浮うかんだ。思った通りだった。最初に診みてくれたのが、脊椎損傷治ち療りようの第一人者であるのだから、それ以上の人材がいるとは思えなかった。それに、愛馬を失ってなお馬に乗るほどの厚こう顔がんさは持ち合わせていない。これを罰ばつだと思うほど信心深くはなかったけれど、天命なのだと受け入れるだけの器き量りようは持ちたかった。だから、浮かんできたのは「やっぱり」という、その言葉だけだった。

　カメラをデスクの上に置いて、代わりにそこに広げた写真を数葉手に取った。どれもこれも、似たようなあおりのアングルだ。かつて撮とったような、生き生きとした写真は一つもない。

「……これも、ひどいもんだ」

　一番上になっている写真を見て、旭は吹ふき出だした。急いで撮ったものだけれど、それにしたってひどい。

　そのとき、控ひかえめなノックの音がして、旭は擦かすれた声で応こたえた。茶器の載ったトレイを手に入ってきた吉よし香かを見て、今一度吹き出す。

「旭、様……？」

「ああ、ごめん。ちょうどこれを見ていたものだから」

　トレイを置くように指示して、旭は手にした写真をひらひらする。おずおずと近寄ってきた吉香にそれを差し出すと、吉香は一瞬眉まゆを寄せたが、「あ！」と嬉うれしそうに笑って写真の真ん中を指さした。

「これ、私ですね」

「……よくわかったね」

　正直、撮さつ影えいした自分でさえ、見た瞬間にはわからなかった。だからきっと、吉香も怪け訝げんそうな表情で「これはなんですか？」と尋たずねてくると思ったのだ。

　写真の左半分に、人が写うつり込こんでいる。写り込んでいるといったのは、ピントが人ではなく、その脇わきに立つ街がい路ろ樹じゆに合ってしまって、その人物が完全にぼけていたからだ。

　去り際の吉香を撮ったので、身体からだの横から、それもちょうど鼻の下から足の付け根くらいのところが写っていて、まるで大きく突つき出した胸だけを捉とらえた盗とう撮さつ写真のように見えなくもない。それがおかしくて、旭は笑っていたのだが、被写体本人が笑えるような写真ではない。

「あの日、こういう色の服を着てましたし、実は、旭様をちょっとだけ疑うたがっていたので」

「僕を？　疑ったって何を？」

「シャッター音が聞こえた気がして、『勝手に撮られた！』って。でも、振り返ったらカメラは膝の上にあるし、自じ意い識しき過か剰じようだったかもしれないと恥はずかしくなってしまって」

「電でん光こう石せつ火かの早はや業わざで、カメラを元に戻もどしたんだ。気づかれたら『モデル料を寄よこせ！』って言われるかもしれないと思って」

「そんなこと言いません！　モデルなんて」

　旭のおどけた物言いにつられるように、吉香は少女らしくくすくすと笑う。しかし、ふと真顔になって、もう一度写真を指さした。

「もしよろしければ、この写真、いただけないでしょうか？」

「……これを？　こんなピンぼけ写真、どうして」

「すごく言いにくいんですけど……なんていうかこう……私じゃないみたいに、柔やわらかくてきれいに見えるから、それで」

「柔らかくて、きれい……？」

　旭はその言葉に、今一度写真を見直した。やはりただのピンぼけ写真にしか見えない。構図のひどさは言うまでもないが、目線がどうしても固定されてしまうから、ピントが合っている街路樹にしたって、あおり気ぎ味みに写ってしまっている。

「これはピンぼけしてるからで──」

「でも、ふわっとして光をまとっているみたいで……。それに、私ってこんな風に見える瞬間があるんだなぁって」

「こんな風？」

「私、あまり背が大きい方ではないので、人と並ぶとそればっかりが目立ってしまうんですけど、これだとちょっと大きく見えるし、この」

　言って吉香は写真の中の首から肩かたの辺りに指を這はわせた。

「ラインが流れるようで、それこそ本当にモデルさんみたいで──私なんかが言うのも変なんですけど」

　照れたように笑って、吉香はテーブルの方へ戻っていく。ポットから注つがれたお茶の香かおりが部屋中に優やさしく広がっていった。

「旭様だから撮れたんですね。旭様みたいな感じがします」

「僕みたいな……」

「明るい光みたいな、そんな写真です」

「そんなことは……」

「私は好きですよ。だから、モデル料代わりにこの写真を下さい」

　モデル料という言葉に、今度は旭が吹き出す番だった。

　この写真がとても見られたものではないのは、旭自身よくわかっている。けれど、吉香が本気で気に入ってくれているその気持ちも、ちゃんと伝わってくる。

　相あい棒ぼうと呼んでいる車椅い子すの上で生活していくことに、もうこだわりはないと思っていた。けれどこんなにも自分は、わだかまりを抱いだいていた。

　あおり気味に写る写真を見るたびに、かつて馬上から見下ろした世界が頭の隅すみをちらついていた。もう旭には遠くて届かないあの世界とは、なんて違ちがうのだろうと。

　けれど視点を変えればそれは、ここからしか見られない世界だ。車椅子の上からでしか、撮れない写真なのだ。

　他の写真と一いつ緒しよに処しよ分ぶんするつもりだったそれを、気がつけば旭は吉香の方へ差し出していた。

「本当に、いただけるんですか？」

「本当に、欲ほしいと思ってくれるのなら」

　吉香の顔一いつ杯ぱいに、笑え顔がおが広がっていく。少し伏ふせた顔で微笑ほほえんでいるから、それはこうして車椅子の上にいる旭にしか見られない笑顔だった。

　こういう笑顔を撮れたら──不意に旭の中に衝しよう動どうが湧わき起こる。

　怪け我がをする以前からカメラを構えていて、その被ひ写しや体たいは主に馬だったけれど、愛馬を失ってからは動物を撮ることはしなくなった。今回の帰国に際さいしてカメラを携たずさえてきたのだって、旅先で記念写真を撮るような、その程度の意識しかなかった。

　手た綱づなの代かわりに、何か持ち重りする物が欲しくて手に取ったカメラだったけれど、この時初めて、旭はレンズを向けることの意味について考えたのだ。

「……もう一度」

「はい？」

「ちゃんとした写真を、撮らせてもらえるかな」

「わ、私ですか？　そんなとんでもないです！　それに、撮るってわかったら緊きん張ちようしちゃって」

「そんなに構えないで。ピンぼけ写真以外にも撮れるかどうか、そう、実験に付き合ってもらうような感じで」

「実験、ですか」

　吉香は顔をしかめ、しばらく考え込むようにうつむいた。少しだけ唇くちびるを突き出したこんな表情も撮ってみたいと、心が浮き立つのを感じて、旭はそんな自分に驚おどろいていた。

「わかりました。お手伝いいたします」

「ありがとう。じゃあ早速」

「え!?　今からですか!?」

「何かまずい？　他に仕事があるのかな」

「そうじゃなくて……お茶が」

「………………お茶？」

「冷さめてしまいますから」

　真ま面じ目めな顔で、吉香は紅茶を注いだカップを旭に向かって差し出した。花の香りが鼻先をくすぐって、旭は微笑む。

　こんな風に気が急せくのは久しぶりだ。馬に乗るために大急ぎで食事をしたあの頃ころを思い出す。

　旭は「ごめん」と詫わびて、吉香の淹いれてくれた紅茶を味わう。カップを傾かたむけた瞬間浮かべた笑みに、吉香がほっとしたように微笑み返してくれる。

　初日に約束した通り、吉香は毎回違う茶葉で淹れてくれていたけれど、それももう、折り返し地点に来ていた。検査結果のことが手術に結びつかない以上、そう長くはこちらにいられない。十五種類すべての茶葉を味わう前に、旭はこの国を離はなれることになる。

「そう、か……」

「何か？　やっぱり冷めてました？」

「いや……おいしいよ」

　残る日にちを数えて、旭は紅茶を飲み干した。
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　書しよ斎さい中じゆうに広がるコーヒーの香りも、今の一いちの宮みや侯こう爵しやくには届とどいていないだろう。病院から戻ってきた侯爵は、世界が終わったかのようにがっくりと肩を落とし、一回りも二回りも小さくなったように見えた。

　一宮侯爵にとって、子どもは旭一人きりで、馬術競技で名を馳はせた息子むすこのことを、いつも誇ほこらしげに語っていた。最近ではそろそろ馬より仕事をと愚ぐ痴ちをこぼすこともあり、爵位や会社の譲じよう渡との時期についても考えているようだった。

　それが、落馬事故によりすべて白紙に戻ってしまったと、ここへ来た日に侯爵は語っていた。たとえ足が不自由でも、仕事もできるし爵位も継つげるという真ま琴ことの言葉も、侯爵の耳を空むなしく素す通どおりして行った。

「次の医者を……捜さがさなくては」

「え？」

「あの医者も同じ事しか言わなかった。もっと他ほかの、もっと腕うでのいい医者がきっとどこかにいるはずなんだ。旭の足を治せる医者が、どこかに」

「……侯爵」

「心当たりはないかね？　そういう名前を聞いたことは？　事故からまだ一か月だし、早く手術すれば回復も早いと思うんだ。だから」

「今は少し、時間を置いた方がいいのではないでしょうか」

「時間……？　しかし、旭は……！」

　一人息子に掛かける期待が大きかった分、侯爵の絶望は深かったのだろう。以前はこんな取り乱みだした姿をけして人に見せることはなかったのに、息子よりも年の若い真琴の前で本音をさらけ出してしまう。

　この時期、会社を投げ出して帰国してしまうあたり、冷静な判断力も鈍にぶっているように思えた。このままでは一宮自身がだめになってしまうのではないだろうか。

「旭さんも、そうした侯爵のお気持ちに応こたえられずに、辛つらい思いをなさっていると思います。ですから今は──」

　真琴の言葉に、のろのろと顔を上げた一宮だったが、その視線がふと窓の外に向けられた。なんだろうとそれを追って目をやった真琴は、外から軽かろやかな笑い声が聞こえるのに気がついた。

「吉香……？」

「あれは……旭か？　一体庭で何を」

　窓に駆かけ寄り、張りつくようにして眺ながめる一宮の隣となりで、真琴も外を見やる。芝しばの上に直立しているのは吉香で、そこから少し離はなれたところに、車椅子に乗った旭がいた。

　旭は片手を口元に当てて、吉香に向かって何か話しかけているように見える。あまり大きな声が出せない旭のそれは聞こえないが、吉香はお腹の辺りに手をやって、ころころと笑い出す。そこに旭がカメラを向けると、吉香はまたぴしりと背筋を伸のばして笑いを収おさめた。

「写真を……撮とってらっしゃるようですね」

「あの子はあれだ……旭の部屋付きの」

「そのようですね。しつけが行き届かず、申し訳──」

　侯爵が機き嫌げんを損そこねているのではと真琴が謝罪の言葉を口にしようとすると、一宮は軽く手を振ふってそれを止めた。しばらく黙だまって窓の外の息子たちの姿を見やっていた一宮だったが、その顔には血色が戻り、ぎこちないながらも笑みまで浮うかんでいた。

「侯爵？」

「あのメイドを、譲ゆずってくれないか？」

「……は？　あの、一体何を」

「あの娘むすめだ、あのメイドだよ！　旭の部屋付きの。ああ、旭があんなに笑っている。きっと、あの娘を気に入ったんだ。やっぱりそうだ。最初の日から、気に入っていたからな」

　真琴は初日の応接間でのやりとりを思い返した。一宮は挨あい拶さつもそこそこに、吉香に旭の世話を頼たのみたいと、そう申し入れてきたのだ。吉香は自分付きで、お客様の世話に長たけた者は他にいるのでと断ことわりを入れたのだが、一宮は聞く耳を持たず、旭のためにと頭まで下げた。

　とうの旭本人はまったくこだわりを見せなかっただけに、それは一種異い様ような光景に見えた。しかし、年長者に頭まで下げられては断り切れない。しかも断りたいその理由には、真琴の個人的感情が多分に入ってしまっている。その後ろめたさから逃のがれるように、真琴はうなずいてしまった。

　だが、それも長くて半月ほどのことだと思っていた。早ければ一週間足らずで親子は帰国する。だから、それ以降は一宮のこだわりについて、あまり深く考えてはいなかった。

（旭さんのために──それだけで今の侯爵は動いていらっしゃる……）

　それ以外のことが考えられない状態になっているのだろう。

　しかし、だからといって、吉香を渡わたすわけにはいかない。メイドは使用人とはいえ物ではないし、ましてや吉香なのだ。

「侯爵、それはできかねます」

「何な故ぜだね？　ああ、人手が足りなくなるというのなら、すぐに手配しよう。そうだ、本家から二、三人連れてこよう、もちろん給きゆう料りようはこっちもちだ。悪い取引ではないと思うが」

「そういうことではありません。彼女は──彼女は」

「メイドなのだから、どこで働こうと構かまわんだろう？　ほら、旭の様子を見てくれ！　今日、病院であんな話を聞かされたのに、それでも旭が……ああ、あんなに楽しそうに……」

「侯爵、ですから──」

「あの子はもう、馬には乗らないと言っていた。事故のことを考えれば、その気持ちはわからないじゃない。あんなに大好きだった馬に、触ふれることもない。馬ば房ぼうに入り浸びたっていた日々が噓うそのように、おとなしく屋や敷しきにこもっているんだ。せめて、心許せる存在が側そばにいたら、少しは慰なぐさめになると、そう思わないか？」

　一宮は窓にとりつき、旭と吉香を見やりながら、熱に浮かされたように訴うつたえた。

　一宮の言いたいこと、言わんとしていることはもちろんわかる。旭のために何かできることがあればしてやりたいと、そう思っている。

　けれど、この願いだけは、たとえ旭本人に頼まれようともうなずくことはできない。

「だとしても……そのお話はお受けできません」

　はっきりとそう告げると、一宮は眉まゆをひそめて真琴を見上げた。しかし、真琴がゆっくりと首を横に振ると、何か得とく心しんしたようにうなずいた。

「ああ、そうか。私が本気でないと、そう思っているんだろう？　それはそうだ。急にこんなことを言い出せば、そう思われても仕方がない。いかんね、年を取ると気が急せいてしまって。悪かったね、真琴君」

「侯爵、そういうことではありません。侯爵のお気持ちはわかっています。でも私にはそれをお受けすることが──」

「いや、今はいい。今すぐでなくて。そう、夕食のときにでもどうかな。そうしたら、明日一番で手続きができるし」

「手続き……？」

「彼女の出国の手続きだよ。とんだ酔すい狂きようで言い出した話ではないと、わかってもらえるかな」

　にこにこと笑ってはいるが、一宮の目からあの熱は消えていない。今は何を言っても無む駄だだろう。少し時間をおけば、一宮もこの思いつきがどんなに現実味がなく常じよう識しきはずれなことか、理解してくれるはずだ。

「……わかりました。では、夕食のときに」

　真琴の言葉に更さらに笑えみを深くして、一宮は書しよ斎さいから出て行ってしまった。手つかずのコーヒーは、もうすっかり冷めてしまっている。真琴は自分のデスクからカップを取り上げ、一口含ふくむ。

　窓の外の二人はまだ何か話しながら笑っている。その光景はひどく楽しげで、相手が吉香でなければ、真琴も否いなとは言えなかったかもしれない。

「……最低の主人だな、私は」

　舌したの上に苦いものが広がっていく。それを飲み下して、真琴はデスクに拳こぶしを振り下ろした。
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　爽さわやかな春の風が庭にわを吹ふき抜ぬけていく。少し伸びてしまった芝が風に揺ゆれて、庭一面が柔やわらかな絨じゆう毯たんのように見えた。

　いつもは竹たけ箒ぼうきを片手に狭せまいところしか見ていなかったから、芝がこんな風に見えるなんて思ってもみなかった。仕事を増やす厄やつ介かい者ものというだけではないのだ。

「ほら、さっきみたいにもっと自然に！」

　擦かすれた声に意識を引き戻もどされ、吉香の頰ほおがこわばる。約束通り、写真の被ひ写しや体たいを務つとめることになったはいいが、いざカメラを前にするとどうしても顔がひきつって、身体からだは直立不動の彫ちよう像ぞうのようになってしまうのだ。

　それを幾いく度ども旭に注意されているのだけど、ああやって声をかけられるとなおのことカメラを意識してしまって、自然に振ふる舞まえなくなっていた。

「申し訳ありません。やっぱり、私には無理かもしれないです……」

「そんなことないって。さっき、あっちの樹きを見てた感じなんて、とっても良かったよ」

「樹って……あれですか？」

　指さした瞬しゆん間かん、シャッターが切られる。きっと今、ひどく間まの抜けた顔をしていたのに、よりによってそんな瞬間を撮とられるとは。

　吉香は顔を真っ赤にして、旭に歩み寄った。

「い、今のは自然な感じじゃないですから！」

「え？」

「今、すごく間抜けな顔を……」
















　そう言いかけると、旭はぷっと吹き出す。やっぱり旭もそう思っていたのだろう。

「絶対、現像しないで下さい！　お願いします！」

「なんで？　すごくいい顔してたのに」

「……そんなこと」

「吉香ちゃんは、表情が豊かだね。撮ってて楽しいよ。もっとたくさん撮りたいって、そう思う」

「や、止やめて下さい！　こんな、実験って言われてもまともにできないんですから、私にはとても無理です」

「……もっと、いろんな場所で撮ってみたいんだ。君のこと」

　カメラを膝ひざの上に置いて、旭は両手を顔の辺りに上げた。伸のばした親指と人差し指で、四角を作り、その枠わく越ごしに吉香を見つめる。

　それはまるでカメラを向けているかのようだったけれど、カメラと違ちがってまっすぐにこちらを見み据すえる旭の瞳ひとみが見える。カメラを向けられたときとはまた違った恥はずかしさを覚えて、吉香は思わず目をそらしてしまった。

「多分僕は、あと何日かしたらあちらの家に戻ることになるだろう。そうしたら、君を撮ることはできなくなってしまう」

「……はい」

「でも、もし君が一いつ緒しよに来てくれれば、僕はいつでもこうして、君をファインダーに収おさめることができる」

「一緒に……？　どういう、意味でしょうか？」

　旭は手で作ったファインダーを下ろして、車しや輪りんに手を掛かけた。手伝おうと後ろに回ろうとした吉香を制止して、吉香の目の前まで車椅い子すを進める。

　そして、ポケットからカメラのキャップを取り出すと、吉香に向けて差し出した。

「僕がこれを落としたときにはいつでも、君に拾って欲ほしいんだ」

「もちろん、すぐに拾いますけど……」

　旭の言葉の意味を取りかねて、不安を滲にじませたままそう答えると、旭は破は顔がんした。

「そういうことじゃないんだ。ここだけの話ではなくて……そうか、はっきり言った方がいいのかな」

　一つ咳せき払ばらいをして、旭は吉香を見上げた。いつも浮うかべているような楽しげな笑みはなく、ただ真しん摯しな瞳で吉香を見つめている。

「佐さ倉くら家を辞やめて、僕と一緒に来て欲しい。あちらの国で、一緒に暮らして欲しいんだ」

　旭の言葉が、ゆっくりと吉香の中に沈しずんでいく。二度三度とその言葉を頭の中で繰くり返かえして、ようやくその意味を理解した吉香は、旭に返事をするよりも何よりもまず一番に、館やかたへと目をやった。見つめているのは、吉香の主あるじがいる、あの書斎だった。

　今の時間、多分真琴はあの書斎にいるだろう。今日は来客の予定はないから、きっと仕事をしている。だから多分デスクのところにいて、こんな遠くからでは窓まど越ごしにその姿を見ることはかなわないけれど、真琴がそこにいると信じて、吉香は見つめていた。

　そして旭を振り返り、深く頭を下げた。

「申し訳ありません。お供することはできません」

「……理由を聞いても？」

「私は、この家以外ではメイドにはなれないんです。この服を着て、ここでしか働けないんです。だから……旭様と一緒に行くことは、できません」

　それ以外何一つ、吉香にできることはない。ここを出ることがあるとすればそれは、真琴がこの家を出るとき以外にはありえない。真琴がいる場所が、吉香のいる場所だった。

　吉香の答えに、旭は何も言わなかった。あんなつたない言葉では、吉香の気持ちを伝えられなかったのだろうかと、おそるおそる顔を上げると、旭はもう吉香を見ておらず、あのまっすぐな瞳が、吉香がさっきまで見つめていた真琴の書斎に向けられていた。

「君にとって、主は生しよう涯がいただ一人しかいないんだね」

「……はい」

「困らせてしまって、すまない」

「いえ、そんな……私こそ本当に」

　もう一度頭を下げたその瞬間、ぱしゃり、と小気味よいシャッター音が響ひびく。驚おどろいて顔を上げると、旭はすました顔で膝の上にカメラを載のせていた。

「旭様、今──」

「なんのことかな？」

　とぼけた旭の表情がおかしくて、吉香は笑ってしまう。メイドである吉香が華か族ぞくの頼たのみを断るなんて不ふ敬けいなことをすれば、ただではすまないこともあるのに、旭はそれをあっさりと笑いに変えてしまった。

　本当に強い人だと思う。この強さが旭のこの先を、これからも明るく照らしてくれることを、吉香は心の底から願った。
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　特別なことがない限り、当主は客と夕食を共にするのが礼れい儀ぎである。真琴の場合、会社のこともあるので稀まれに同席できないことはあるが、今日のように出社せずに館の中で仕事をしていれば、当然のように夕食は食堂で客と共にとる。

　吉香が旭を食堂まで連つれてきたとき、既すでに真琴は席に着ついており、その隣となりには一宮の姿もあった。病院から帰ってきたときの落らく胆たんぶりが噓うそのように、一宮は笑みを浮かべている。その笑みは、入ってきた息子むすこの旭に向けられた瞬間一いつ層そう深くなり、吉香はなんとなく違い和わ感かんを覚えた。

　三人が揃そろったところで、諒りよう子こと翼つばさが料理を、東とう金がねがワインを持って食堂に入ってくる。それと入れ替かわるように、吉香は礼を取って食堂を辞じそうとしたのだが、「待ちなさい！」という大声に驚いて足を止めた。今、部屋を出て行こうとしているのは吉香一人だから、吉香に向けられたものとしか思えない。

　振ふり返ると、テーブルに手をついて立ち上がった一宮が、吉香を見つめている。

「何か……ご用でしょうか？」

「ちょうど良かった。なあ、真琴君。本人が同席していたほうがいいだろう？」

「侯こう爵しやく、そのお話は──」

「夕食のときにと、そう言ったと思うが？　今まさに夕食が始まったところだし、返事を聞かせてもらおうか」

　一宮の言葉に、真琴は顔をしかめ、ちらりと吉香を見やる。しかし、吉香は一宮の言っていることも、真琴のその視線の意味も何一つわからず、ただ視線を泳およがせることしかできない。そして、一向に座すわろうとしない一宮に、東金やメイドたちも給仕を続けて良いものやら戸と惑まどっていた。

　同じように戸惑いの表情を見せていたのが、旭だった。

「夕食の席だというなら、座って下さい。話は夕食が終わってからでもいいでしょう？」

「お前にも関係あることなんだぞ、旭。それから、あの娘むすめにもな」

　一宮の目線を追おった旭は、そこに吉香が立っているのを見て更さらに混こん乱らんした表情になる。

「どういうことですか？　一体何を──」

「あのメイドを一緒に連れて行くんだ。一緒に帰るんだよ、旭」

「……なんですって？」

　侯爵の言葉に、吉香は声を上げそうになった。つい何時間か前、旭とそのことを話していたのだ。吉香は断ことわり、旭もそれを受け入れたと思っていたのに、一体どういうことなのだろうかと目をやると、旭は吉香を振り返って首を横に振った。

「随ずい分ぶんと気に入っているようだったから、お前付きのメイドにするといいと思ってな。真琴君にそう申し入れていたんだよ。その返事を、ここで聞かせてもらうことになっていたと、まあそういうわけだ」

「真琴君、本当かい？　本当に父は、そんな頼み事を？」

　旭の問いかけに、真琴は躊躇ためらいながらもうなずいてみせた。

（真琴様……）

　吉香はここでしか、真琴の側そばでしか働くことはできない。けれどそれは吉香の勝手な思いこみで、真琴にその願いを叶かなえる義ぎ務むはない。あくまで真琴は吉香の雇こ用よう主ぬしであって、たった一言で、吉香を首にすることもできるのだ。

　真琴が簡単に応おうじるとは思わないけれど、相手は一宮侯爵だ。旭も、多少の無茶をしてでも押おし通してしまうのだと、そう言っていた。しかも二度目の医者の宣告があったばかりだから、一宮も旭のためになんでもしてやろうと、強引に迫せまったのかもしれない。

　真琴もそんな一宮の気持ちを察しているだろうから、もしかしたら無む碍げには断れなくて、承しよう諾だくしてしまうようなことも、あるかもしれない。

　一体真琴がなんと答えるのか、それを聞くのが恐おそろしくて、吉香はエプロンをぎゅっと握にぎりしめた。

　しかし、真琴よりも先に口を開いたのは旭だった。

「真琴君、済まない。父がとんでもないことを」

　謝しや罪ざいの言葉に驚おどろいたのは吉香だけではなく、言われた真琴も目を見開いている。ただ一人、一宮だけが不思議そうな顔をして、自分の息子むすこを見やっていた。

「とんでもないこと？　何を言ってるんだね、旭。さらっていこうというわけではないんだぞ？　ちゃんと給料を払はらって雇やとうんだ。代かわりに本家から何人かメイドを連つれてくれば、その娘の穴はちゃーんと埋うめられる」

「僕ぼくは、そんなことを望んではいません」

「噓うそだ！　お前は昼間、庭にわであの娘と楽しそうに笑っていたじゃないか！　私はこの目で確かに見たんだぞ。お前の気持ちはちゃんとわかってる」

　興こう奮ふん気ぎ味みに唾つばを飛ばして語る父親を見つめ、旭は静かに言った。

「彼女を無理に連れて行くなんてことを、本当に僕が望むと思いますか？」

「本当に……望む？」

「確かに僕は、この足で歩き回る自由を失った。草原を駆かけ抜ぬける強い四本の足までも失ってしまった。そのことをお父さんは哀あわれんで、あれもこれもと与あたえてくれようとする。でも僕にはこの車椅い子すがある。これでほら、動き回ることができるんです。今のこの僕にも、できることは山のようにあるんです」

「しかし、お前は……」

　揺ゆらぎのない瞳ひとみで見み据すえられ、一宮はさっきまでの興こう奮ふん状じよう態たいが噓のように、しおしおとしおれていく。とすん、と尻しり餅もちをつくように腰こしを下おろして、まるで初めて見るような目で、旭を見つめていた。

「それがなんなのか、まだ僕にもわかりません。でも、僕が本当の望みを見つけるまで、待ってもらえませんか」

「待つ……」

　つぶやくように繰くり返して、一宮は旭から真琴へと視線を移した。

「真琴君……さっき君は、時間が必要だと、そう、言っていたね」

「はい」

「私の気持ちに応こたえられず、旭も辛つらいんじゃないかと。君でさえ気づけたことを、私は……」

「私こそ、僭せん越えつな物言いをしました。申し訳ありません」

「悪いのは私だ。旭のためといいながら、旭を見ようともしていなかった。それを旭と君と、こんな若い二人に教えられるのだから、私も随ずい分ぶんと、年を取ったはずだ」

　一宮が自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた途と端たん、旭が吹ふき出す。怪け訝げんそうに旭を見やる一宮に、旭はすみませんと謝あやまって、笑いを飲み込んだ。

「そうやってすぐ年のせいにするのは、お父さんの悪い癖くせですよ」

「そんなことは」

「ゴルフで負けるとすぐに『年寄りをいじめるな』って言うんでしょう？　専せん務むが言ってましたよ。それじゃあゴルフはできないって」

　旭がそう言うと、一宮の顔が朱に染まる。それを見ていた真琴も思わず吹き出してしまって、食堂の空気が一変した。

「ところで真琴君。父と違ちがって若いせいか、お腹が空いて仕方がないんですけど、夕食を始めてもいいでしょうか？」

「ええ。自じ慢まんの料理です。召めし上がって下さい」

「だったら、その料理人を引き抜いて帰りましょうかね、お父さん」

「まったくお前は……」

　困ったように微笑ほほえむ一宮に、あの狂きよう躁そうの熱は残っていない。ただ、息子を慈いつくしむ父がいるだけだ。

　二人を見つめる真琴の瞳にも、穏おだやかな光が宿っている。その視線に気がついたのか、真琴が吉香を振り返り、小さく、ゆっくりとうなずいた。

　それでようやく吉香もほっと息を吐つく。握にぎりしめた手を解とき放はなすと、エプロンはすっかり皺しわになってしまっていた。

（ちゃんと皺を伸のばさなきゃ……）

　明日からも吉香は、この制服を着てこの屋や敷しきで、真琴の側で働くのだから。







　　三







　このところ、ずっとお天気が良いから、空気はからっとして空が澄すみ渡わたっている。桜さくらも良かったけれど、若わか葉ばの緑も空色に映はえて美しい。

　吉よし香かは大好きな空色から目を引き剝はがして、すっかり止まってしまっていた竹たけ箒ぼうきを動かした。昨日の風で葉っぱが落ちてしまったのだが、桜の散ちり際ぎわや落ち葉の頃ころと比べれば量は多くない。三十分ほどで掃はき寄よせて、吉香は顔を上げた。

「あ……」

　自然に目が行ってしまうのはやはり真ま琴ことのいる書しよ斎さいだったが、その窓まど辺べに真琴の姿すがたがある。吉香の主な仕事場でもあるはずなのに、書斎にいる真琴を見るのは随ずい分ぶんと久しぶりな気がした。

　真琴は窓の桟さんに指を這はわせる仕し草ぐさをして、眉まゆをひそめる。今朝早く、ミーティングが始まるよりも前に書斎の掃そう除じを済ませたから、埃ほこりがあるはずがないのに、真琴はこつこつと窓まどを叩たたいてみせる。いかにも作ったような渋しぶい顔がおかしくて吹き出すと、窓の向こうの真琴も笑っていた。

　お昼には、一いち宮のみやと旭あさひは佐さ倉くら邸ていを出て、その足で帰国する。そうすればまた吉香は、真琴付きのメイドに戻もどるのだ。明日はもっとぴかぴかに窓を磨みがこうと心に決めて、吉香は箕ちりとりを取りに行こうと勝手口の方へ身を翻ひるがえした。

　その瞬しゆん間かん──

「……っ！」

　伸のびた芝しばに引っかかった竹箒が、吉香の進路を妨ぼう害がいしていた。臑すねを思いきり引っかけて、前へと倒たおれていく。止めようにも摑つかまれる物はただ一つ、件くだんの竹箒の柄えばかりで、吉香はにっくき竹箒とともに、芝の上に転がってしまった。

「……もう！」

　よりにもよって、真琴の見ている前でこんな失しつ態たいをしてしまうなんてとみるみる顔に血ちが上のぼっていく。とてもじゃないが書斎を見る勇ゆう気きがなくて、吉香はゆっくりと立ち上がるとそのままただ芝を見つめて、館やかたに向かって歩き出した。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……え？」

　自分しかいないはずの庭で声をかけられ、驚いて顔を上げると、旭が吉香の顔を覗のぞき込こんでいた。さっきまで居い間まにいたと思ったのだが、いつの間にか庭にわに出てきていたらしい。真琴以外にも見られていたのかと思うと、穴があったら入りたい気分だったが、今いま更さらそれもできず、吉香は竹箒にすがるようにしてうなだれた。

「……ご覧らんになったってことですよね……？」

「はい、ご覧になりました。こっちの目で」

　言いながら持ち上げたのは、旭の恋こい人びとであるあのカメラだった。

「これ以上はないという写真が撮とれたよ」

「……旭様！」

　見られただけではなく、証しよう拠こ写真まで撮られてしまったのか。吉香は更に頰ほおを朱しゆに染そめて、両手を胸の前で握にぎりしめた。

「今の写真、絶対絶対現像しないで下さい！　他のはいいですけど、絶対今のだけはやめてください！　お願いします！」

「自信作なのになぁ」

「旭様！　そんなことおっしゃらないで下さい！　そんな写真見られたら私」

「引き伸ばして僕の部屋に飾かざろうかな。君を連つれて行く代わりに」

　にっこりと笑う旭に勝てるはずもない。吉香がどうやってカメラを取り上げようかと考え込んでいると、すぐ側そばでシャッター音がする。

「またそんなとこばっかり！」

「昨日よりは自然だよ。やっと、実験ができた」

「……現像、しないで下さいね」

　目一いつ杯ぱい怖こわい顔を作ってみるが、旭は笑うばかりで意いに介かいさない。それどころか、またカメラを構かまえたりする。

　旭の目の届かない所へ行くのが一番だ。

「失礼します！」

　吉香は竹箒を振ふり上げながら、館に向かって歩き出した。その後ろから、弾はじけるような笑い声が追いかけてきたが、これ以上撮られてなるものかと振り返らずに歩き続けた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




『拝はい啓けい　若葉の頃は過ぎゆき、吹ふく風に潤うるおいを感じる今日この頃、いかがお過ごしでしょうか。

　過か日じつは急なお願いにもかかわらず、快こころよく滞たい在ざいをお許しいただき、ありがとうございました。おかげさまで随分と心安く過ごすことができました。しかしながら、そうしたお気き遣づかいを無にするような無茶なふるまいで真琴君を煩わずらわせてしまい、本当に申し訳ありませんでした。父に代かわってお詫わび申し上げます。

　あれから父も大分落ち着いて、人様に無理を言うようなことはなくなったのですが、その矛ほこ先さきが僕ぼく自身に向いてしまい、毎日仕事を覚えろと鬼おにのようにせっつかれております。正直、人様に無理を聞いていただいていた方が良かったかなどと、そんな考えも浮うかんでしまいます。もちろん、今まで馬に明あけ暮くれていたツケが回ってきただけのことですから、自じ業ごう自じ得とくなのですけれどね。

　いずれその内（近い将来であることを願いますが）、一宮家ではなく、一宮商事の人間として真琴君と接する機会もあろうかと思います。そのときはどうぞお手て柔やわらかにお願いいたします。

　末筆ながら一層のご活かつ躍やくを期待しております。





敬具　　　　　






　佐倉　真琴様


一宮　旭　　　　　　　　　　






　追つい伸しん：お礼の品を同どう封ふうさせていただきました。以前差し上げた馬の写真と差さし替かえていただければ幸いです。』




　旭の人ひと柄がらの滲にじんだ礼状に目を細めていた真琴は、その追伸文で初めて、何かが同封されていることに気がついた。脇わきに置いた封ふう筒とうを取り上げると、封筒と同じ色の紙で包つつまれた物が入っている。

　馬の写真云うん々ぬん、という言葉からして、おそらく中は写真なのだろうが、お礼というのはどういうことなのだろう。

　訝いぶかしみながら開いた真琴は、予想外の代しろ物ものに呆あつ気けにとられてしまう。一体いつの間に、こんなものを撮とったのだろう。おそらく撮られた本人ですら、気づいていない。

　空と木々とを背景に、写真の中心に少女が一人、立っている。濃のう紺こんのワンピースに白いエプロンを重ね、手には随分と色気のない代しろ物ものを手にしていた。

　少女はカメラではなく、フレームの外のどこかを見やり、幸せそうに微笑ほほえんでいる。その微笑みを向けられた誰だれかは、きっとその笑顔に溶とかされたに違ちがいない。

　いつもは正面から見ている光景を、横から切り取ったこの写真は新しん鮮せんに映うつる。少女を見上げるような視点で撮られているのも、そう感じさせる一因だろう。

「お礼、か……」

　これをお礼と言い切ったのだから、旭には見み抜ぬかれていたのかもしれない。あの日の夕食での一幕で、真琴より先に口を切ったのは、その慧けい眼がんのなせる技わざだったのだろうか。

　真琴は書しよ棚だなを振り向き、そこに飾かざってある写真立てに目をやった。中の写真は随分と昔に、旭からもらったものだ。旭が草原を疾しつ駆くする愛馬を写したもので、この書斎で過ごした一年の間、重圧に押おし潰つぶされそうなとき、よく取り出して眺ながめていた。

　さすがにこれと入れ替えて飾ることはできないけれど、旭が送ってくれた写真は、これから真琴の新たな慰なぐさめになるだろう。

　そのとき、ノックの音が響ひびいた。手の中の写真とドアとを見比べて、間の良さに笑ってしまう。

「はい」

　笑み含ぶくみの小さな声に応こたえて入ってきたのは吉香で、真琴の表情に気づいて怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「何か……？」

「いや、旭さんから来た礼状を読んでいてね」

「旭様、お元気でらっしゃいますか？」

「ああ。面おも白しろい物を送ってくれたよ」

　手の中の写真を振ってみせると、吉香は考え込むようにして顎あごに手を当てていたが、やがて「ああああああ！」ととんでもない大声を上げて、真琴が座すわるソファの背に飛びついてきた。

「よ、吉香……？」

「それ、もしかして私が写ってるんじゃないですか!?」

「あ、ああ。知ってたのか」

「やっぱり……！　あれだけお願いしたのに!!」

　吉香の顔はみるみる朱しゆに染そまっていって、それを隠かくすように頰ほおに手を当てた。

「真琴様、一生のお願いです！　そんな恥はずかしい写真捨てて下さい……！」

「恥ずかしい……？」

　真琴はちらりと手元の写真に目を落とすが、特にこれといって恥ずかしいところはない。強しいていえば、手にしているのが古びた竹たけ箒ぼうきだということくらいだが、その上の笑顔と比べたらなんということはない。

「恥ずかしくなんかない、いい写真だと思う。それに、旭さんが下さったものだから、捨てるわけにはいかないよ」

　真琴は礼状の上に写真を重ねて置き、吉香が持ってきてくれたコーヒーに手を伸のばした。その瞬しゆん間かんを待っていたかのように、吉香が写真を見ようと首を伸ばすが、真琴は背後に蠢うごめく危険な匂においを察知して、コーヒーに伸ばしかけた手をそのまま写真の方へスライドさせた。

「真琴様！」

「だからこれは──」

　この際、写真を吉香に見せようかと真琴が後ろを振り返ったその瞬間、なんとか写真を覗のぞき込もうとした吉香が身を乗り出した。

「…………っ!!」

　ソファの後ろに立つ吉香の柔やわらかで弾だん力りよくに富とむ胸むな元もとに、真琴の顔が埋うまる。バランスを崩くずして倒たおれそうになった吉香が、目の前にあるもの──つまりは真琴の頭にしがみついたものだから、より一層深いところへ、真琴の顔は沈しずんでいった。

　ふりほどけば、吉香が倒れてしまう。けれど、ふりほどかなければ、真琴の自制心が倒れてしまう。

　どうしたものかと心の中で二つの選せん択たく肢しを戦い合わせていた真琴だったが、天の助けが現れた。ノックの音が響ひびいたのだ。誰だれにせよ、手を借りて吉香を支えてもらえば、なんとかなる。

　しかし、「はい」と答えた真琴の声は、吐と息いきとともに吉香の胸に吸すい込こまれた。途と端たん、頭上から「ひゃあ！」という悲ひ鳴めいともつかない声が上がる。結果的にそれが入室の合図となり、書しよ斎さいの扉とびらが開かれた。

「失礼します」

　それがメイド頭の声であることに気がついて、真琴は身み振ぶりで頭の上の吉香を指さすが、入室して二秒後、今度は「失礼しました」という声が聞こえて、開いたばかりの扉がまた閉とざされてしまった。

（……一体何が失礼したんだ！）

　あのメイド頭は本当に変なところにばかり気が回る。去さってしまった助け手を求めていたのは真琴だけではなく、再び頭上から声が聞こえた。

「千ち尋ひろさん、行かないで！　待ってくだ──きゃあ！」
















　ふりほどくまでもなく、吉香は自じ爆ばくする形でソファのこちら側へと転げ落ちてきた。とっさにソファに身を倒した真琴は、吉香のその身体からだを抱だき留とめる。真っ赤に染まった吉香の顔が、間近にある真琴を見やってほんの一瞬、あの写真のような笑顔に変わる。そしてやっぱりその笑顔に溶かされて、真琴の顔もほころんだ。

「写真は……いらないかもしれないな」

「……はい？」

　抱き留めた吉香の重さもその体温も、あの写真にはないものだ。真琴はそうっと包み込むように両りよう腕うでを回して、ゆっくりと引き寄せた。







　あとがき







　……不思議なことに、『ぼくのご主人様!?』の四巻が出てしまいました。

　確かに三巻ではうかつなことは書かなかったのですが、これは多た分ぶん担当Ｋさんとの電話中、ちょっとうかつな話をしてしまったせいだと思います。

　そのうかつな電話の結果、短編ばかりを五本集めた短編集にしましょうということになり、今現在メイド界にいる貴たか子こと由ゆ紀き乃のはどうしてるのかだとか、千ち尋ひろの置き土産みやげを千広がどう処しよ理りしたかだとか、一巻で省はぶくことになった千広のメイド服着用講こう義ぎだとか、そんな話を書く予定でした。

　更に、雑誌掲けい載さい分ぶん（「オトメの秘密～ときめきの謎なぞ～」）も載のせられるとか載せられないとかいろいろ転がりまくった結果、ご覧らんのような中編二本に短編二本というちょっと変わった構こう成せいになりました。なので、いつもの『ご主人様』とはちょっと違ちがった雰ふん囲い気きになっています。神社のじの字も出てきません（笑）。




　まずは、各タイトルについてちょこっと解かい説せつもどきを。




◎栄光はキミに輝かがやく

　戻ってきた吉よし朗ろうの薔ば薇ら色いろの学校生活です（笑）。モデルは鷹たか野のの母校の文化祭で、三年生でも積極的に参さん加かするのが当たり前というか、むしろ先頭に立ってやってました。なお、文化祭にはモデルがありますが、メイド喫きつ茶さの方はいろいろごちゃまぜのフィクションで、これと特定しているモデル店はありません。何か含ふくむところとかは全然ありません。

　学外も薔薇色な初うい々ういしいカップルの今後については、麻ま琴ことは吉朗よりちょっとだけ年上な上にあの通りのしっかり者なので、これからも麻琴主しゆ導どうで行くようです。




◎オトメの秘密～ときめきの謎～

　月刊ドラゴンマガジン増刊『ファンタジアバトルロイヤル』の二〇〇六年春号に掲載された短編です。高所恐きよう怖ふ症しようで神社に行けないために、本編では主役を張はれない春はる生きを主役にしてみました。雑誌の挿さし絵えが電車の中では広げられない感じで、とても良かったです（笑）。

　当初、今回のような短編集は想そう定ていされておらず、雑誌掲載のみとなるはずだったのですが、思いがけずより多くの方に春生の活かつ躍やく（？）を見ていただけることになり、嬉うれしい限りです。




◎オトメの秘密～ふくらみの謎～

　これまたあくなき探たん求きゆう心しんで奮ふん闘とうする春生のお話です。後こう輩はいが増ふえ、男性人口も増え、同どう僚りようの胸も増えた今、春生にも何か変化があるのでは……ということで、こんな感じになりました。胸の話を書くと担当Ｋさんの食いつきが良いのですが、何かあるのでしょうか？

　ちなみに鷹野は乳製品は大好きですが、牛乳自体はあまり好きではなく、給食以外で積極的に飲のむことはありませんでした……。

　それはともかく、今後も春生は、あの愛用の手帳でいろんな『謎』を追っかけていくことでしょう。でも、今回の謎を自分で検証できるか否いなかは『謎』です。




◎ポートレート──笑顔の向こう側

　休みをもらい、やっとお給金が入って下着を新調することが──という話ではなく、深く静かな湖みずうみに小石が投げ込まれたら？　というお話です。

　確か、「韓はん流りゆうドラマみたいな感じで」という指令がＫさんから下くだっていたような記き憶おくがありますが、私の韓流ドラマの捉とらえ方はあまり一般的とは言えないので、こんな感じに。他の三編と趣おもむきが違っているのはそのせいです。

　旭あさひが一宮家を継ついでリベンジを目もく論ろむかどうかはわかりませんが、まだまだ二人の先行きは前ぜん途と多た難なんなようです。




　以上の四つを時系列順に直すと、左のようになります。





　　　（一巻）

「オトメの秘密～ときめきの謎～」

　　　（二巻）

「栄光はキミに輝く」

　　　（三巻）

「オトメの秘密～ふくらみの謎～」

「ポートレート──笑顔の向こう側」






　時系列に沿って読み返していただくと、また違った味わいもあったりなかったりしますので、既き刊かん三冊もよろしくお願いします（いきなり四巻だけ読むこともないと思いますが……）。




　今回はパソコンがクラッシュするようなことはなかったのですが（三巻のあとがきで宣せん言げんしたとおり、外付けＨＤＤは買いました）、自分がクラッシュしました（笑）。

　年末、某ぼう謝恩会にてメイドマッサージを受け、メイドさんにチラリズムを堪たん能のうさせてもらい、あれやこれや根ね掘ほり葉は掘ほり聞きまくり、あまつさえ写真まで撮とらせてもらい、心身ともに疲つかれを癒いやして新年を迎むかえたというのに、興こう奮ふんしすぎたのか、年明けからこっち発熱しっぱなし。パソコンと違って冷れい却きやくファンがついていないので、温度が下がらないのです。

　この本が出るかどうか、自分でも一信九疑くらいの割合で書いていたので、今あとがきを書いていられることにびっくりです。

　体調管理というのは大事だなぁと、今回の件けんでしみじみ思いました。パソコンと違って換えが利きくわけではないですし。少しずつ運動をして最低限の基き礎そ体力をつけることを、今年の目標にします──と毎年言っていることを、今思い出しました。




　巻を重ねてついに四冊目となった『ぼくのご主人様!?』、四巻ともなると、さすがに作者のうかつだけでは出版されません。なにより応おう援えんしてくださった皆様と、うかつを金沢の金きん箔ぱく職人がごとく伸のばしていく担当Ｋさんのおかげです。佐さ倉くら邸ていのメイドたちも、まさか春を迎えられるとは思っていなかったことでしょう。

　最後に、今回もまたパソコンならぬ自分クラッシュで大迷惑をおかけした担当のＫさん、ありがとうございました。あんなにせっぱ詰つまったＫさんの声は初めて聞きました。本当にすみません……。

　そして、お忙しい中またまたまたまた！　挿絵を引き受けて下さった和泉いずみつばすさん、今回も本当にありがとうございました。表紙の吉香があまりに可愛らしくて悶もん絶ぜつしました。そしてなんといっても口絵の漫まん画が！　嬉うれしくて笑いが止まらなかったです。

　さて、ここまでのどこかからＫさんがまたうかつを見いだすのか、それとも鷹野がまた電話でうかつなことを口にしてしまうのかはわかりません。

　けれど、皆様にまたお目にかかることができたら幸さいわいです。





鷹たか野の　祐ゆう希き　　
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